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　　　　符ノ一　終焉へのカウントダウン







　北の方で轟ごう音おんが聞こえ、何かが光った。

（隕いん石せき!?）

　天体写真家の島しま村むら潔きよしは驚いて望遠鏡付きカメラから顔を離す。流星を見み逃のがしたか。

（遠くない。山の中に落ちたぞ……！）

　落下地点だろう方角が明るい。隕石のせいで火災が発生しているようだ。樹木が燃えているのだろうが、周囲は雪山なので、乾燥している夏場のように燃え広がって山火事にはならないだろう。急いで望遠鏡を外はずしてカメラを首から下げた島村は、明るく見える方角にスキーで急行する。ひょっとすると、何か面白い写真が撮れるかもしれない。




　入り組んだ雪山の斜面の一角を擂すり鉢ばち状に抉えぐるようにして、光源はあった。

（人間……？）

　抉られた穴の底に立つ発光体は、狩かり衣ぎぬ姿すがたの和装の男性であるかのように見えた。

　映画か何かの撮影だろうかと、島村は身を低くしながら周りを見回すが、撮影スタッフの姿はどこにも見えない。そして何より、眩まばゆく輝くその男が異様だ。人間が光を発することなど、常識で考えられない。しかも……。その男の白しろ足た袋びは空くうを踏み、身体からだは宙に浮いていた。支えや吊り下げらしい仕掛けは、どこにも見えないのに。




「おのれ、葉は隠がくれ咲さく良ら……！」

　塔とう京きようの陰おん陽みよう寮りようから、一瞬にしてどことも知れぬ山中の雪の中に跳ばされた男、東とう条じよう秀ほつ真まは、ぎりぎりと歯は嚙がみする。微妙にピントがずれているかのように、すべての感覚がぐらぐらと不安定で気分が悪い。これは、かなり遠くまで運ばれたためなのか。

（くそ……！）

　東条秀真は懐ふところから呪じゆ符ふを取り出し、印を結ぶ。




「只き怛た囉ら　虞ぐ　鉢はつ多た　野や　莎そわ訶か！」




　呪符が光を発すると同時に、東条秀真を中心として暴風が渦巻き、降り積んだ雪を舞い上げ、吹き飛ばす。




「う、わっ……！」

　突然の吹雪ふぶきにも似たそれに、島村は思わず小さく声を漏もらし、腕を上げて顔を庇かばう。

「貴様、いつからそこにいた!?」

　真正面でいきなり聞こえた声に、島村はぎょっとする。瞠どう目もくする島村が見たのは、男の左ひだり掌て。




　雪と同化するように身を潜めていた男の顔面を摑つかんだ東条秀真の前から、男の身体が後方に弾はじけ跳んだ。――――東条秀真の左手に、頭部を残したまま。




　驚きに見開いた目を閉じる間もなく、島村は絶命した。




「ふん」

　東条秀真は、人間一人を呆あつ気けなく惨ざん殺さつした己おのれの所業に満足し、鼻を鳴らす。まだ少し感覚は揺ゆれるが、『力』には些いささかの衰おとろえもないようだ。

　塔京は桜の時期を迎えていたが、深い雪に覆われた北の地では、春の訪れはまだ遠いらしいと東条秀真は思う。呪じゆ力りよくを使って防御し、冷気を寄せつけないことは可能だが、軽い船酔いを体験しているような感じがする東条秀真は、できれば呪力と体力を温存したい。死人には何も必要ないのだからと、東条秀真は摑んでいた島村の頭からニット帽を剝はぎ取って頭を捨て、雪を踏まないよう、空を滑すべるように移動して、吹っ飛んだ島村の身体のほうへ行く。ほぼ同じような体格の島村から、防寒具等必要な物を奪う。

（……カメラマン、か）

　島村から奪い取った物でどうにか雪山に適した格好になった東条秀真は、島村が首から下げていた一眼レフカメラに、苦い顔をする。数メートルという距離にいながら、声を漏らされるまで島村の存在に気づかなかった。もしかすると、こんな場所まで跳ばされた、無ぶ様ざまな姿を写真に撮られているかもしれない。フィルムを処分しようと、カメラを拾い上げた東条秀真は、眉まゆを顰ひそめる。

（何だ……？）

　そのカメラには、フィルムの取り出し口がなかった。




『……！　……！　……！』




　突然、上着の胸ポケットが断続的に振動し、東条秀真は驚く。振動するタイマーか何かかと思ったが、いつまで待っても止まらないそれを、嫌々取り出す。

『西にし野の孝たか則のり』

　小さな画面に名前らしき物が表示され、振動と連動してＣＡＬＬの文字が流れている。

（――――電話……？）

　手の中に納まるぐらいの小さなその機械には、プッシュホンと同じ形式の数字つきボタンが並び、受話器の外れた黒電話の絵のついたボタンと、受話器が架台に載った黒電話の絵のついたボタンがあった。何だかよくわからないが、東条秀真は受話器の外れたほうの絵のついたボタンを押してみる。




『もしもし、島村？』

　機械から聞こえてきた相手の声、この話し方は、まさしく電話だ。電話をかけてきた二十代半ばぐらいの男――――西野孝則は、親しげに続ける。

『どうだ？　いい写真撮れたか？』




　撮られたかもしれないのは、東条秀真にとって不本意な写真だ。東条秀真は携帯電話を睨にらみつけ、呪じゆ詛そする声音で言った。

「死ね」

　東条秀真にとって西野孝則はまったく関係のない、知らない人間であり、この世にいてもいなくても、世界は何も変わらない。さっき死んだ島村と同様に。




　受話孔から、見知らぬ男の声が聞こえた瞬間、ぎゅっと西野孝則の心臓が竦すくんだ。

「あ……が……っ……！」

　見えない手で心臓を鷲わし摑づかみにされ、握り潰つぶされるような衝撃に、西野孝則は大きく目を見開く。激痛に苛さいなまれた西野孝則は、左胸を押さえてよろけ、電話をしながら歩いていた私鉄駅のプラットホームから、線路に向かって転落する。プラットホームから転落した男の姿に、電車待ちの客の中から悲鳴が上がる。この駅を通過する急行電車が、西野孝則の転落した線路に走り込む――――。




　悲鳴と衝撃音の後、東条秀真の握っている携帯電話は、相手から通話を切られた。ツーツーという無機質な機械音が聞こえ、小さな画面の表示が切り替わる。北斗七星の写真の上に表示されているのは、時刻とカレンダー。

「……な、に……!?」

　東条秀真はカレンダーを食い入るように見つめる。




　月は三ヵ月前、若もしくは九ヵ月後。

　年号においては、二十二年違っていた。




「そんな、馬鹿な……！」

　東条秀真は上着のポケットに入っていた島村の財布を取り出し、中身を確認する。小銭に刻印されたり免許証に記載されている元げん号ごうが、知らない物に変わっていた。紙し幣へいはこの国で発行されているものだが、肖像画の人物を含め、デザインが一新されていて、どれも見たことがない。免許証の生年月日の記載が間違っていないのなら、島村潔という男は、まだ幼児であるはず――――。

（まさか……）

　吐と息いきも凍りそうな雪山の冷気のせいだけでなく、東条秀真は背筋をぞくりと震わせる。




　二十二年後の未来に向かって、跳ばされた、というのか――――!?　

　そんなことが、葉隠咲良……、あの封ふう縛ばく師しの女にできたのか――――!?　




（……ここは、『何ど処こ』だ……!?）




　時空を超えた異邦人であることを自覚した東条秀真は、木立の向こうに見える街の灯ひに、ゆらりと目を向けた。




　葛かつら城ぎコンツェルン御おん曹ぞう司しである葛城蓮れん司じは、妖よう獣じゆうコレクターである。

「さぁ！　準備はいいかーい？」

　大きな鉄てつ扇せんを背負った黒くろ装しよう束ぞくの忍者に牛ぎつ車しやの御み簾すを上げさせ、御ご機き嫌げん麗うるわしく声を掛けた蓮司に、水すい干かん姿の少年と、女によう御ごのように髪を長く伸ばした白しら張はり姿の青年が、封紙を貼られた御お神み酒き徳どつ利くりを前に返事する。

「はい！」

「いつでも、よろしゅうございます！」

　深夜の翠みどり山やまに設けられた巨大双すご六ろく。毎年旧正月二日に行われている新年会の、今日は予行練習である。葛城蓮司に仕える専属の術者は、三名。主に身辺警護の役目を担い漆黒の忍装束を身につけた術師・影かげ宮みや藤とう九く郎ろう、才能を認められし若き少年結けつ界かい師し・陣じん内ないちはや、優美なる式しき神がみを操る術師・宝ほう生しよう伊い純ずみ。膨大な数の篝かがり火びに照らされた巨大双六のマスは、陣内ちはやの結界術によって形成され、制御されている。葛城蓮司は多忙な人物だが、深夜に予行練習をするのは、時間の都合がつかなかったからではない。深夜であるほうが、物ものの怪けが活発に動けるからだ。新年会も、予行練習同様に日没から開催される。

　巨大双六における各自の持ち駒ごまは、妖怪や化け物等。一人五体を持ち寄ることで、参加が許可される。くじ引きで決めた順番に従って特別製の大きなサイコロを振り、出た目の数だけ、結界によって作られたマスを進む。マスには色々な指示があり、それに従いながら駒を進めていき、先にゴールに辿たどり着いたモノが勝ちだが、一般的な双六と違うのは、複数のモノがひとつのマスに止まることができないということだ。ひとつのマスに留とどまれるのは、一体だけ。先にそのマスに止まっていたモノがいた場合、対決して、勝者のみがそのマスに留まってゲームを進める。負けたモノの所有者は、手持ちの次のモノを出して、スタートからゲームをやり直す。手持ちのモノが尽きれば、そこでゲームオーバーだ。優勝したモノの所有者と、ゴールに辿り着けたモノの所有者、印象に残ったモノの所有者には、主催者である葛城蓮司から賞金が贈られる。さすが世界の葛城コンツェルン、御曹司の遊びであっても賞金の額は半端ではない。参加に足るモノさえ所持していれば、陰陽寮に所属する術者以外でも参加できるので、あらゆる場所から参加者が集まってくる。名を上げて己の存在を知らしめたい術者や、賞金で一稼ぎしたい術者にとっては、嬉うれしい催しだ。当日には、陰陽寮から派遣された術師によって、不正や危険がないよう、監視が入る。

　毎年恒例となっている予行練習は、本番同様に形成された巨大双六に、葛城蓮司所有の妖獣を放して行われる。前年度までに収集した妖獣のうち、本番に出すのによさそうなものをここで選別し、同時に結界の具合を確認する。手の内がばれてしまっては興きよう醒ざめなので、予行練習の巨大双六は、覗のぞかれないように人払いの力を持つ厳重な結界で守られている。

「始め！」

　晴れやかな声と共に、葛城蓮司に手で合図され、宝生伊純は御神酒徳利をひとつ運び、スタートのマスに向かって封紙を剝はがす。




　グガァ！




　真っ黒な犬型の妖獣が、封印を解とかれた御神酒徳利から飛び出した。しかし妖獣は、見えない壁に邪魔されて、スタート地点であるマスの場所から出ることはできない。自由に動き回れるのは、ひとマスの大きさ、一辺六メートルの不可視の立方体の中だけだ。

　結界を維持している陣内ちはやは、油断なく呪符を構えながら、ほっと息を吐つく。予定通り、結界の強度に問題はない。大丈夫だ。

「蓮司様！」

　呼びかけられ、暴れる妖獣を嬉しそうに見つめていた葛城蓮司は、にこりと微笑ほほえむ。

「１だ！」

　サイコロを振ったわけではないが、１の目が出たと仮定しろと命じられ、陣内ちはやはスタート地点の結界を開く。




　ガァ！




　不意に広がった結界に向かって飛び出した妖獣は、１のマスのところでまた見えない壁にぶつかった。後戻りしようにも、スタート地点のマスは、もう閉じられている。妖獣は怒り狂って暴れたが、結界はびくともしなかった。

「次のモノを！」

　葛城蓮司に命じられ、宝生伊純はまた別の御神酒徳利を持って、スタート地点の前に立ち、封紙を剝がす。




　キィイッ！




　人が両手を広げたよりも大きな化け鳥が、真っ赤な翼で風を切り、飛び立つ。しかし化け鳥も結界に阻はばまれて、高くは飛べない。




　キィイイイッ！




　耳が痛くなるような鳴き声に、結界がびりびりと振動した。超音波を伴う鳴き声は、直接耳にすれば鼓膜を破る威力があるが、結界があるために危険はない。

「３へ！」

　葛城蓮司が命じ、陣内ちはやは結界を操作して、スタート地点と３のマスを繋つなぐ。１と２のマスを通り抜けて、化け鳥は３に進んだように見えたが、実際は結界によって空間が捩ねじ曲げられているため、他のマスには影響がなく、通過地点である１のマスにいる妖獣が窮きゆう屈くつな思いをしたわけではない。

　これまで発動させていないが、マスには何かしらのイベントが仕掛けられている。結界の具合に満足した蓮司は、命じる。

「２のマスのイベントを！」

　蓮司の声に、宝生伊純は宙を泳ぐ巨大な魚型の式神をスタート地点に放った。陣内ちはやは、イベントごと２のマスを開いて、式神を２のマスまで進ませる。

　轟！　と唸うなりを上げて紅ぐ蓮れんの炎が渦巻き、式神は一瞬にして炎に包まれ焼け落ちた。

　１と３に妖獣がいる。間に挟まれたマスでのイベントは、前後に影響を及ぼさなかった。渦巻いた紅蓮の炎は、式神が消失すると速すみやかに勢いを弱め、消失した。予定通りだ。

「うーん、戦わせたいなぁ……！」

　うずうずするという様子の蓮司に、恐れながらと影宮藤九郎は口を開く。

「せっかく集められましたモノの数を減らしますのは、いかがなものかと」

　今ここで遊んでしまうと、手持ちの妖獣の数が減ってしまう。どうせ対戦するなら、誰か別の人間の持ち寄ったモノと戦わせたほうがいい。

「わかってるよ。そんな勿もつ体たいないことはしないさ」

　生き真ま面じ目めな影宮藤九郎に苦笑して、葛城蓮司は次の指示を与えようとして――――。




　ずしんと強く襲い来た振動に、牛車にしがみついた。




「若君！」

「大丈夫だ」

　素早く対応し、牛を押さえて牛車の御簾を下ろした藤九郎に、蓮司は返事する。驚いて興奮しかけた牛は、藤九郎に押さえられ、ぎゅっと小さくなってやり過ごす。

　藤九郎は牛車に乗る蓮司を守りながら周囲を見回す。

（地震か!?）

　しかしそれにしては、前兆のようなものは一切感じなかった。巨大双六のところにいた宝生伊純は、地面に倒れ伏している陣内ちはやの姿に驚く。

「ちはや！」

　姿勢を崩くずすことはあっても、地面に倒れ伏すほどの揺れではなかった。強い調子で呼びかけても、陣内ちはやは身を起こす様子はなかった。この巨大双六は、陣内ちはやの結界師の能力で制御されている。絶対に彼が意識を失うような事態があっては、ならない……！

　陣内ちはやに駆かけ寄る宝生伊純の姿に影宮藤九郎は驚き、背負っていた巨大な鉄扇を手に握って身構える。

　陣内ちはやを助け起こした宝生伊純と、葛城蓮司を背後に庇った影宮藤九郎は、弾かれるように顔を上げる。




　轟！　と竜巻のような強風が吹き荒れ、三百はあった篝火の炎が一瞬にして吹き飛んだ。




　ガア！

　キィイイイッ！




　双六のマス目の結界が崩壊し、飛び出した妖獣は――――。




　ガアァァ……！

　キヒィィッ……！




　天から恐ろしい勢いで飛来した光の矢に刺し貫つらぬかれ、地面に縫ぬい止められる。




「おのれ！　何なに奴やつ!?」

「こちらに若君がおられると知っての狼ろう藉ぜきか!?」

　葛城蓮司と昏こん倒とうしている陣内ちはやを庇いながら、影宮藤九郎と宝生伊純は空に向かって声を荒らげる。















　いまだ何とか形を維持したままの、巨大双六を設置した場所を覆う結界の上、透明の屋根を踏みしめるようにして、狩衣姿の一人の男の姿があった。




（――――陰陽寮の者!?）

　宝生伊純は、狩衣の袖そでに施ほどこされた刺し繡しゆうを眉を顰ひそめて見つめる。陰陽寮にとって、大金持ちの葛城蓮司は上得意だ。たとえどこの誰が大金を積んで呪詛の依頼をしたとしても、こんなふうに術者の姿を晒さらして襲撃をかけるのは、陰陽寮にとって大きなリスクがあるだけだ。




　無表情で足元を見下した男は、左腕を下に突き出し、ぎゅっと手を握った。




　ギ……！

　ギュ……！




　詰まったような短い断末魔の声を上げ、光の矢に貫かれていた妖獣たちが、ぐちゅり、潰れた。




「鑠ば吃き羅ら也や　莎そわ訶か！　炎えん獄ごく招しよう来らい！」




　呪じゆ言ごんを唱えた男の声に、紅蓮の炎が燃え上がった。




「何!?」

「若君！　中へ！」

　御簾を上げて外を覗のぞこうとした葛城蓮司を止めた影宮藤九郎は、牛車の屋根に上がって、巨大な鉄扇を開いた。不可侵の結界の呪符で守られた牛車は、炎に焼かれることはない。

「おおおっ！」

　雄お々おしい掛け声とともに、藤九郎は鉄扇を振り動かす。燃え盛る火か焰えん山ざんの炎も一打ちで吹き飛ばしたという不思議の力を表すように、藤九郎の鉄扇が起こした風に、牛車に迫っていた炎が消し飛ぶ。

　懐から呪符を出した宝生伊純は、昏倒している陣内ちはやを抱え、式神で作った大きな蕾つぼみで、炎を逃れる。

　ぱん！　ぱん！　と破裂音を響かせて、巨大双六のスタート地点に用意していた、封印付きの御神酒徳利が砕け散り、中に閉じ込められていた妖獣が解放と同時に焼け死んだ。




（蠱こが七匹……、九つ十く九も化けが二匹、か）

　大きな施術の気配を感知し、翠山に向かった東条秀真は、屠ほふることによって敗者となった妖獣から引き渡される力を、ぎゅっと握り締める。

　期待はしていなかったが、そこそこの収穫はあったようだ。




　気の乱れを観測していた陰陽寮は、翠山の異変に気づき、速やかに術者を派遣した。

　燃え盛る炎の海となった翠山から、燃え残った牛車に乗っていた葛城蓮司と護衛の三人の術者たちは無事救出された。




　突然の乱入者によって、葛城蓮司が楽しみにしていた新年会の巨大双六は、目茶苦茶に破壊され、持ってきていた妖獣もすべて失われた。










　　　　符ノ二　切り捨て御免







「化け雀すずめが一羽、ジャンガリアンハムスターの怨おん霊りようが一匹、母はは猪いのししの亡ぼう霊れいが一頭、暴れザリガニの生いき霊りようが一体、招き猫が一個……」

「あー、イノ子さんは成じよう仏ぶつしちゃったし、ザリガニラは身体に戻しちゃったから、数に入れちゃダメだよー[image: ]」

「……どれもあんまり強そうじゃありませんね」

　強そうではないどころか、妖獣世界の雑ざ魚こキャラではないだろうか。しかも、招き猫は置物だ。控え目に言った桃もも枝えだ綱つな紀きの言葉に、きっと眉まゆを吊り上げた蘆あし屋や美み琴ことはファイルを振り被かぶり、へらへらとしている武む庫こ川がわ右う京きようの頭を連打する。

「だーかーらー！鬼おには置いておきなさいって、言ってたのよ、鬼は！　この馬鹿この馬鹿この馬鹿っ！」

「ああっ、痛い痛い痛いっ[image: ]」

「み、美琴さん……！　ファイルが壊れますっ……！」

「きぃーっ！」

　嬉しそうに悲鳴を上げている右京を、トドメとばかりにファイルの角で殴おう打だして畳たたみに沈め、美琴は悔しさに身み悶もだえする。

「あの鬼さえあれば……っ！」

　大金持ちのお坊っちゃま、葛かつら城ぎ蓮れん司じ主催の新年会に、余裕で参加できたというのに！

　雀とハムとイノママ（ノーカウント）とザリガニ（ノーカウント）と招き猫（ノーカウント？）が手持ち妖獣では、とてもではないが勝てる気がしない（当然☆）。

　新年会の賞金ゲットで、今年一年余裕を持って絶ぜつ佳か庵あんの予算に当てようとしていたのに、参加する前からダメダメ感満載で、美琴はやるせない。

「ち、ちなみに、去年はどうだったんですか？」

　毎年恒例の新年会というからには、去年も参加したのだろう。尋ねた綱紀に、美琴はにっこり微笑ほほえんで答える。

「去年は、化け蚊か蜻蛉とんぼと呪のろいの絨じゆう毯たんと舟ふな幽ゆう霊れいと大ヒヨコの怪物と霊界テレビで参加したわ」

　一応規定数には達しているが――――☆

（ラインナップ的には、今年とあんまり変わんないよな……）

　綱紀はがっくりと肩を落とす。聞くだけで、ヘボそうだ。

「けっこう、いい線いったよねぇ[image: ]」

「えぇ。善戦したわ」

　まだ畳にうつ伏せたまま、へらりと笑う右京に、美琴は大きく頷うなずく。

「いいのかよ!?」

　そんなので。仰ぎよう天てんする綱紀に、美琴と右京はにんまりと笑った。

「右京くんに回ってくるような仕事よ？」

　武庫川右京は屋号こそ陰陽寮の術師最下位を示す『庵あん』だが、実力は最高位の術師『金こん剛ごう院いん』にも匹敵する術者だ。その右京が依頼を受けて捕獲した妖獣なのだから、元が何であろうと、一筋縄ではいかないモノであることが予測できる。理屈では。

「優勝こそ逃のがしたけれど、健闘賞をゲットできたわ」

「とりあえず、全部ゴールしてくれたからねぇ[image: ]」

（――――化け蚊蜻蛉や呪いの絨毯にやられる物ものの怪けって、いったい……!?）

　想像を超えたモノに、綱紀は顔を引きつらせる。

　同じマスに止まったならば、そこでバトルし、勝ち残ったモノだけがそのマスに留まり、前に進めるという、とんでも双六である。バトルがない場合、マス目指定のイベントスタートとなる。どのマス目にも、火責め水責め落雷地獄というような、過酷なイベント満載だ。

　どれほど凶悪だったかは綱紀は知らないが、蚊蜻蛉や絨毯や妖怪やヒヨコやテレビだし。イベントに耐え、バトルに勝利したモノだけがゴールに辿り着けるという、弱肉強食のサバイバルルールを乗り切ったのだから、称賛されて当然か。あっぱれな物の怪たちは、健闘賞で栄誉を讃たたえられるのもいい。

「投票券も大穴だったから、去年はけっこういい売り上げになったわよね」

「物の怪は見た目じゃないしー？」

　くっくっくっと美琴と右京は笑う。

「――――そしてあの後、右京くんが大きな庭石なんて買い物をしなければ！」

　思い出し笑いに次いで思い出し怒りした美琴は、ファイルを右京目掛けて投げつけた。

　お金があると、右京はすぐに散財する。荒稼ぎしたお金が、全部庭石に化けてしまった。

「だって、あのぐらんぐらんした不安定具合が、堪たまらなかったんだよ～」

「危険物は、あなた一人でたくさんよ！　潮しお路じさんが轢ひかれかけたでしょ！」

「……庭石、ですか？」

　ぐらぐら揺れる庭石。そんな危険なもの、あったかなと、綱紀は首を傾かしげて考える。

　美琴は溜ため息いきをつく。

「潮路さんだけじゃなく、うちの鈴すず音ねが触ったりすると危ないから、下半分を埋めたのよ」

　ぐらぐらする不安定な庭石も、穴を掘って半分埋めれば、びくともしない。不安定さが魅力的な石という特徴はものの見事に失われ、ただの大きな石に成り下がってしまったが。

　右京は、こほんとひとつ咳せき払ばらいする。

「招き猫は、一時封縛を解いて化け猫に戻せば問題ないとしてー」

「いや、でっかく問題だろ、それ！」

　涼しい顔で話題転換した右京に、綱紀はツッこむ。封印ではなく封縛したのなら、封縛を依頼した者がいたはずだ。他人の所有物（モノ？）を借り受け、勝手に術を解くのはいかがなものか。

「あと二匹足りないのよね」

　腕組みして、美琴は神妙な顔で頷く。




　新年会に参加するには、五体の妖獣必携。




「ねぇねぇ美琴さん、ここはひとつ、手っ取り早く何か呼び出しちゃおっか[image: ]」

「却下！」

　にっこり微笑んで提案した右京に、美琴は間かん髪はつを容いれずに言った。

「早っ！」

　なんて取りつく島もないと呆気にとられる綱紀に伸ばされていた右京の手を、美琴はぴしゃりと叩たたき退のける。

「ああっ、痛い[image: ]」

「当たり前でしょ！　絶っ対に余計なことするに決まってるんだから！　綱紀くーん……！　あなたもいい加減に、右京くんに隙すき見せない！」

「は、いっ！　すみませんっ！」

　右京の手を叩き退けたついでに、頭を張られそうな気がして、綱紀は思わず正座した両りよう膝ひざの上で拳こぶしを握って身構えたが、美琴の教育的指導が入ることはなかった。動物を調教するように叩いて言い聞かせなければならないのは、右京だけだ。

　しかし、新年会に参加するための物の怪が足りないのは、現実的に由ゆ々ゆしき事態で。

「こうなったら、右京くん！　綱紀くん！　あなたたち出なさい！」

「ええっ!?」

　あまりに御ご無む体たいな発言に、綱紀は青ざめる。

「無理ですよっ！」

　紛まがい物のギターを使った綱紀の鳴めい弦げんは、絶大な浄化の力があり魔を滅することができるが、不発に終わる可能性大だ。バトルになって鳴弦が失敗すれば綱紀は襲われて一撃でゲームオーバーだし、バトルなしでマスに進んだ場合、イベントで一発ゲームオーバーである。

「数合わせだけでいいのよ」

「無茶言わないでください！」

　スタートの次のマスでゲームオーバーになることが、最初から目に見えている。しかも、絶対に無傷では戻れないうえに、悪くすればお空のお星様になってしまう。正月早々、縁起でもない話だ。

　悲鳴のような声を出した綱紀に、美琴はつまらなーいというような顔で口を尖とがらせて押し黙った。

「右京さんも、何か言ってください！」

「え？　あははー[image: ]」

　無茶な美琴の提案に綱紀は血の気が引いたが、右京はまんざらでもない様子で、身を起こしながら笑った。

（出られるのかよ!?　この人！）

　痛いの大好きな右京の場合、玉砕歓迎ということかもしれないが。呪符を使わなくても順当に勝ち進んでしまいそうなところが、恐ろしい。

「仕方ないわね、これから何か適当なモノを拾ってきましょう。数さえ足りてりゃいいわ。今晩にでも、見込みのありそうなところをほっつき歩けば、具合のいい地縛霊のひとつやふたつ、捕まえられるでしょう」

　自然破壊が問題提起されている昨今、都会のお散歩範囲で妖怪変へん化げを見つけるのは至難の業わざだが、元が人間であるモノなら、そこらじゅうにゴロゴロ転がっていそうだ。

「……新年会に持ってくんですか」

「そのために集めようとしてるのよ」

　顔を引きつらせた綱紀に、美琴は何をいまさらと言い放つ。

（気の毒な……）

　どんな未練があって居残っているかは知らないが、とっ捕まったら魔界（？）のサバイバルゲームに強制参加である。具合がよさそうと物色されたモノだから、何らかの害のある凶悪系なのだろうが、負けてゲームオーバーになった後、成仏できるかどうかすら怪しい。

（婆ばあちゃん……、都会は怖い所だよ）

　生き馬の目を抜くという諺ことわざがあるが、おちおち死んでもいられないらしい。

「ありものは手軽だけどさぁ、呼び出したほうが、レベル高そうなんだけどなぁ」

「御お護まもりは絶対に手放しませんから！」

「いやいや、それと関係なく[image: ]」

　別の方法でも、右京は何か呼び出せるようだ。

「却下！」

　美琴の容よう赦しやないデコピンを食らって、右京は仰あお向むけに引っ繰り返った。




「陰おん陽みよう寮りようからファックスが来てましたよ」

　事務所の掃そう除じをしていた壱いち葉ようが、ファックス用紙を一枚持って、座敷にやってきた。ファックスを手渡す相手は、絶ぜつ佳か庵あんの責任者で唯一の術者、封縛師の武庫川右京ではなく、経理担当で陰の実力者の蘆屋美琴だ。引っ繰り返っていると美琴の手にあるファックスを覗けないので、右京も起き上がる。




『葛城蓮司氏主催　新年会　中止のお知らせ』




「「「えええーっ!?」」」

　一番上に太文字で見えた一文に、右京たちは瞠どう目もくした。

「タイムリーですねぇ」

　のほほんと微笑みながら、壱葉は掃除を続けに戻る。確かに今、その話をしていたが。

「な……、どうして!?」

　美琴は急いで書面に目を通す。

　葛城蓮司は陰陽寮の上得意であり、趣味の妖獣収集のために私費を投じて術師を雇ってくれる、実にありがたい客だ。去年の新年会も、若君はとても喜んでくれた。飽きたからやめると言われればそれまでだが、その程度の気に入り様には見えなかった。

「――――予行練習が、陰陽寮の術者によって、襲撃……!?」

　上得意である葛城蓮司の機嫌を損そこねても、何もいいことはない。それどころか、陰陽寮の術者にとっては、大打撃である。

「こんな迷惑なこと……」

　呟つぶやいた美琴の声に、綱紀は条件反射で右京に顔を向ける。度たび重かさなる行いの悪さで注目された右京は、ぱちぱちと目を瞬しばたたいた後、ぽんと手を打つ。

「あぁ！　その手があったんだ！」

「お馬鹿っ！」

「ごふっ！」

　ファイルを拾い上げた美琴の水平スイングが決まって、右京は横向きに引っ繰り返る。




　昨日の深夜に翠みどり山やまで行われていた新年会の予行練習が、陰陽寮の術者の襲撃を受けた。結界は打ち破られ、支度していた妖獣はすべて滅され、たくさんの仕掛けを施していた双六のフィールドは破壊された。異変を察知して陰陽寮から急行した術者によって、葛城蓮司も蓮司の術者たちも何とか事なきを得たが、対処が少し遅れていれば命に係かかわるような危険な状態だった――――。




　翠山が術者による炎に焼かれた酷ひどい状態になってしまい、まだその熱気が抜けないために、新しいフィールドが作れない。そして、主催者である葛城蓮司は御機嫌斜めなので、新年会なんてとんでもないということだ。




「ちはやくんの結界を破ったとなると、凄すごいわね……」

　難しい顔をする美琴に、綱紀は眉を顰ひそめる。

「――――『ちはや』さんって、金剛院の如きさ月らぎさんより凄い結界師なんですか？」

　それほどの実力者がやられたのかと問われ、美琴は微笑む。

「純粋な実力での階級付けなら、鹿ろく鳴めいくんのほうが上ね」

「ちはやくんは、スポンサーが凄いんだよ～」

　大金持ち葛城蓮司のお抱え術師は、一枚数百万円単位の高額呪符を惜しげもなくばんばん使える。結界全部に高額呪符を使えるのは、それを出資してもらえる、陣じん内ないちはやだけだ。大量に使用された霊れい験げんあらたかな高額呪符は効果絶大で、金剛院の術師であっても敵かなわないかもしれない。




　翠山で目撃された術者が、陰陽寮の紋の入った狩かり衣ぎぬを着ていたことから、ファックスの最後は、緊急招集の命令だった。陰陽寮から、迎むかえの車が来るらしい。通常、電車と徒歩で陰陽寮に向かう庵にまで迎車が出されるのだから、まさしく事態は尋常ではない。




「やりましたーって名乗り出たら、吊るし上げかな～」

「身に覚えもないのに、名乗り出ないの！　そんなことしたら、一週間御飯ヌキよ！」

　わくわくどきどきする右京に、美琴は釘くぎを刺しておく。

「……右京さんなら、目撃されたら名指しですぐにお迎えが来てますよ」

　綱紀は、げんなりする。

　銀の長い髪に青い瞳で、美麗な女顔。ラリエットにした数じゆ珠ず。右京には特徴がありすぎて、悪さをしたなら簡単にバレる。

「仕事用の着物に着替えて、いつでも出られるように準備しておいてちょうだい」

「はーい」

　右京と一緒に返事しようとした綱紀は、懐でバイブした携帯電話に、びくんとする。

（……誰だ？）

　取り出した携帯電話に表示されていた発信先は、見たこともない番号だった。

「綱紀くん？」

　バイブしている携帯電話を持ったままの綱紀に、美琴は首を傾げる。綱紀は携帯電話を手にしたまま、思案する。

「い、え……、間違い電話じゃないのかなと……」

　しかし、バイブは止まらない。

　右京は着替えるために座敷を出、綱紀もバイブし続ける携帯電話を持ったまま、自室に向かう。部屋に着いてもバイブの止まらない携帯電話に、本当に間違い電話なのかわからなくなって、綱紀は通話ボタンを押す。

「――――もしもし？」

『桃枝綱紀くんですか？　アポロンミュージックの松まつ波なみです、吉よし崎ざき先生から、紹介してもらってた。連絡が遅くなって、すみません』

（――――あ！）

　初めて耳にする男性の声を聞きながら、はっと綱紀は思い出す。

　同じ高校の卒業生で、音楽業界に就職した先輩だ！　高校を卒業した綱紀は、この人を頼って塔とう京きように出てきたのだった。

「いえ！　ボクのほうこそ、御無理を言いまして……！」

　同じ高校の卒業生だからと、恩師に紹介されて顔も知らない後輩に頼られた松波久ひさ司しは、さぞかし迷惑だったことだろう。春からこれまで連絡なしの松波に、渡米というのは方便で、断られたのかと綱紀は思っていた。

　電話越しに恐縮する綱紀に、松波は言った。

『で、どうかな？　まだ音楽業界に興味はあるかな？』

「興味あります！」

　綱紀は大きな声で返事する。何だかこれは、脈アリな感じの電話ではなかろうか。焼け出されて帰る場所をなくした綱紀は、住み込みという一文に惹ひかれて絶佳庵に面接に来たときに右京にギターを壊されてしまい、以降、音の出る手持ちの楽器と言えば玩おも具ちやのピアノぐらいで、満足に曲を作ることもできていないが。気持ちだけはいつでもミュージシャンだ。

　迷うことなく返事した、若さいっぱいの綱紀に、松波はくすぐったい気分になって笑う。

『じゃあ、どうだろう、僕と一緒にアメリカに行かないか？　今、やっと一段落して、塔京に戻ってきたんだ。向こうでレコーディングとかの作業をしてもらうスタッフが足りないんだよ。君さえよければ、一週間後の飛行機で、一緒にアメリカに行こう。説明したり、いろいろ準備しておくこともあるから、今日明日にも、住んでるところを引き払って、こっちに来てもらっていいよ。僕も事務所で寝泊まりしてるから。もちろん、飛行機代とか、向こうで住む場所のこととか、気にしなくても大丈夫だから。……急な話だから無理かな？　今、仕事してるよね』

　松波は半年以上一年近く、連絡もせずに綱紀を放置していた。常識で考えて、どこか別のところでアルバイトなりして、生活のリズムができあがっていると思うはずだ。

　綱紀は一度息を詰め、そして答えた。

「相談してみます」

　考えさせてください、ではなく『相談』。前向きな返事を貰もらって、松波は電話の向こうで頷いた。

『はっきりしたら、今話してるこの番号に電話してくれ。繋がらなくても、留守電にメッセージを残しておいてくれたら、こちらからかけ直すから』

「はい。お忙しいところ、お電話いただいて、ありがとうございました」

『いや、本当に、待たせてごめんね』

　まったく音おと沙さ汰たなしだったが、海の向こうで、受け入れるための準備をいろいろしてくれていたのだろうとわかる松波に、綱紀は感謝しながら通話を終えた。

（俺……）

　本来望んでいた、音楽関係の仕事に携われる。待ちに待った機会が訪れた――――！

　急な誘いだが、高校の先生は信頼できる先輩を紹介してくれた。先輩の実家は旅館をしていて、旅館の近所に住んでいた同級生から聞いた先輩の評判も悪くなかった。多忙でなかなか連絡が取れないのが難点だが、騙だまされてどうこうなってしまいそうな、怪しい人物ではないと、皆が言っていた。春以降に発売された新作のＣＤにも、制作スタッフとしてきちんと名前が載っていて、真面目に仕事をしているのがわかる。

「うわぁ……、うわぁ、うわぁ！」

　綱紀はじわじわと押し寄せてくる歓喜に、笑み崩れる。

　やっと、夢に近づける――――！




　携帯電話を摑んだまま、綱紀は座敷に走った。

「美琴さん！　壱葉さん！」

　掃除を終えた壱葉と、お茶を飲んでいた美琴は、頰ほおを上気させ、目をきらきらさせてやってきた綱紀に、にっこり微笑む。

「どうしたの？」

「さっきの電話！　高校の先輩からでした！　音楽関係の会社で働いてる！」

　上京してきた綱紀が、先輩を頼って、事務所の手伝いをしようとしていたことを聞いていた美琴と壱葉は、あぁと頷く。

「そう。やっと連絡してくれたのね」

「よかったですね、綱紀さん」

　微笑んでくれた二人に、綱紀は興奮して報告する。

「一週間後にアメリカに行って、向こうで働かないかって、誘われたんです！」

　それは、綱紀が願っていたこと。国内と外国では、いろいろと違うし大変だが、綱紀はまだ若い。冒険してくるなら今だ。勉強になるし、経験してくることは悪くない。




「いいんじゃない？　行っておいでよ」

　着替えを終えて座敷に戻ってきた右京が、にこりと微笑んだ。

「よかったねぇ、綱紀くん[image: ]」




　車のクラクションが鳴らされた。

「迎えの車が到着したようですね」

　壱葉が腰を上げ、綱紀ははっとする。

「俺、着替え……！」

　電話に出ていたため、まだ普段着のままだ。慌あわてて部屋に戻ろうとする綱紀に、右京は言った。

「あぁ、いいよ。着替えなくて。陰陽寮には、僕一人で行くから[image: ]」

　ひらひらと手を振った右京は、座敷を出た壱葉に続いて、廊下を歩いていく。

「ちょうどいいわ。右京くんが出掛けてる間に、詳しいお話聞いて来れば？」

　にこやかに美琴は綱紀に外出を勧めた。

「一週間後に出発なのよね。急いでお給料計算するわね。綱紀くん、頑張ってくれたから、色つけてあげなくっちゃね」

　美琴は飲み終わった湯飲みを盆に載せ、いそいそと台所に運ぶ。

　にゃーん……。

　高い声で一声鳴いて、ちりんと鈴を鳴らした潮路さんが、縁側の下から出て、玄関のほうに駆けていった。




（え……？）

　その場に一人、置き去りになった綱紀は、呆ぼう然ぜんとする。

（俺――――）

　一週間後に、渡米する。翠山襲撃事件に綱紀はまったく無関係だし、何か力になれるわけでもない。今の陰陽寮は、これから絶佳庵を去る人間が、関かかわり合っていい状況ではない。

（俺、は、自分のことを……）

　やらなければ。綱紀は部屋に戻りながら松波に電話し、今これからすぐの事務所への訪問の約束を取りつけ、紹介してくれた高校の恩師に電話して、洋服に着替えて外出した。










　　　　符ノ三　勝ち逃げ厳禁







　壱いち葉ようが門を開けて敷地内に招き入れた絶ぜつ佳か庵あんへの迎車には、先客がいた。

「あれぇ？　はっくん」

　開かれた後部座席のドアの奥に見えた人影に、武む庫こ川がわ右う京きようは目を丸くする。

「驚くことはあるまい。わたしの車だ……！」

　幸か徳で井い白はく蛾がは心底嫌そうな顔で、車に乗るよう右京を促うながす。すっかり見慣れてしまったので違和感を覚えなかったが、常識で考えて、ロールスロイスのような高級車が庵に迎車として回されるはずがない。

「金こん剛ごう院いんサマ直じき々じきのお迎えだー[image: ]」

「貴様の監視だ！」

　陰おん陽みよう寮りよう一の問題児である武庫川右京は、迎車でどんな悪さをするかわからない。同期の昔馴な染じみである幸徳井白蛾は、金剛院の位を授けられるほどの実力者であり、付き合いが長いだけ右京に対して容赦ない。これ以上頭痛の種を増やしたくない上層部による、苦肉の策である。ほんの少し着崩れた感のある狩衣姿の白蛾から、右京は微かすかな呪じゆ禁ごんの残ざん滓しを感じとる。

「あれー？　仕事帰りなんだ？　鹿ろくちゃんは？」

「……鹿ろく鳴めいは先に戻った……！　桃もも枝えだくんはどうした？」

　不発がほとんどの、まったくあてにならない鳴めい弦げんの使い手であり、右京のアシスタントである桃枝綱つな紀きの姿が見えない。役立たずでも、金魚の糞ふんのように右京についてきていたのに。

「んー、行かないよ」

　車に乗りこんだ右京は、笑ってドアを閉める。絶佳庵で起居を共にしていても、染まることのなかった常識人である綱紀を思い、白蛾は溜め息をつく。

「遂ついに愛想を尽かされたか」

　綱紀の所属は絶佳庵であり、陰陽寮には正式に術者として認められていない。指導にまったく熱心でない右京のせいで、半年以上経たった現在も、綱紀はこちらの業界について知らないことだらけであり、役立たずだ。何かしようとうろうろしても、かえって邪魔になりかねない。今回の緊急招集に綱紀が足を運ばないことにしたのは、状況を考慮し己を振り返れば、妥当で正しい判断なのかもしれない。

「あはは[image: ]　壱葉さーん、いってきまーす[image: ]」

　走り出した車の中で、へらへらと右京は笑い、見送る壱葉に機嫌よく手を振って、ぶらぶらと足を振り動かす。

「子どもか!?　貴様！」

　行儀が悪いと怒った白蛾は、抜き放った刀の切っ先を右京に突きつける。

「その行動も、大人おとな気げないのではないかと愚考いたしマス」

　斬きり捨てたいと本気の目をしている白蛾に、右京は両もろ手てを挙げて降参した。




　右京と白蛾が陰陽寮に到着したのは、緊急招集を受けた他の術者たちが全員揃そろった後だった。迎車がこの時間に到着するよう回されたのだから不可抗力だが、最後に入るというのは、金剛院の術者である幸徳井白蛾には当たり前だが、庵の位の術者である武庫川右京にとっては、本来叱しつ責せきものだ。金剛院の術者に匹敵する実力があり、どんな悪さをするか知れない油断ならない危険人物である右京だからこそ、暗黙の了解として特別待遇が許される。

　御車寄せに止められた車に、金剛院の結けつ界かい師し・如きさ月らぎ鹿鳴が走り寄った。

「白蛾様……！」

「待たせた、鹿鳴」

　到着を待ちわびていたらしい鹿鳴に、遅くなったことを詫わび、右京に続いて車から降りた白蛾に、鹿鳴は悲痛な顔で報告する。

「葛かつら城ぎ様のお屋敷に向かわれた八や重え垣がき様たちが、大怪け我がを負って戻られました……！　今、紫し宸しん殿でんで手当てを受けておられます……！」

「何!?」

　八重垣雄ゆう飛ひは先の金剛院の結界師だ。第一線から退しりぞいたとはいえ、超一級の術師であることに変わりはない。その八重垣雄飛が、大怪我を負うような事態など――――！




　御車寄せから建物に上がった幸徳井白蛾に、如月鹿鳴も続く。紫宸殿前庭に整然と集まっていた術者たちは、到着した金剛院が紫宸殿に上がるのを息を殺して見守る。

「八重垣様！」

　案内の巫み女こを押し退ける勢いで紫宸殿に入った白蛾に、紫宸殿に集った大勢の薬くす師したちが振り返り、道を開ける。一段高い平ひら敷しき御のお座ましの中央に寝かされた男の姿に、白蛾は瞠目する。




　ところどころ膿うみ混じりの薬液の滲にじむ包帯に全身を覆われ、人型の物体のように横たわるこれが……、あの結界師、八重垣雄飛だと言うのか――――。




　一足遅れて後を追ってきた鹿鳴も、変わり果てた八重垣雄飛の姿に息を呑のむ。

　治療のため駆けつけたのだろう、旅装束の上に調剤時に使用する割かつ烹ぽう着ぎを身につけた薬師・宇う田だ川がわ治はる陽ひが、平敷御座から板の間に退き、正座した腿ももの上で拳を握り、頭を下げる。

「――――申し訳ありません、出来る限りの手は尽くしました……。僕たちの力では、これが限界です……」

　絞り出すような宇田川治陽の声に、駆けつけたものの何も出来なかった霊れい能のう鍼しん灸きゆう師し・伽か琵び螺ら一いつ角かくは、集められた薬師たちの末席で唇を嚙んで顔を背そむける。ツボを刺激して治癒能力を高めようにも、この状態では経絡を探すこともできない。




「八重垣雄飛の率ひきいた特別班は、葛城邸の別館で侵入者と対峙し、負傷した」

　奥の襖が開かれ、陰おん陽みよう博士はかせ五ご行ぎよう衆しゆう二人を率いて御み張ちよう台だいに現れた陰おん陽みよう頭のかみ・久遠くおん景かげ光みつは、御み簾すの奥から厳かに現金剛院に知らせた。陰陽頭の声を聞き、如月鹿鳴は急いでその場に正座し、集められた薬師たちと同様に深々と頭を下げる。

「別館に保管されていた妖獣はすべて解き放たれ、侵入者の手に落ちた。別館は焼き払われ、八重垣雄飛はその炎の中で、ただ一人、侵入者と戦ったのだ」

　御簾の奥に座した陰陽頭に、陰陽博士五行衆の二人は御簾の前、左右に分かれて正座する。

　渦巻く紅蓮の炎の中での死闘。どれほど凄せい絶ぜつな戦いだったのかは、八重垣雄飛の姿を見れば明らかだ。

「……こんな、ことが……！」

　白蛾は生きていることすら疑わしい八重垣雄飛に近づくこともできず立ち尽くし、拳を握って身を震わせる。

　八重垣雄飛が善戦してくれたお陰で、葛城邸に派遣された他の術者は、逃げ延びることができたのだ。八重垣雄飛の結界術に護まもられて、どうにか陰陽寮まで逃げ戻り、応援を求めた術者たちも、重症を負っていた。強固な結界術で敵を葛城邸で足止めしながら、応援の到着を待った八重垣雄飛は、燃え盛る炎の中、焼死寸前のところを救出された。崩壊した葛城邸別館は、鉄骨が融解するほどの高熱に晒されていた。この常軌を逸した灼しやく熱ねつの炎の中で、八重垣雄飛が燃え残ったのは執念の他の何ものでもない。




「翠山での一件が、陰陽寮が仕組んだ茶番なのではないかと、穿うがった物の見方をしなかったかといえば、噓うそになります」

　陰陽博士五行衆三人とお付きの術者三人を従え、奥から出てきた葛城蓮れん司じは、静かな声で言った。陰陽頭の座った御張台の右後方にある几き帳ちようの奥に、葛城蓮司はお付きの術者を従えて座し、二人の陰陽博士五行衆が几帳の左右に正座した。陰陽頭の横にも賓ひん客きやくである葛城蓮司の横にも控えなかった陰陽博士五行衆、出で羽わ忠ただ清きよは静かに八重垣雄飛の寝かされている平敷御座の近くに正座する。

　翠山で襲撃された葛城蓮司は、お抱えの術者たちとともに用心のために極秘に陰陽寮で保護されていて、葛城邸にはいなかったため、辛からくも難を逃のがれた。

　几帳の奥から八重垣雄飛を見つめた葛城蓮司は、溜め息をつく。

「しかし、今――――、八重垣さんを疑うことなど、僕にはできません」

　こんな姿に変わり果てた八重垣雄飛を、どうして疑えるだろう。八重垣雄飛によって葛城邸から逃がされた術者たちの状態も、筆舌に尽くし難いほど酷い。

　顔を伏せたまま静かに平敷御座に上がった幸徳井白蛾は、八重垣雄飛の近くに正座した。

「翠山で襲われた際、僕は着物に陰陽寮の紋の入った術者を目撃しています。ですが、今日お集まりいただいた術者の方々の中に、翠山で僕を襲った術者の姿は見えないようです。翠山の件も、うちの別館の件も、陰陽寮を陥おとしいれるための罠わなかとも考えられますが、僕にはよくわからない」

　葛城コンツェルンに遺恨のある者が、陰陽寮の術者を雇ったのならば、呪じゆ詛そ返しで報復するところだが、陰陽寮はそのような依頼を請け負ってはいなかった。用心のためにと葛城邸に派遣した術者に大怪我を負わされ、八重垣雄飛でさえ瀕ひん死しの重症という状況は、陰陽寮にとっては大きな実害になるだけで、何の得もない。

「僕は八重垣さんが戦った相手のことを、もっとよく知りたい。話を聞きたい。できるか？　武庫川右京」

　呼びかけた葛城蓮司の声に、紫宸殿の入口に近い柱の陰から、武庫川右京は姿を現す。

　銀の髪をゆらり動かした美麗なる術師に、顔を上げた者たちは、はっと息を呑んだ。鮮烈な存在感は、決して上辺だけのものではない。紫宸殿の前庭に集まった術者たちは、皆実力のある者だったので、ひしひしとそれを感じる。




「封縛師に不可能はありません」

　にこり、微笑んで、右京は白蛾の為ために開かれたままになっていた場所を通り、平敷御座に向かう。近づく右京を背中で感じ、白蛾はそっと平敷御座から下りる。




　布で作られた人形のように、隙すき間まなく包帯を巻かれて横たわっている八重垣雄飛は、あまりにも密ひそやかで、呼吸をしていることすら疑わしい。鋭い感覚を持つ術者に、微かに生気が感じ取れるだけだ。本来、病院の集中治療室にいるべき怪我人がここにいるのは、強固な結界術を解かなければ、誰も八重垣雄飛に触れられない状態にあったからだ。十数時間前、術師たちの力で炎の中から救出され、陰陽寮に戻った八重垣雄飛は、すぐに紫宸殿の平敷御座に運びこまれた。炎に耐えた結界術は八重垣雄飛の身体をきつく覆い、熱によって癒ゆ着ちやくした強固な繊せん維いのようになっていた。巫み女こたちは平敷御座を囲んで聖域を作り、陰陽寮に集められた結界師たちは総出で結界術を解いた。




「（もう若くないんだから、頑張りすぎちゃダメだって、いつも言ってたのに）」

　呟つぶやいた右京に、貴き様さまはもっと真面目にやれと怒ど鳴なるだろう、八重垣雄飛の声は聞こえない。

「……無茶なさいましたね、八重垣様」

　結界術を解いた今、動かせば、八重垣雄飛はこと切れる。それがわかるから、ここから彼を動かせない。設備の整った治療室での処置を受けようにも、救急車に乗せることすらできないだろう。薬師・宇田川治陽たちは、知識と薬剤を駆使して、精一杯のことをやった。

　平敷御座に横たわる八重垣雄飛の下座に、幸徳井白蛾と距離をおいて並ぶようにして腰を落とし、静かに微笑んで囁ささやいた右京に、葛城蓮司は尋ねた。

「幾いくらだ？」

「一億」

　考えることもなく、一言。

　庵の位の術者の口から、到底出るはずもない金額に、紫宸殿の前庭に集まった術者の中で小さなざわめきが起こる。唯一無二の封縛師・武庫川右京のことは、特徴ある容姿と出生、陰陽寮で幼少時から起こした数々の事件のこともあり、流れる噂うわさ話ばなしも多く、陰陽寮の術者で知らない者はいない。だが、右京が術を行うところを間近で見たことがあるのは、陰陽寮の中にいる者たちぐらいだ。陰陽寮の外に居を構えている術者は、術師としての右京を見たこともなければ、封縛師の仕事の相場も知らない。

「よかろう」

　二つ返事で支払いを快諾した蓮司の声に微笑んで、右京は振り向かずに言う。

「北ほく斗とさん。一億円の呪符をください」

　陰陽寮の法ほう具ぐ師し・式しき部ぶ北斗。使用する術具にあれこれと細かい癖くせのある右京のために術具を誂あつらえられるのは、最高級の腕前を持つ、職人気質かたぎの法具師ただ一人だ。右京の用いる特別な呪符も、式部北斗が管理している。

　目立たないよう、紫宸殿の渡わた殿どのの陰に控えていた法具師・式部北斗は、小さく舌打ちして、懐ふところから携帯電話を取り出して助手に呪符を持ってくるよう伝える。離れた場所に持ち込んだ道具の番をしながら待機して、何か入り用になったら、いつでも動けるように身構えていた法具師見習いの柏かしわ木ぎ紫ゆかりは、急いで右京の呪符を持ってきた。

「師匠……！」

　弟子をとらないことで有名だった式部北斗が、柏木紫のような少年を法具師見習いとして使っているのは、右京への嫌がらせの意味合いが大きい。右京が最も苦手としているのは、右京に対して好意的な者や、柏木紫のように純粋な賛美者だ。悪評は数えきれないほどある右京だが、紫はそんな噂など気にすることなく、優秀な術師である武庫川右京を自慢に思い、師匠の式部北斗が誂えた法具を使ってもらえることを誇りに思っている。

　右京嫌いの式部北斗は、いつも紫に道具を運ばせていたが、今日ばかりはそうはいかない。からり、高たか下げ駄たの音を響かせて紫宸殿に向かった式部北斗は、立ち上がって振り向いた右京に、手ずから呪符を渡した。

「無駄遣いすんじゃねぇぞ、唐とう変へん木ぼく。失敗しても、替えなんざねぇからな」

　いつでも使えるように用意はしてあるが、一億円の高額呪符は、簡単に何枚も用意できるものではない。

　心底嫌々、こんな男に頼るしかないのかと渋じゆう面めんを作る式部北斗から、掌てのひらに叩きつけられるようにして呪符を受け取り、右京はぞくぞくと歓喜する。

「ありがとう、北斗さん」

　掛かけ値ねなしの嫌悪は、右京にとっての御ご馳ち走そうであり、力の源みなもとだ。

　呪符を渡すと同時に右京に塩を送ることになった式部北斗は、右京から目を逸そらし、忌いま忌いましいとばかりに舌打ちして、紫宸殿から下がった。




　術者への報酬なしの、一億円の高額呪符。




「八重垣様のお値段としちゃ、安かったかな」

　小声で呟き、くすりと右京は笑う。先の金剛院の結界師・八重垣雄飛の命が救えるのなら、一億円は決して高くない。

　右手の人指し指と中指に呪符を挟んだ右京は、そのまま刀とう印いんを結び、首に掛けていた数珠のラリエットを外し、新体操で用いられるリボンのように大きく打ち振る。




「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」




　呪符と数珠玉が金色の光を発し、打ち振られた数珠のラリエットは波打ちながら平敷御座に横たわる八重垣雄飛の上でゆっくりと宙に円を描いて回る。




「唵おん　蘇そ婆ば倆に蘇そ婆ば　吽うん蘖きや哩り訶か拏だ　蘖きや哩り訶か拏だ吽うん蘖きや哩り訶か拏だ　波は耶や吽うん　阿あ那だ野や斛こく婆は誐が　梵ぼん縛ば曰さ羅ら　吽うん泮はつ吒た！」




　唱えられた呪言とともに、数珠が光を増す。




「南なう莫まく三さん曼まん多だ　縛ば曰さ羅ら赧だん　戦せん拏た　麻ま訶か路ろ灑しや拏だ　薩さ破ば吒た也や　吽うん　怛た羅ら他た　憾かん[image: ]まん！」




　数珠の描く円の中心に向かって、右京が呪符を投じた。




　呪符は太陽が爆発したかのような、凄すさまじい光を溢あふれさせ、周囲を真白に染めた。あらゆるものから影を奪い、圧あつさえ放つ光でありながら、目を射ることもなく、熱を伴わない不思議な光。




「――――封縛！」




　涼やかな右京の声と共に、一段高い平敷御座に横たわる八重垣雄飛の全身を覆っていた包帯が、光の粒となって弾け跳んだ。暴かれたのは、炭化して崩れ落ちそうな塊かたまりのようなものではなく、狩衣に身を包んだ結界師の姿だ。















　宙に浮いていた数珠を右京が摑んで回収すると同時に、爆発的な光は急速に収束し、横たわっていた八重垣雄飛は、かっと目を見開いた。




　八重垣雄飛の身を苛んだ炎は、封縛されたのだ――――！




「さすがです、右京さん」

　瞬まばたきもせずに見守った宇田川治陽は、ほうと息を吐き、緊張してがちがちになっていた肩から力を抜く。胸の前で手を組んで、伽琵螺一角も感動して目を潤うるませる。

「――――こんな、ことが……」

　封縛師・武庫川右京の術を初めて目の当たりにした薬師たちは、奇跡の術に目を瞠みはり、震えわななく。灼熱の炎の中で焼け残り、結界術を解かれた八重垣雄飛の身体は、損傷が著いちじるしく、直視を憚はばかられるようなものだった。炎に巻かれて真っ先に燃え上がっただろう頭髪や、炭と化して崩れ落ちていたはずの手足の先が、何事もない元の形のままに存在するなんて、とても考えられない――――！




　唐とう突とつに覚かく醒せいした八重垣雄飛は、狐きつねに摘つままれたような気分で身を起こす。

（わたしは……）

　陰陽寮の紫宸殿、平敷御座にどうして寝ていたのかがわからない。

「あぁ、できればゆっくり動いてくださいね」

　まだ術がかかったばかりだ。へらりとした緊張感を欠く声に、八重垣雄飛は顔を向ける。

「……武庫川、右京……」

　何がどうなっているのかわからないままに、銀の髪の封縛師の名を口にした八重垣雄飛の姿に、陰陽寮に集っていた術者たちは、わっと歓声を上げた。炎の熱を帯びた空気で焼けていたはずの喉のども、何もかも元通りだ。

　八重垣雄飛は突然の割れんばかりの歓声と拍手に仰天し、その中に含まれた己への賛辞に、右京は顔を引きつらせる。好意を毒とする罰ばち当たりな右京を見て、白蛾は刀を鞘さやごと握る。

「座れ、馬鹿者！」

　白蛾から膝ひざ裏うらに遠慮のない一撃を貰った右京は、がっくんと尻しり餅もちをつくように腰を落とす。右京の姿勢が低くなり、八重垣雄飛の姿が周囲からよく見えるようになって、歓声が一段と大きくなる。

「痛い～、酷ひどいなー、はっくん」

「次にその名で呼んだら斬きり捨てる！」

　本気の目で白蛾に断言され、乱暴な行為で助けられた右京は、笑って誤魔化した。




「武庫川右京、よくやった。――――八重垣さん」

　几帳の奥から聞こえた葛城蓮司の声に、八重垣雄飛はどきりとする。普段ならこの場にいるはずのない葛城蓮司の存在に、途切れていた八重垣雄飛の記憶が繋がった。

（そうだ……！　葛城邸で、わたしは――――！）

　思い出し、背筋がぞっと寒くなった八重垣雄飛は、火傷やけどの痕あとひとつない己の両手を見る。今の八重垣雄飛は、昨日、葛城邸に出掛けたときとまったく同じ姿だ。だが、こんなことがあるはずはない。不審者が襲撃する可能性があるとの陰陽寮の判断で、特別警戒班を編成して葛城邸に向かった八重垣雄飛は、そこで敵とまみえたのだ。葛城蓮司のコレクションである妖獣たちはすべて解き放たれ、コレクションを収蔵していた別館は吹き飛び、紅蓮の炎に呑まれた。八重垣雄飛は、その炎の中で――――。

　あるはずのない現実は、しかし封縛師・武庫川右京の不思議の術で、本当のこととなる。すぐ側そばに、陰陽寮の術師・武庫川右京がいて、葛城コンツェルン御曹司・葛城蓮司がいる。葛城蓮司の計らいで、自分が命永らえたことを、八重垣雄飛は悟った。

「八重垣雄飛、何があったか、説明せよ」

　陰陽頭・久遠くおん景かげ光みつが粛しゆく々しゆくと命じ、八重垣雄飛は身体に負荷をかけないよう注意して静かに姿勢を正して座り直し、頭を下げる。




「陰陽頭、久遠景光様に御報告申し上げます……！　先日、翠山にて葛城蓮司様を襲撃しました術者はおそらく、昨夜、葛城様のお屋敷を襲撃した者と同じ……！　間違いなく、陰陽寮に所属する術者であることを確認いたしました」




　報告する八重垣雄飛の声に、歓声に沸き立っていた紫宸殿の周りは、一瞬にして水を打ったように静まりかえった。門の警護に当たっていた術者に、緊張が走る。

　陰陽寮の主立った術者は、すべて紫宸殿近くに集められている。この中に、翠山と葛城邸を襲撃した術者がいるというのか――――!?　




　敵と正面切って対峙したのは、八重垣雄飛ただ一人だ。先の金剛院まで務めた術者である八重垣雄飛が、偽りを口にすることはない。陰陽頭は、厳しい顔になり、先を促うながす。

「その者の名は!?」

　顔を上げないまま、八重垣雄飛は言った。

「二十二年前に消息を絶った術者、『東とう条じよう秀ほつ真ま』にございます……！」




　大掛かりな術の気配を感知して向かった先には、妖獣を用いて巨大な双六をしようとしていたらしい、酔狂な者たちがいた。数多くの妖獣が収集されていたようなので、他にもあったら奪い取ってやろうと、邸宅を探して襲撃をかけたら、そこに昔馴染みの術師がいた。

「――――老いたな、八重垣雄飛……！」

　葛城邸で奪い取った化け鳥に乗って空の高みを飛びながら、東条秀真は高笑いする。

　二十二年という年月を飛び越えた東条秀真にとって、倍の年齢になった結界師など、まったく取るに足らない相手だった。破壊を旨とする東条秀真にとって、勝敗を決めるのは、経験よりも爆発的な力。力の弱い仲間を逃がすことを許してしまったが、八重垣雄飛を火ひ達磨だるまにできて、東条秀真は満足していた。弱い術者など、束になって来ようとも、簡単に殺せる。

　後は――――。

「……葉は隠がくれ咲さく良ら――――！」

　か細く感じる気配を追い、東条秀真はぎりりと歯を鳴らす。

（あの女……、ぶっ殺す――――！）

　歳月によって蝕むしばまれ、かつての美び貌ぼうも失われた女を、若々しい姿で嘲あざ笑わらい、惨殺してやる。絶対に、楽には死なせない――――！




　どんな方法で命を奪ってやろうかと、冥くらい愉ゆ悦えつに打ち震えながら東条秀真が向かった先にあったのは、小さな屋敷の庭に生えた、一本の桜の木。化け鳥の背から下りた東条秀真は、冬の寒空の下、ひっそりと優雅に薄紅色の花びらを零こぼす木を見つめ、愕がく然ぜんとする。二十二年前のあの日から一年と経たないうちに、葉隠咲良が亡くなっていたことがわかった。

「……貴様……！」




　この木の根の下に、かつて葉隠咲良と呼ばれた女が眠っている。色褪あせることなく、たおやかな美を振りまきながら、姿を変えて――――。




「おのれ！　おのれ、おのれぇっ！」

　鬼き神じんのように吠ほえた東条秀真の身体からだから、炎が噴出した。炎の塊となった東条秀真の纏まとう灼熱から逃れられるのは、本人が必要とするものだけだ。散り落ちた桜の花びらは次々に燃えて消え失うせ、枝葉に炎が燃え移る。




　美しく花を咲かせていた万年桜の木は、一瞬にして紅蓮の炎に取り巻かれた。花びらを火の粉に変えて炎上する桜を、東条秀真は憎々しげに見つめる。燃え上がるのは、こんな木などではなく、東条秀真が恨みを募つのらせたあの女の身体のはずだった。

　だが、葉隠咲良はもうこの世にいない。




「ふ、ふ……、はははははははは！」




　狂気を宿した笑いが腹の底からこみ上げ、東条秀真は大声で笑う。

　唯一無二とされた、あの術を使える術者は、この世にいないのだ――――！




「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」




　印を結んだ東条秀真の身体の周りで烈風が渦巻き、燃え盛っていた炎が消し飛ぶ。渦巻く烈風は瞬またたく間に竜巻と化して、東条秀真の身体を天の高みに舞い上げた。










　　　　符ノ四　旅立ちのとき







　先方の都合で急に約束がキャンセルになり、時間の空あいていた松まつ波なみ久ひさ司しは、桃もも枝えだ綱つな紀きの訪問を歓迎してくれた。上京する前に松波の実家の旅館を覗きに行ったことのある綱紀は、家族とよく似ている優しそうな面差しの松波と逢あって、ほっとした気分になった。

「松波さんって何かに集中しちゃうと、他のことぜーんぶ忘れちゃうんですよねー。しっかり管理してあげてくださいねー」

　コーヒーを出してくれた事務員のお姉さんが、応接セットのソファーに腰掛けた綱紀に、くすくすと笑った。綱紀と向かい合う位置に座った松波は、極きまり悪い様子でブラックのままコーヒーを啜すする。

「……忘れてたわけじゃないんだ」

「わかってます。忙しかったんですよね」

　小さな声で言い訳する松波に、綱紀は笑った。電話で聞いた声で感じのよさそうな人だと思ったが、実際に逢った松波は、年上の従い兄と弟こを思い出す優しい雰囲気の人だった。同郷の誼よしみでローカルな懐かしい話をして、松波が手掛けている仕事の話を聞き、綱紀がすることになるだろう仕事の概要を聞いた。本当に、一週間後にアメリカで仕事をすることになりそうだ。現在の住居と荷物のことを気にする松波に、綱紀は言う。

「俺、荷物って、今日持ってきた物ぐらいで、ほとんど持ってないんです。アメリカでもどこでも、今すぐにでも行けるぐらいですよ」

　上京してすぐに火事で焼け出された綱紀は、それから住み込みで絶ぜつ佳か庵あんで世話になっていた。絶佳庵では普段着と仕事着の着物と寝巻にする浴衣が支給されているし、私服を着ることがほとんどなかったので、洋服を買うこともなかった。給料どころか、食費すら危うい財政状態の絶佳庵で、買って増やせるような綱紀の私物なんてあるはずがない。上京してから手に入れた物と言えば――――。

（この、音の出ない、形だけのギターぐらいのものか）

　綱紀がちらりと動かした視線で、松波はギターケースに目を止める。

「桃枝くんはギターを弾くんだね。ちょっと見せてもらっていいかな？」

　言うが早いか腰を上げた松波は、綱紀が横に置いていたギターケースを取った。

「あ……！」

「え？　何？　触っちゃダメだった？」

　反射的に、まるで渡すまいとするようにギターケースを摑んでしまった綱紀に松波はびっくりし、過激な反応をした綱紀は慌てて手を放す。

「い、いえ……。その……。それ、音の出ないギターで……、間違えて持ってきちゃったんで……」

　つい、いつもの癖くせで、肩に担かついで絶佳庵を出てきてしまった。右う京きように壊されたギターの代わりに、法ほう具ぐ師し・式しき部ぶ北ほく斗とが特別に作ってくれたギターは、見た目は立派だが古い弓の弦の張られた紛まがい物だ。綱紀が爪つま弾びくと鳴弦の術が使える法具になるらしいが、ギターとしてはまったく使えない。

「そうなんだ」

　くすくすと笑いながら、松波はギターケースを開けて中身を取り出し、はっと目を見開いた。アシンメトリなΛラムダ型のギターには、どこにもメーカーの銘めいがない。

「へえ……、これは……。オリジナルだよね。うん。なかなか……、というか、かなりいいんじゃないか？　桃枝くんの自作ギターなのかな？」

「あ、いえ……。楽器の、じゃないですけど、職人さんが特別に作ってくれた物なんです」

「弦が違うから、音が鳴らないだけだよ、きっと。ちょっと待ってて……！」

　顔を近づけて上下左右から舐なめるようにギターを見回し、ソファーから腰を上げた松波は、事務所の奥に行ってキャビネットをごそごそ漁あさり、急いで戻ってきた。

「ちゃんとしたギターの弦に張り替えれば、音が鳴るよ」

　目を輝かせた松波は、張られているものを外そうと、ギターの弦の留め具に手を掛ける。

「あ！」

　取り縋すがるようにギターに手を伸ばして止めた綱紀に、松波は目を瞬しばたたく。

「……桃枝くん？」

「え、や、あの……☆！　すみません、いいんです、これは……」

　綱紀は松波の手から、ギター（のような物）をそっと取り返した。ギター（のような物）が自分の手に戻って、ほっとするのと同時に、綱紀は自己嫌悪に陥おちいる。松波には、武む庫こ川がわ右京のような悪意はない。それはわかっている。

（……何やってんだろ、俺……☆）

　本物のギターの弦に張り替えれば、ちゃんとした音が出ると言ってくれたのに――――。

　ギターを抱えて座ってしまった綱紀に、松波は思わずはしゃいでしまった自分を反省する。すごくいい物だったので、持ち主のことも考えずに、突っ走ってしまった。

「――――帰ってから、張り替えてみてよ。弦、あげるから。きっと、すごくいい音で鳴ると思うよ」

「……ありがとうございます」

　顔も上げられないまま、綱紀は松波に礼を言い、六本のギターの弦とギター（のような物）をケースにしまった。




　アメリカに行くことに支障のない綱紀に、松波は向こうでの仕事の詳しい説明をし、今日できる打ち合わせは順調に終わった。松波に仕事の電話が入ったので、それで綱紀は暇いとまを告げてアポロンミュージックの事務所を出た。

　右京が破壊したギターの代わりに、美み琴ことが法具師の式部北斗に頼んで特別に作ってもらった、見てくれだけのギター。弁償するお金ができれば、綱紀は新しいギターを買ってもらえるはずだった。絶佳庵の経営は火の車で、右京と綱紀はアルバイトで日ひ銭ぜにを稼いで食費や水道光熱費を捻ねん出しゆつしていたが、右京が本気になれば、術師として高い報酬を得られる仕事をすることもできたはずだ。今日まで、ずるずるとこのギター（のような物）で誤魔化してきたのには、ひょっとすると、意味があったのか――――？　

（弦を……、張り替えれば、いい音でちゃんと鳴るって……）

　松波は音楽関係の専門家だ。見る目はきっと確かだ。本当は、まともな楽器として使えるギターだったから、新しいギターを買って弁償されなかったのだろうか。

（何で、俺……）

　弦を張り替えようとした松波を止めてしまったのだろう。綱紀は音の出るギターが欲しかったはずだ。それなのに――――。




　触られたくなかった。別の物に変えられたくなかった。




（俺、は……）

　絶佳庵への道を歩きながら、考えていた綱紀の耳に、サイレンの音が聞こえた。

　どこかで火事らしい。

（右京さんのところに行くことになったのも、火事のせいだよな……）

　火事を見ようと野や次じ馬うまに行った先で燃えていたのが、自分のアパートで。放火魔の疑いをかけられて。あのときは、さんざんだった。




　綱紀が進む方向に、ばたばたと人が向かっていく。行く手で、黒い煙が上がっていた。

　絶佳庵の近くに、人だかりができている。

「え……？」

　黒い煙は、大量ではないが……。綱紀の身体から、すうっと血の気が引いた。

　野次馬たちの向こう、消防車が止まっているのは、これから綱紀が帰ろうとしているところで――――。

　炎上している場所に近づきたいのだが、門が邪魔をして消防車は中に入れないため、絶佳庵の前の道路に停められている。道路にある消火栓を開き、消防車から長く伸ばしたホースを使って、消防士たちが慌あわただしく消火活動を行っている。

「綱紀くん、入っちゃ駄目！」

　絶佳庵の前に停められた消防車を見て呆然としている綱紀に、潮しお路じさんを抱いて早さ乙女おとめ神社から出てきた美琴が、野次馬の人垣の向こうから声を掛けた。ふらふらと絶佳庵に入りそうになっていた綱紀は、はっと我に返って、美琴に駆け寄る。

「美琴さん！　いったい何が!?」

「裏の池いけ畑はたさんが気がついて、通報してくれたみたい。桜の木が燃えてるの」

「桜……って、あの、万年桜ですか!?」

　右京の母、葉は隠がくれ咲さく良らの眠る場所に植えられた桜の木。綱紀には何も見えないけれど、花の下に佇たたずむ母の姿が見えると、右京が見つめていた木。ほとんど毎日、ただ一人で。自分に振り向くことのない、何も言ってくれない母の姿を、右京は飽くことなく静かに見つめていた。

「そ、んな……！」

　真冬であっても絶佳庵に火の気があるのは、台所だけだ。喫煙の習慣のある者もいない。あんな場所から火が出るはずはない。桜の木が燃えるはずはないのに。

「あ……、壱いち葉ようさんは!?」

　通報が絶佳庵の裏の家からあったということは、壱葉はいったい――――。

「壱葉さんは、あそこ。ちょうど、買い物に出ていた間に出火したみたいよ」

　美琴は野次馬の列の前のほうを、目で示す。買い物帰りらしい、荷物を提げた壱葉の姿があった。

「右京くんには、さっき連絡したわ。すぐに戻るって言ってたから、もう帰ってくるはずよ」

　緊急招集で陰陽寮に向かった右京だが、自分の家が火事という事態になれば、戻らずにはいられないだろう。

「屋敷の方に燃え移らなければいいんだけど……」

　桜の木が燃えるだけで済めば――――。

　美琴の言葉に、視線を落とした綱紀は、ぐっと手を握る。

「……違います……！　燃えちゃいけないのは、桜の木のほうだ……！」




　屋敷は、燃え落ちたなら建て替えればいい。でも、桜の木は――――。




　声を震わせた綱紀に、美琴は自分の失言に気づく。

「ごめんなさい。そうね」

　右京が絶佳庵を術師として独立する際の拠点に選んだのは、絶佳庵にあの桜の木があったからだ。葉隠咲良の眠る場所だったから、右京は絶佳庵に来た。




　綱紀が到着して間もなく、絶佳庵で出た火は鎮ちん火かした。火の粉が少し飛んだものの、建物に火が燃え移ることはなく、万年桜の木一本を焼いただけに止とどまった。作業を終えた消防隊員への応対は美琴が行い、壱葉は買い物袋を持っていつものように建物の中に入った。鎮火して消防車が帰ってしまうと、集まった野次馬たちも散っていった。焼けた木の焦げた臭においと、消火のために撒まかれた大量の水の匂いと、冷え冷えとした冬の空気だけが後に残った。




　一人、取り残されたように門の前に立っていた綱紀は、聞き慣れた静かな足音に振り向く。陰陽寮で車を出してもらうか、タクシーに乗るかして、急いで帰ってくるだろうと思ったが、右京はいつものように電車に乗り、徒歩で帰ってきたらしい。

「――――右京さん……」

　長い銀の髪を静かに揺らして歩いてきた右京は、にこりと綱紀に微笑む。

「入ろっか、綱紀くん」

　いつまでもこんなところに立っていても仕方ない。

「……はい」

　右京とまともに目を合わせるのが苦しくて、綱紀は目を逸そらして頷いた。




　類焼を防ぐために、建物にも大量の水を撒かれた絶佳庵は、台風の大雨の後のように水を被っていた。屋根からは水が滴したたり落ち、回廊はずぶ濡ぬれである。池は泥水になり、庭は一面水浸しだ。庭の水溜まりはしばらく残りそうなので、今晩の冷え込みで、凍りついてしまうかもしれない。

　右京と綱紀がまっすぐ向かった場所――――、出火地点である万年桜のあった場所には、焼け焦げた枝葉の残ざん骸がいと一メートルほどの高さの真っ黒な杭くいのようなものがあるだけだった。

（酷ひどい……）

　完全に消失した桜の木に、綱紀は眉を顰ひそめる。足を止めてしまった綱紀の横を、すいと右京が進み出て、桜の木の残骸へと近づく。

（右京、さん……）

　母親の墓標であった桜の木。水溜まりを踏み、波紋を描きながら歩み寄った右京は、真っ黒な杭にも似た桜の木の残骸に――――。




　蹴けりを入れた。




　ぼき☆




「って！　何やってんだ、てめぇ!?」

　根元近くからばっきり折れた木の残骸に、ぎょっと目を剝むいて、思わず怒鳴った綱紀に、きょとんとしながら右京が振り返る。

「何って、後片付け？」

「後片付けじゃねーだろ！」

　その狼ろう藉ぜきは！

「いやー、だって、何かさー、汚くて見苦しいじゃん？」

　へらへらと笑う右京を見ながら、綱紀はぶるぶると身体を震わせる。

（あぁ、そうだ。こういう奴だった……！）

　人並みの感傷を、武庫川右京という人間に求めてはいけないのだ。




「右京くーん！　帰ったのー？」

　隣の早乙女神社の方から、美琴の声がした。

「帰ったよ～」

　緊張感のない声で、右京は返事をする。右京の帰宅を確認した美琴は、すぐに絶佳庵にやってきた。何となく桜の木の残骸の側から動けなかった右京と綱紀は、庭で美琴を迎えた。美琴の手には、書類と封筒がある。

「綱紀くんのお給料、計算しておいたわ。これ、内うち訳わけと、お給料袋」

「うん。計算ありがとう、美琴さん」

「右京くんのは、こっち！」

　給料袋に手を伸ばした右京の顔面に、ばしっと美琴は書類を叩きつける。

「遅くなったけど、ちゃんとギターも新しい物が買い直せるように、お給料に足しておいたから。今まで待たせて、ごめんなさいね」

「いえ……、ありがとうございます」

　綱紀に給料袋を渡した美琴は、にこりと微笑む。

「出発は一週間後よね。それまで、ゆっくりしていってちょうだい。今まで満足に休みもあげられなかったものね」

　有給休暇の消化というのも、変な感じだけれどと、美琴は綱紀に詫びた。

「右京くんは？」

「あー、僕は、陰陽寮に戻るよー。ちょっと様子を見に、帰っただけだから」

「そう」

「近所に燃え広がらなくて、残念だなー」

「罰ばち当たりなこと言わない！」

　ご近所の素早い通報のおかげで、これだけですんだのだ。空気の乾燥する冬の真まっ只ただ中なかに余よ所そにまで飛び火していたら、大迷惑をかけていたところだ。

　美琴の顔面フックを貰い、右京は鼻血を垂らしながら満足そうに笑い、思い出す。

「そぉいえば、さっき陰陽寮で、タダ働きしてきちゃったよ[image: ]」

　八や重え垣がき雄ゆう飛ひ復活の封ふう縛ばくは、呪じゆ符ふの実費のみで、右京の手間賃は入っていない。けろりと報告する右京に、美琴は眉を吊り上げる。

「仕事は遊びじゃないの！　蓮れん司じ様の新年会がなくなって、高額収入の見込みがなくなって焦ってるときなんだから！」

「その蓮司様の依頼だったんだよねー」

「なぁんですって～!?」

　そんな美お味いしい依頼をタダ働き……!?　

　大きく目を瞠みはり、声もなくした美琴から、右京は急いで逃げる。

「このお馬鹿ーっ！」

　ぴゅーっと走り去る右京に向かって、美琴は足元に落ちていた炭化した枝の残骸を拾い上げて投げつけた。アメリカの大リーグでも通用するのではないかと思えるスピードと絶妙のコントロールで、ぐるんぐるんと回りながら飛んだ枝は、見事に右京の後ろ頭に命中した。すこーんと軽快な音とともに、右京はばったりと倒れる。庭一面の水溜まりで、派手に水飛沫しぶきがあがったが、いつものように右京は髪の毛一本濡れていない。

　事務所のほうで電話が鳴る音がし、すぐに聞こえなくなった。

「右京さーん、陰陽寮からお電話ですー」

　窓を開け、壱葉が大きな声で教えた。引っ繰り返って聞こえない振りをしている右京の襟首を、猫の子でも摘み上げるように、美琴が摑んで引き起こす。

「はーい、今出ますー」

　いつでも居留守を使いたい右京に代わって返事をした美琴に、壱葉は窓から顔を出す。

「いえ、電話はもう切れました。陰陽寮の出で羽わ様から伝言です。『陰陽寮が東とう条じよう秀ほつ真まに襲われているので、至急来い』と」

「「え……？」」

　東条秀真。聞き覚えのある名前に、美琴と綱紀は目を丸くする。美琴に襟首を摑んでぶら下げられながら、右京は笑った。

「うわー、やっちゃうんだ。凄い大胆だなー」

　術者の総本部とも言える、陰陽寮を襲撃だなんて。

「わ、笑い事じゃないだろ……！」

（東条秀真って……、右京さんの父親じゃないのかよ!?）

　若くして逝いった封縛の巫女、右京の母である葉隠咲良との醜しゆう聞ぶんの人物だ。行方ゆくえ知れずになったと聞いていたが、自分から姿を現したのか。

「――――右京くん」

「うん。行ってきます」

　摑んでいた手を放した美琴に、にこりと笑って、右京は立ち上がる。

「じゃあね、綱紀くん」

　ひらひらと手を振り、まったくいつもどおりの様子で、右京は綱紀に背を向け、絶佳庵を出ていった。

　もう、綱紀は右京のアシスタントではない。

「……美琴さん……」

　綱紀が辞めれば、アシスタントの仕事は以前と同じように、美琴がすることになるのだろうか。綱紀に見つめられた美琴は、儚はかなく微笑む。

「今回はわたしも行かない。いいえ、行けない。わたしじゃ、右京くんの足手まといになるだけだから」

　綱紀と同じく、霊感の類たぐいがまったくない美琴は、何も見えないし何も感じない。安全域まで退いて、そこから妖魔のレベルを量るというような、退治系の通常業務なら、呪力のこめられた道具に助けられて何とかなるが、術者同士の争いとなると話はまったく別だ。戦うことも守ることもできない美琴は、ただの役立たずであり、右京の弱点を増やすだけの存在になってしまう。




　早乙女神社に戻る美琴と別れ、綱紀は建物の中に入る。回廊が水を被って歩けなくなっていたので、拭ふき掃そう除じをして水を拭ぬぐい取りながら、自分の部屋まで進む。玩おも具ちやのピアノ以外、何一つ増えることのなかった部屋は、片付けるというほどの物はないので、掃除は楽だ。出ていくその日に、布団を干したり、カバー類を洗っていけば、後はしまってくれるだろう。今日、松波に逢うために持っていった鞄かばんに、綱紀の唯一の私物の衣類、着替えの下着や靴下は全部入る。

（……何か、簡単なもんだな……）

　あっさりと辞じ去きよの決まった綱紀は、空くう虚きよな気分になる。惜しんでもらっても何もできないので困るが、さっぱりしすぎるのも何となく寂さびしい。

（やけに調子よく進んだよな）

　松波の電話も、その後の訪問も。上京してきてからの一年近く、過酷な生活環境に身を置いていた綱紀は、疑い深くなってから、思い出す。

（……そうか……、右京さんだ……）

　絶佳庵に綱紀を導いたのは、右京の求人広告の力だった。綱紀がここでするべきことを終えたか、出て行くための環境が整ったので、ここから去る方向に動いているのに違いない。

（もう俺は、右京さんにとって必要ない人間なんだ……）

　縁を切ることができて清せい々せいするというよりも、寂しい気分になっている自分が、綱紀は不思議だった。

　回廊を拭いてきた雑ぞう巾きんで床の間や部屋の畳を拭いておこうかと、部屋の外に出た綱紀は、庭の遠くに見えた人影に目を凝らす。

（あ……！）

　綱紀は急いで回廊を回り、草ぞう履りを突っかけて庭に下りた。




「幸か徳で井い様……！」

　綱紀に呼びかけられ、絶佳庵の庭に佇んでいた幸徳井藍らん月げつは、静かに振り返る。

「こんにちは」

　柔らかく微笑む藍月を前に、綱紀はうろたえる。

「こんにちは……！　あの、これは……」

　旅たび装しよう束ぞくの藍月は、火事の知らせを聞いて、駆けつけたように見える。亡くなった葉隠咲良の恋人だったという幸徳井藍月にとって、葉隠咲良の墓標にも等しい大切な桜の木だ。それが、こんなことになってしまって――――。

（どうしよう……!?）

　おろおろと慌てる綱紀に、藍月は穏やかに微笑む。















「わかっているよ」




　深い言葉。そして遅まきながら、綱紀ははっとする。

（この火事……！）

　火の気のない場所で、桜の木を襲った火事の、その原因は――――！

　その時間、誰も絶佳庵にいなかったのは、不幸中の幸いかもしれない。




　右京は、陰陽寮が東条秀真に襲撃されているという知らせを受けて、絶佳庵を出て行った。綱紀はどきどきしながら藍月を見つめる。




　炭のように真っ黒になって燃え残った木の根ね方かたにそっとしゃがみこんだ藍月は、それを愛いとおしげに撫なでる。

「――――武庫川右京は、行ったのだな」

「あ、はい……！　ついさっき、出掛けました」

　綱紀の返事に、藍月は小さく頷うなずく。

「では、わたしも行くとしよう」

　すっと腰を上げて立ち上がった藍月に、綱紀は思わず一歩退く。

（この人……）

　こんなに大きい人だっただろうか？　印象が、前と違う――――！

　聡明で優しそうで、変わらず穏やかなのに、どこか……怖い。

　印象に圧倒され、口もきけなくなった綱紀に、にこりと微笑んで暇を告げ、幸徳井藍月は絶佳庵を立ち去った。




　藍月が立ち去ってからも、しばらく足が竦すくんで動けなかった綱紀は、外でスクーターのエンジンをかけようとしている音を耳にして、我に返る。

「……美琴さん？」

　絶佳庵から出てきた綱紀に、巫女装束の上にコートを羽織り、出掛けようとしていた美琴は振り向く。

「スクーターの調子が悪いんですか？」

「この前から、あんまりよくなかったのよ。修理に出さなくちゃと思ってたんだけど」

　美琴はもう一度エンジンをかけようとしたが、エンジンはかからず、破裂音とともにマフラーから黒煙が吹き出した。美琴と綱紀は、ひとしきり咳せき込む。

「――――お姉ちゃん……！」

　音に驚いたのか、早乙女神社から出てきた四女の鈴すず音ねが、美琴に駆け寄り、ぴとっと抱きつく。

「行っちゃやだ！」

「ちょっと、鈴音……」

　鈴音にしがみつかれて、美琴は身動きがとれなくなる。

（火事でびっくりしたのかな）

　綱紀は美琴にしがみつく鈴音に、酷く心細いものを感じた。鈴音の手を美琴が振り払って出掛けていく姿は、見たくない。

「……急ぎの用事ですか？」

「え？　えぇ。右京くんに、呪符を持っていってあげようと思って……。うちに保管していたのがあったから」

　百万円台の高額呪符が二十枚。右京の使う呪符は、紙から特注品なので、急な依頼が入っても、対処できない。いざというときのために、美琴がへそくっていた呪符だ。陰陽寮の大事という今、使わなくてどうするのか。

「僕が行ってきます」

「でも……」

　綱紀は絶佳庵を去る人間だ。あまり甘えてはいけないと、躊ちゆう躇ちよする美琴に、綱紀は言う。

「届けるだけでいいんですよね？」

「えぇ」

　迷ったが、鈴音はがっちりとくっついて離れてくれそうになかったので、美琴は綱紀に呪符を託たくした。




　外出着の着物に着替え、ギターケースを肩に担かついだ（すでに習慣と化している）綱紀は、電車を乗り継いで陰陽寮に向かったが。




　そこには東条秀真も武庫川右京もいなかった。










　　　　符ノ五　滅ぼす者







　階段の最上段に立って下を眺めたとき、ふと、そこから一番下に向かって飛んでみたいという誘惑に駆かられることがある。鳥のように飛びたいなどという憧あこがれではなく、飛んだら気持ちよさそうだという、快楽に向かう破は戒かい的衝しよう動どうだ。人は鳥のような翼を持たず、空を飛べる生き物ではない。飛ぼうと試みたところで、それは跳ちよう躍やくの域を出ない。階段の最上段を蹴って宙を舞った身体からだは、重力に従って落下する。安全に下りられないような高い場所から落ちれば、怪け我がをする。悪くすれば後こう遺い症しようがあるだろうし、死に至る。常識や理性は、誘惑を振り切り、危険を回避することを選択させようとするのだが、誘惑に負けてしまうことも、決して皆かい無むではない。悪い結果になろうとも、本人に残るのは後悔よりも充足感である場合が多い（階段から飛ぶという危険行為でなくとも、調子にのって食べ過ぎてお腹なかを壊すとか吐き戻すという経験は、誰にでもあるだろう）。

　やってはいけないことをする。その甘美な毒に身を浸すのは、心地ここちいい。大小の別はあるが、それは間違いなく、破滅への誘いであるのに。




　東とう条じよう秀ほつ真まが歩道橋から飛び下りたのは、三歳の時だった。落ちたのではなく、自分の意思で飛び下りた。流れの速い川のように、ひっきりなしに車が通る幹線道路を見下ろし、それに誘われて飛んだ。歩道橋の上で知人と逢って立ち話をしていた母親は、その瞬間を見ていなかった。誰もがそれを、故こ意いだとは思わなかった。三つ年上の兄とふざけていて、一緒に落ちたのだと推測した。飛び下りようとする弟を止めようとした兄は、巻まき添ぞえになって転落したところをトラックに轢ひかれた。落下の衝撃で即死だったのだから、何台もの車に轢かれて潰されても、まったく痛みを感じなかっただろう。




　その時、未来を知ることのできる者がいたならば、この件での最悪の事態は、死傷者三十二名を出した車二十四台による大事故の引き金となった一人の子どもが、掠かすり傷を負っただけで死ななかったことだと言ったのに違いない。




　東条秀真が五歳になったとき、母親は風呂場で感電死した。秀真は父とともに祖父母の家に同居するようになり、六歳のときに煙草たばこの火の不始末による出火で、祖父母と父を亡くした。父の妹夫妻に引き取られた秀真は、小学校に進学したが、二年のときに給食での集団食中毒で同級生七名が亡くなった。三年のときにプールの授業中に三十名の児童が不調を訴えて病院に運ばれた。理科の実験では爆発事故が起こり、失明した児童がいた。冬場のガスストーブによる暖房で、ある教室だけに一酸化炭素中毒が起こったこともあった。公園の遊具に衣服の紐ひもが引っ掛かり、首を吊ったようになってしまって、亡くなった子どもがいた。家の近所の道路が凍っていて、早朝にバイクで通り掛かった新聞配達員が転倒して亡くなった。線路への置き石が原因で、車両の転てん覆ぷく事故が起こり、多数の重軽傷者が出た。草むらに撒まかれていた殺さつ鼠そ剤が原因で、散歩をしていた犬や野良猫が死んだ。

　陰惨な死の影は、東条秀真がどこにいってもついて回った。東条秀真自身が、すべての元凶だった。だが、純粋な好奇心と欲望による行動は、誰にも見み咎とがめられることはなく、彼に疑いの目を向ける者は一人としていなかった。東条秀真はいつでも仕掛ける者であり、巻き込む者であり、偶然にも逃のがれてしまう者だった。邪気のない瞳と、庇ひ護ご欲よくを刺激する綺き麗れいな容姿は、東条秀真を守られる側の人間に分類させた。同情されることはあっても、責められることは一度もなかった。




　気にしないで。

　見ては駄目。

　もう忘れましょう。




　大人たちは東条秀真にいつもそう言った。子どもたちは、東条秀真に優しくしようとした。それが正しいことであるように。

（糞くそ共が）

　理不尽に優遇される度、それを受け入れながらも東条秀真は胸の中で吐き捨てた。危険な誘惑に抗あらがえない自分も含めて、誰もが愚か者だった。

（俺はなぜ生きている？）

　何かに誘われてふらりと道路に踏み出せば、東条秀真を避けようとして車が事故を起こし、運転者たちが亡くなった。東条秀真ではなく、歩道にいた者たちが、暴走車に突っ込んでこられて亡くなった。事故の原因となった東条秀真に気づいた者はいなかった。東条秀真はそこに存在しているのに、避けられているような、奇妙な感覚に襲われる。

（どこまで行ける？）

　義理の父母と弟てい妹まいたちと登山に行き、気の向くままに脇道に逸それた東条秀真は本道に出、いなくなった彼に気づいて探そうとした家族が、遭そう難なんして亡くなった。十四歳で東条秀真は天てん涯がい孤独となった。身を寄せ合って亡くなっているところを発見された家族の姿に、東条秀真は自分が本当に一人であったことを強く感じた。

　葬儀の日、東条秀真は式を抜け出して電車に乗り、別の山に登った。いい具合に遭難できたかと思ったら、行き倒れていた着物姿の男を見つけてしまった。托たく鉢はつ僧そうのような時代錯誤な格好をしていた男で気味が悪く、斜面を蹴り落とそうとしたら、蹴ったところで意識を取り戻され、感謝された。男は自分のことを陰おん陽みよう師じなのだと言った。




　お前は澄んだいい目をしている。




（あんたの見る目は腐くさってる）

　東条秀真に陰陽師としての素そ質しつの片へん鱗りんを見た男は、頼みもしないのに師匠となって、術を教えて養ってくれた。呑み込みが早く、器用に何でもこなしてしまう東条秀真を天才と褒ほめ称たたえ、秘術も伝授してくれた。




　これはとても危険な術だ。絶対に、生きている人間に向かって使ってはいかん。




　どう悪いのか、それを確かめたくて、東条秀真は男に術を使った。本来、巨大な妖獣に対して使われるべき強烈な術は、一瞬にして男の身体を微み塵じんに粉砕した。師を名乗った男は東条秀真と出会って三年後に、肉片とも呼べない粒と化して飛び散った。教えられることのなかった術の続きは、男の家に大切に隠されていた古い書物から自分一人で学び、覚える毎ごとにすべて焼き捨てた。貴重な書物にも、価値など感じなかった。

（どこまで許される？）

　男が憧れていた、陰陽寮という組織。所属している術者がどんなものなのか、東条秀真はこっそり覗いて確かめたが、あの男よりはずっと腕がよさそうだが、どの術者も自分と比べるとたいしたことはないように思えた。

　紹介状も何もなかったが、東条秀真は陰陽寮の扉を叩いた。中に入ってみたかった。まるで道場破りのように、東条秀真は陰陽寮の術者たちに迎えられ、ことごとく打ち負かした。




「見事である！　陰陽寮の術者として、認めよう！」




　自分がどれほどの力をつけたのか確かめたかっただけなのに、陰おん陽みよう頭のかみ・久遠くおん景かげ光みつは強い術者である東条秀真を歓かん待たいした。ここでは力ある者こそ、上の位を授さずけられ、欲しいだけの財を得る。より多くの対価を支払う者の依頼を優先し、術を行う。欲望に忠実な空間は、東条秀真に心地ここちよかった。

　ただ一人――――。封ふう縛ばくの術を操る巫み女こ・葉は隠がくれ咲さく良らだけが、優れた力や他者に好まれる容姿の奥にある、東条秀真の真実を見抜いていた。

「あなたはとても危険な人です」

　美しく優しげな風ふう貌ぼうに似合わず、辛しん辣らつに言い放つ巫女のことを、東条秀真は好ましく思った。だが、葉隠咲良の駆使する封縛の術は、様々な術を会得してきた東条秀真にも真ま似ねできない特殊な術で、どんな企たくらみも惨劇も無に帰する、この世で最強の奥の手だった。

（あれは、邪魔だ）

　原因があれば、結果がある。それは揺ゆるぎなく、確固たるものでなければならない。東条秀真は己の望むままの行動の先にあるものを、悔くいたことはない。何が起ころうとも、常に充足感があった。封縛は、それを歪ゆがめる悪あしき力だ。

（葉隠咲良さえいなければ）

　世界は正しく律りつされる。




　葉隠咲良には、思いを通じ合わせている術者がいた。有能で美麗な巫女に相応ふさわしいと誰もが認める、陰陽寮最高の位を持つ術者、呪じゆ禁ごん師しの幸か徳で井い藍らん月げつである。陰陽師としての家柄もよく、お似合いの二人は、皆から祝福され、温かく見守られていた。金と引き換えに他人の欲望を叶かなえるという、穢けがれた術者であるくせに、彼らはどこまでも清らかだった。

「お力だけならば、金こん剛ごう院いん様にも決して負けておられませんよ」

　強い術者に媚こびを売ろうと、近づいてくる輩やからは、口々にそう言って東条秀真を褒め称えた。

（力だけということか）

　必要としないことはすべて忘れてきたために、陰陽寮に来たときには出身も氏うじ素す性じようも定さだかでなくなった東条秀真など、その程度の人間なのだ。

　相あい容いれない者として、東条秀真は幸徳井藍月に近づかなかった。藍月も、必要がなかったので、東条秀真に歩み寄ることはなかった。

　だが。葉隠咲良は、東条秀真にとって邪魔だ。




　金剛院の術者に依頼が入り、封縛の巫女である葉隠咲良に依頼がなかった日、東条秀真は誰に知らせることもなく葉隠咲良の書院に足を向けた。




「人が役目を持って生まれるのだとすれば」

　薄紅の花の咲き零れる春の日、書院に忍び寄った東条秀真に見向きもせず、掛け軸にするような大きな紙を前に、墨すみをたっぷりと含ませた筆を握りながら、葉隠咲良は言った。

「きっとあなたの役目は、想定される危険を具体化させること」

　こんなことが起こるかもしれない。そのときの対処は、十分なのだろうか。それは現実とならなければ、証明されない。時を経て自然に起こるのを待つのではなく、人じん為い的てきに起こさせる者。悪魔の囁ささやきに耳を傾かたむけてしまう者。それが、東条秀真。禁きん忌きに躊躇ためらいなく手を伸ばし、罪悪感を抱いだくこともない彼は、もっとも信じてはいけない者。

「世の中が、もしも綺麗なものだけでできていたなら、何ものも生きてはいけません」

　傷いたみ腐っているものは、毒素が多ければ命を奪うことになるが、それまでに至らないものならば、耐性をつけるのに役立つ。免めん疫えきが作られるから、強くなる。取り入れることはけっして悪いことではない。

「だから、あなたのような人も世界に存在すべきなのでしょう」

　故意に仕掛けたアクシデントなのに、自分が被害者とならないのは、東条秀真の責任ではない。被害者となろうが免まぬがれようが、そのことは東条秀真にとってもともと意味がないのだ。

　動かしている筆の放つ涼しい墨の香りよりも、涼やかな声で葉隠咲良は告げる。

「そして、わたしはあなたを滅ぼす者です」

　鮮やかな宣言と共に、土足のまま書院に上がった東条秀真の周りを、光輝く数百枚の呪符が取り巻いた。

「!?」

　札使いである封縛の巫女と対峙するに当たって、東条秀真は細心の注意を払ってきたはずだった。術師の中でも、葉隠咲良の使う呪符の紙は、特別に漉すかれた物だ。葉隠咲良の手持ちの呪符がどれぐらいか、東条秀真は慎重に探さぐりを入れていた。これだけ大量の呪符を隠し持っていたとは思わなかったし、それらの呪符がいったいいつから仕掛けられていたのか、まったくわからなかった。

　ぎょっと目を見開いた東条秀真は、印を結ぶ。

（この、女……！）

　澄ました顔をしながら虎こ視し眈たん々たんと準備を整え、東条秀真が罠わなにかかるのを待っていた葉隠咲良に、東条秀真は眉を吊り上げる。頼みもしないのに好意を持って迎えられることに慣れすぎて、読みを誤った自分の浅せん慮りよに東条秀真は憤ふん慨がいした。葉隠咲良だけは、最初から敵対者であったのに――――！

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　東条秀真の身体から稲いな妻ずまのようなものが幾つも放たれ、書院の中がずたずたに引き裂かれる。しかし、それは葉隠咲良の術を妨さまたげるものではなく、東条秀真の周りを回る呪符の放つ光は、強さを増すばかりで、まったく衰おとろえる様子はない。

「このままだと、あなたはいずれこの世界を壊すでしょう」

　葉隠咲良は筆を置き、書き上げた紙――――大きな呪符を東条秀真に突きつけ、数珠を握った。

「曩のう莫まく薩さら縛ば　吒た佗た蘖きや帝てい　毘び藥やく　薩さら縛ば目もつ契けい毘び藥やく　薩さら縛ば佗た吒た羅ら怛た　賛せん拏だ　摩ま訶か路ろ灑しや拏だ　欠けん佉きや[image: ]き佉きや[image: ]き　薩さら縛ば尾び勤き南なん　吽うん怛た羅ら他た　憾かん[image: ]まん！」




　音なき光が爆発した。

　東条秀真の視界は光によって塗り潰され、意識が飛んだ。

　自分の意思で向かっていって、誰かに負けたことなどなかった東条秀真は、生まれて初めての敗北を喫した。




　封縛。見たこともない、大掛かりな術。葉隠咲良は『滅ぼす者』との宣言通り、圧倒的な力で、東条秀真を弾き飛ばした。

　遙はるか二十二年の時の彼方かなたまで。




　だが――――。

「滅ぼすというのは、命を奪い去ることではないのか！」

　止とどめを刺さなかった葉隠咲良を、東条秀真は声を上げて嘲あざ笑わらう。

　おそらく葉隠咲良は、あの術を行ったことによって死んだのだ。あのたおやかな痩そう軀くにかかった負担は、想像を絶したものだったのに違いない。時を超えてきた東条秀真自身には何の衰えもないのに、葉隠咲良は己の命を縮めて、この態ざまだとは！

　二十二年。十年一昔と言うが、二昔を経て何がどう有利に変わったというのだろう。出現した雪山で奪い取った衣服に身を包んで下山した東条秀真は、男の所持金を使って飲食物を購入しながら街を見て回り、現代についての情報を仕入れた。世のなかは便利な機械で溢れ返っていたが、平和ボケして、我が慢まんも辛しん抱ぼうもしなくなった者たちがストレスばかりを溜めていた。交通機関の発達は、歩くことによって培つちかわれていた基礎体力を奪い、生活空間である町に多くの余よ所そ者ものを闊かつ歩ぽさせ、そこを油断してはならない場所に変えた。提供されることにありがたみを感じない連中は、敬うやまう心も知らぬまま、権利ばかりを主張して、勝手気ままを自由とはき違えている。隣近所に住む人間の顔さえ知らない者たちに、結束力などない。一度何かが起これば、秩序は簡単に乱れ、満たされないことに耐えられなくなるだろう。

　機械化されて技術は発展したかもしれないが、人間自身の能力は様々な面で衰えた。それは陰陽寮の術師たちにおいても、例外ではない。未来に託した葉隠咲良は、失敗したのだ。東条秀真を倒すための準備を整えておかなければならなかったのに、誰も葉隠咲良の遺志を引き継がなかった。

「俺を止められる者は、誰もいない！」

　あのとき栄華を誇っていた陰陽寮の術者たちは時に蝕むしばまれ、老いた。一目置かねばならないと思っていた結けつ界かい師し・八や重え垣がき雄ゆう飛ひは火ひ達磨だるまにした。陰陽頭・久遠景光は、この手で斬り捨てた。呪禁師・幸徳井藍月は陰陽寮に存在すらしなかった。




　妖獣の群れを率ひきいて、東条秀真が向かっているのは、不ふ二じ山さん。そこに、剝き出しの大地の血脈がある。陰陽寮、代々の陰陽頭の術によって守られてきた、この土地の力の源がある。今の東条秀真の力なら、大地の血脈を断ち切ることも、大地の血脈の中に妖獣を送り込むこともできる――――！




　雪に覆われた不二山、登山道から離れた場所にある大地の血脈の近くに、東条秀真を乗せた化け鳥が舞い降りる。後をついて飛んできた妖獣の群れは、降りられるモノは降下し、そうでないモノは上空を旋回――――。




「封縛！」




　飛来した妖獣の群れに向かって大量の呪符が投じられ、降り積んだ白しら雪ゆきよりも冷たい声が命じた。光輝いた呪符は、すべての妖獣を一瞬にして真紅の宝石に変えた。妖力の大きさに比例した様々な大きさの宝石となり、白雪の上に落ちたモノに、東条秀真はぎょっとする。

　この、術は――――!?　




「待ちくたびれちゃって、凍こごえ死にそうでしたよ」

　狩衣姿、長い銀の髪に青い瞳の術師は、白い息を吐きながら東条秀真に言った。

　その術師の風貌に、東条秀真は大きく目を剝く。

「――――葉隠、咲良……!?」

　気配が違う。そして、これは男だ。だが、見た目だけではなく葉隠咲良でもある……。

　驚きよう愕がくする東条秀真に、葉隠咲良の顔をした者は、にっこりと微笑んだ。

　愛しい幸徳井藍月に向けて、葉隠咲良が微笑んでいたように。

　ぞっと東条秀真の背筋に怖おぞ気けが走る。

　これは。

　この者は――――。




「はじめまして『お父さん』」

　艶あでやかな微笑みを浮かべて放たれた言葉に、東条秀真は訝いぶかしげに眉を顰ひそめる。

「……お父さん……？」

　関係を持った女がいないわけではないが、それらは皆、東条秀真の目の前で物言わぬ骸むくろとなった。生物的な欲望さえ希薄で蔑ないがしろにしがちな東条秀真にとって、危険な誘惑に勝るものなど何もなかった。どの女も、こと切れる瞬間の、生涯二度とないその瞬間こそ、もっとも素晴らしい輝きを放っていた。東条秀真の精が、女の内で育はぐくまれたことなど皆無だ。

　葉隠咲良の顔をした者は、くすりと笑う。

「あなたが認めようと認めまいと、そんなことはどうでもいい。これはもう、この世界で決定している『事実』なのだから」




　虚偽であろうが真実であろうが、大勢がそれと認め、世のなかに罷まかり通ってしまったことは、『事実』となる。




「僕は武む庫こ川がわ右う京きよう。東条秀真と葉隠咲良の間にできた、葉隠咲良の忘れ形見。そして、この世界にただ一人の『封縛師』」















　もしも――――。

　葉隠咲良が幸徳井藍月と思いを通じていなければ。

　東条秀真の力が、もう少し弱ければ。

　葉隠咲良と東条秀真は、結ばれていたかもしれない。




　だが現実は、東条秀真は葉隠咲良の力を凌りよう駕がし、止められない存在となっていた。




　必要なのは、東条秀真を誰よりも理解し、その野望を阻止することのできる者。痛みを受け入れ、許きよ容ようする女ではなく、純粋に戦うことのできる同等の身体能力と体力を持つ者。

　東条秀真の本質を写しとった存在である武庫川右京は、葉隠咲良の再来を思わせる容姿と、封縛師としてのすべての能力を引き継いで、この世に生まれた。

　これこそが、封縛の巫女、葉隠咲良が命を懸けて成し遂げた最後の術。




　自分と年齢の違わない武庫川右京を見つめ、東条秀真は二十二年の年月の意味を理解した。

　対決すべき相手が術者として心身共に成長するまでの期間を、待たされたのだ――――！

　葉隠咲良の仕掛けに、大勢の者たちの思い込みが加わり、武庫川右京の存在は強固なものとなった。『ある』ものを、否定することはできない。武庫川右京は、『東条秀真の子ども』なのだ。存在は世界に『固定』された。




　東条秀真を写した存在だから、探らずとも武庫川右京は東条秀真が何をしようとしているのかがわかった。だから右京はこの場に先回りし、待ち受けることができた。

　事情を知る由もない葉隠咲良の親族にとって望まざるお荷物であり、陰陽寮にとっては疫やく病びよう神がみにも等しかった武庫川右京にも、不二山の裾すそ野のの地中を這はう大地の血脈はとても魅力的だ。これを弄いじり倒したなら、どんなに楽しいだろうと思う。だが、葉隠咲良が指定した初期設定において、強い者と戦う修しゆ羅らを宿されている武庫川右京は、東条秀真と対峙したくて堪たまらない。一片の愛情や躊躇ためらいもなく、本物の憎しみで、東条秀真は葉隠咲良の遺のこした武庫川右京を殺す。顔を晒さらしただけで、びりびりと伝わってきた殺気に、右京は楽しくてならない。




「お前が誰だろうと、構わん」

　東条秀真は火のような瞳で武庫川右京を見つめながら言った。

「死ね」

　呪詛の声と共に、東条秀真は懐から呪符を摑み出す。




「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」




　投じられた呪符が、何匹もの白い獣型の式神となって、右京に襲いかかる。




　キァァ！

　シュアー！




（うわー、雪原に白い式神！）

　しかもそれらは雪を蹴け立たて、舞い上げてやって来る。雪原に同化した白びやく兎と並みの、見え難にくさ。兎うさぎのように可か愛わいらしいモノではないが。

　右京は首に掛けていた数珠のラリエットを外し、片手に印を結んで大きく打ち振る。




「唵おん　縛ば曰さ羅ら　庾ゆ駄た！」




　呪力に満たされ、金色に光輝いた数珠は、調教の鞭むちのように式神を打つ。




　ケヒィッ！

　ギァ！

　ジャッ……！




　真白に舞立つ風かざ花ばなの中、数珠で式神を薙なぎ払った右京の前に。

　刀を振り上げた東条秀真の姿があった。

　ぎらり輝く妖よう刀とうに、右京は笑み崩れる。

　あの刀はよく知っている。

（宝ほう物もつ殿でんにあったやつだ）

　八つのときに宝物殿に忍び込んで封印を解き、大騒ぎになって叱しかられた。




「唵おん　瑟ひつ致ち利り　迦か羅ら嚕ろ跛ば吽うん欠けん婆そ莎わ賀か！」




　右京が突きつけた呪符が金色の光を発して爆発し、もぎ離されるように東条秀真の手から妖刀が離れる。




「封縛！」




　びしりと投じられた呪符を受け、妖刀は金の鈴となって雪原に落ちた。




　ギイィィ！




　雪を突き破り、足元から飛び出した大蛇型の式神が、右京を呑み込んで雪に潜った。

　軽やかに宙を蹴り、体勢を立て直した東条秀真は、右京を呑み込んだ式神の姿に、にいと笑った。










　　　　符ノ六　繋がる糸







　翠みどり山やまと葛かつら城ぎ邸別館から奪った妖獣を率ひきいて陰おん陽みよう寮りようを襲撃した東とう条じよう秀ほつ真まは、陰陽寮の建物を破壊し、術者たちを攻撃し、宝ほう物もつ殿でんを襲って物を奪い、騒ぎを鎮しずめるため奥から出てきた陰おん陽みよう頭のかみを惨殺した。陰陽寮に常駐する術師に加え、緊急招集で集められていた屋号持ちの術者たちは、東条秀真と妖獣を相手に死力を尽くしたが、圧倒的な力の前に、ことごとく敗れ去った。




　陰陽寮に襲来した東条秀真の愚行を阻止せんと、封縛によって死地を脱し、回復していた八や重え垣がき雄ゆう飛ひは紫し宸しん殿でんを出て戦おうとしたのだが、見えない壁に阻まれるように、紫宸殿から出ることができなかった。

「くそ……！」

　こんな一大事に戦えないのでは、封縛で助けられた意味がない――――！

「武む庫こ川がわ、右う京きようーっ！」

　どこかで笑いながら見ているような気がして名を叫んだが、それに応こたえる声はない。

　先の金剛院まで務めた結けつ界かい師しである八重垣雄飛にもどうにもならないこんな不可思議は、封縛という理不尽な術を使うあの術師の悪いた戯ずら以外には考えられない。焦じれている間にも、紫宸殿の前庭に集まっていた術者たちは、次々に斃たおれてゆく。

（貴様はわたしに何をさせたい!?）

　元の姿に戻したのは、手の届きそうな距離で、こんな悲惨な状態を見せるためなのか!?　見た目や本人の自覚は乏しいが、封縛による回復は安定を欠くために、こんな保護をしたというのか!?　

「余計なことを……！」

　ぎりっと、八重垣雄飛は見えない壁に爪つめを立てる。見えない壁の存在よりも、これを打ち破れない、己の不ふ甲が斐いなさが憎かった。

　東条秀真と対峙した陰陽頭・久遠くおん景かげ光みつが、宝物殿から奪われた妖よう刀とうで惨殺された。一部始終を目撃しながら、見えない壁に阻まれて八重垣雄飛は何もできなかった。

　思うがままに狼ろう藉ぜきの限りを尽くす妖獣や東条秀真は、開け放たれた紫宸殿の中にいる八重垣雄飛が見えず、まったく気づかないとでもいうように、目もくれなかった。




「鹿ろく鳴めい！」

「はい！　白はく蛾が様！」

　幸か徳で井い白蛾は如きさ月らぎ鹿鳴に呼びかけ、引き離されないように位置を確認しながら、妖獣たちと戦った。小物ならば単独でも楽に滅することができるが、大物となれば二人で組んで処理したほうが効率的だ。

　招集されて紫宸殿に集められた術師のうち、もっとも優秀な術師である金剛院の術師、幸徳井白蛾と如月鹿鳴には、屋号を持てない弱小術者でも滅することができるような小物の妖獣ばかりが、なぜだか単体で次々に襲いかかってきた。大物に近づけないまま、金剛院の二人は遂に東条秀真とも力の強い妖獣とも対峙することができなかった。東条秀真との戦いに備え、力の温存を考えて、対抗できるぎりぎりの力で妖獣を滅していた二人は、無駄な大技を使わなかったために、傍はた目めにはたいした術も使えない地味な術者という印象だったに違いない。二人とも掠かすり傷ひとつないが、それを誇れるはずもない。この緊急時においてもっとも活躍して当たり前である金剛院としては、屈辱的事態である。




　東条秀真は陰陽寮で封印した妖獣や法具を狙ねらって宝物殿を襲い、そこにあったモノを解放し、気に入ったものは強ごう奪だつしていった。陰陽寮は騒然となった、が……。

　事務職に就ついている式神使いの術師・棗なつめ伊これ親ちかは、ほっと安あん堵どの息を吐く。

「襲われたのが、宝物殿で助かった……」

「馬鹿な奴じゃ」

　陰おん陽みよう博士はかせ五ご行ぎよう衆しゆうの日くさ下か部べ守もり彌やは、去っていった東条秀真を鼻で笑う。

　宝物殿に保管していた妖獣や法具は、武庫川右京が子どもの頃にさんざん悪いた戯ずらをして、陰陽寮が大騒ぎすることになったので、東条秀真が在籍していた二十年ほど前とは、収蔵物が違うのだ。二十年前まですべて宝物殿に置かれていた、穢けがれて危険な道具や、しっかり封印された妖獣を収めた御お神み酒き徳どつ利くりは、陰陽寮の各所に点在する陰陽博士五行衆の書院に分散して置かれている。宝物殿にあったのは、どの書院で管理を行うかまだ決まっていないものや、書院から書院に移されて管理者が変わるもの等。道具の数も少なければ、厄やつ介かいなモノも、それほど収められていなかった。東条秀真は陰陽寮にいた頃、宝物殿がどんな場所かは知っていたが、その中に入ったことはなかった。だから、どれだけのものが置かれていたかを知らない。宝物殿を襲った東条秀真の目には、お焚たき上げで供養されて間もないものばかりがある状態という感じに、見えただろうか。

「しかし……」

　日下部守彌は苦い表情で、鼻に皺しわを寄せる。

「宝物殿を狙うとは……！」

「親子、というのですか……」

　棗伊親は遠い目をする。

　東条秀真の起こした騒動は、規模こそ違うが、かつて幼い武む庫こ川がわ右う京きようが起こした騒動と、とてもよく似ている――――。




　東条秀真と彼の使し役えきする妖獣に、手て酷ひどくやられた術者たちは、しかし東条秀真が妖獣を連れて陰陽寮を去ると、掠り傷ひとつ負わない姿に変じていた。

「これは……、どうしたことだ!?」

　死んだつもりで力なく地に伏せていた術者は、むくりと身を起こす。激痛に苛まれていた身体には何の痛みもなく、どこもまったく普通に動く。

「夢、だったのか……!?」

　妖獣の鋭い爪に斬り裂かれ、両足をなくしたと思った術者は、信じられないと自分の足を見つめる。飛び散った鮮血の生温かさや重さ、息が止まりそうな激痛にのたうち回った記憶は、あまりに生々しくて衝撃的だが、そんな事実などないとばかりに消え失せてしまえば、夢ゆめ幻まぼろしとするしかない。いや、今のこれこそが夢なのか？　

　惨敗した術者たちは、信じられないと周りを見回す。血で汚れ、斬れ飛んだ身体の部位が転がり、死し屍し累るい々るいの地獄絵図と化していたはずの場所には、狐に摘まれたような表情の無傷の術者たちがいるだけだ。応戦のために各自が使ったはずの呪符や武器も、投げ出されたように無造作に散らかっていて、消耗や汚お損そんの痕跡はなかった。




「これも、計算のうちじゃと言うか……！」

　無惨に斬り捨てられて庭に倒れていた陰陽頭の姿は薄れて消えた。清せい涼りよう殿でんの奥からゆっくりと出てきた陰陽頭は溜め息を吐つく。

（あの時――――）

　襲来する東条秀真に気づき、清涼殿から出ようとした時、上腕部に貼りつけていた呪符が輝き、陰陽頭の姿は二つに分裂した。武庫川右京の間違い呪符で二人に分裂し、ややこしいことになった半年ほど前のあの時と現象はよく似ていたが、今度は分裂した身体の後方にあるほうが本体というような感覚があり、二つの身体を別々に動かすことができた。

　分裂していてもすべての力を遜そん色しよくなく使うことができた陰陽頭は、妖獣を滅し、東条秀真と対峙した。東条秀真に惨殺された分裂体に、陰陽頭は力及ばない自分を痛感した。陰陽寮の敵となり、被っていた猫を脱ぎ捨てた傍ぼう若じやく無ぶ人じんな東条秀真は、予想したよりも遙はるかに強い。

　今日初めて、あんな風に身体が分裂したら、陰陽頭は慌てていただろう。だが、少々形は違うが、半年前に分裂したまま数日を過ごすという、嫌な経験済みだったので、あまり驚くこともなく、うまく分裂体を使って行動することができた。東条秀真も誰も、あの分裂体を陰陽頭本人だと信じて疑わなかった。

「陰陽頭様……」

　ようやく見えない壁から解放された八重垣雄飛は、幻まぼろしのように消えた陰陽頭の遺体に驚き、清涼殿から現れた陰陽頭の姿に目を瞠みはった。式神で自分の身代わりを作り、それを使って戦わせたのだとしても、東条秀真のような力の強い術者と対峙したのなら、相当に消耗し、敗北によってかなりの負荷があるはずだが、陰陽頭には憔しよう悴すいした様子は見えない。

「一体、これは……」

　怪我の軽い者は負傷者の手当てに手を貸すようにと、呼びかけようとした幸徳井白蛾は、傷ひとつない術者たちの姿を驚きの目で見つめる。如月鹿鳴も、信じられないという様子で周りを見回す。

「東条秀真というのは、幻術使いなのでしょうか!?」

「いやいや。幻術では、物は壊れぬぞよ」

　東条秀真襲来の知らせを受け、妖獣を滅するために、側仕えの術者に太鼓を運ばせて急行した熊くま谷がい露つゆ彦ひこ翁おうの言う通り、人にこそ怪我はなかったが、宝物殿は半壊し、敷地を区切る白壁は、あちこちで崩れ落ちていた。




　東条秀真が陰陽寮に襲撃をかけたとき、上得意である御曹司・葛かつら城ぎ蓮れん司じはお伴ともの術師と一緒にまだ陰陽寮にいた。翠山で襲撃され、屋敷を襲撃された葛城蓮司は、思いのままになるように引き込んでしまえば、財源としてのいい駒こまとなる。どういう素す性じようの人物か知らなくても、賓ひん客きやくとして他にない扱いをされているところを見れば、かなりの資産家であることは丸分かりだ。葛城蓮司のお遊びに付き合うには、影かげ宮みや藤とう九く郎ろうたちは十分な能力を持つ術者だったが、東条秀真には束になっても敵わないことを、翠山の一件で思い知っている。陰陽寮の術者たちに客人を守るための余力はなく、葛城蓮司はかなり危機的状況だったのだが。

　八や重え垣がき雄ゆう飛ひを封縛の術で治した武庫川右京が、絶ぜつ佳か庵あんの火事の知らせを受けて辞じ去きよする際に残していった呪符と助言によって、葛城蓮司たちは難を逃のがれた。

　武庫川右京の呪符を持って葛城蓮司が移動していた御ご学がく問もん所じよに妖獣は襲来せず、東条秀真自身も御学問所に見向きもしなかった。術師と妖獣、そして東条秀真と術者たちの起こす激しい物音を御学問所の中で聞いていた葛城蓮司たちは、そこには何もないかのように、まったく関心を払われないまま危機を脱した。

「運がよかった……、などという言葉で片づくはずはないな」

　呟つぶやいた葛城蓮司に、お付きの少年結けつ界かい師し・陣じん内ないちはやは頷く。

「武庫川様の呪符をお持ちだったからでございます。わたしの結界術など、及びもつかない力で、守られたようでございます」

「見えず、気づかず……、ということなのか!?」

　油断なく構えていた刀をようやく鞘さやに収めた影宮藤九郎は、信じられないと緩く首を振る。主人である葛城蓮司を守るため、いつでも式を打って応戦しようとしていた宝ほう生しよう伊い純ずみも、溜め息をつきながら呪符をしまう。

「あの武庫川右京という男は、まこと、恐ろしい力を持った術者ですね……」

　母親譲りの美麗な風貌で、のらりくらりと普段は真剣みを欠く行動ばかり見せていて、賑にぎやかしのように置いていった呪符は、計り知れない絶大な力を行使した。そして冗談のように言った武庫川右京の言葉を軽んじて聞き逃さず、速やかに居場所を移した葛城蓮司の的確な判断力に、術師たち三人は頭が下がる。

（空に大きく影がさすまで、接近に気づかなかった――――！）

　上下左右、あらゆる方向に常に神経を研ぎ澄ましているつもりだった影宮藤九郎は、己の不甲斐なさが悔しくて唇を嚙む。視認できるようになれば、術者でなくとも誰にでもわかる。接近する敵の気配に気づいた藤九郎が、ちはやに警戒の指示を送らなければ、結界術は遅れ、伊純に攻撃の指示を送らなければ、敵に先制される。何気なく葛城蓮司に渡された武庫川右京の呪符は、影宮藤九郎が敵を察知する前に発動し、完璧に葛城蓮司を守った。

　小犬のような目で、じっと陣内ちはやに見つめられた葛城蓮司は、ちはやの言いたいことを察して、くすっと笑う。

「武庫川右京に声を掛けたことはあるよ」

　僕のものにならないか？　

　それはまだ、武庫川右京が絶佳庵として独立せず、陰陽寮にいた頃。

　銀の髪に青い瞳に美女顔という、目立つ風貌でありながら、見かけ倒しではない実力を持つ術師。封縛という、一風変わった面白そうな術を使う術者だったので、ただの興味本位で。

　まだ誰のものにもなっていない妖獣が、できるだけたくさん欲しい。妖獣コレクターである葛城蓮司がやっていることは、反感を買わないよう、恩を売るふりをして周到に許可をとりつけているだけで、陰陽寮にいてあれこれと封印を解き騒動を起こしている武庫川右京と、行為としてはある意味大差なかった。だからきっと面白がって乗ってくるだろうと思ったのだが、武庫川右京は葛城蓮司の誘いを断った。




　――――行くべきときが来ましたら、お呼びが掛からなくても参上します[image: ]　嫌だと仰おつしやられても、あなた様のお側に[image: ]




　武庫川右京は美麗な顔に笑みを浮かべ、誘いかけた葛城蓮司に悪戯っぽく答えた。




「でも彼は、僕とは違うから」

　武庫川右京は超一流の術者だが、陰陽寮にとってお荷物であり、ふざけた大馬鹿野郎だ。術者として使えるから、陰陽寮は力を利用するために右京を置いている。有能な術者でも、素行に問題があるためか、陰陽寮の右京に対する扱いはかなりぞんざいだ。居心地などまったく悪いだろうと、傍はたから見ていてもわかるのに、受け入れてくれる場所へと安易に出ていこうとしない姿に、何かあるのだろうと葛城蓮司は推測した。武庫川右京は、自分がいるべき場所がどこなのか、わかっている。

「武庫川右京には、やることがあるのだろう」

　それは、きっとずっと前から決まっていたこと――――。




　火事の知らせを聞いて陰陽寮から辞去した際に、右京に頼まれて呪符を渡した法具師見習いの柏かしわ木ぎ紫ゆかりは、紫宸殿の柱の陰にこっそりと貼られた呪符を、しみじみと見つめる。

「師匠！　やっぱり、凄いですね、右京さんって」

「……あの馬鹿の取り柄は、それぐらいだろうからな」

　陰陽寮に関係していても、術者としての力の使えない式しき部ぶ北ほく斗とたちは、妖獣を率いてやってきた東条秀真のような術者の前には、為なす術すべもなかった。危ういところを救ってくれたのは、右京が残していった呪符だ。陰陽寮に居合わせた法具師や薬師たちはすべて、妖獣や東条秀真の目に止まらなかった。そこにいないように存在を感知されないことで、難を逃れたのだ。

　紫宸殿に残っていた霊れい能のう鍼しん灸きゆう師しの伽か琵び螺ら一いつ角かくは、肩から力を抜いて針をしまう。

「玉の肌に傷がついちゃうかと思ったわ」

　妖獣だろうが何だろうが、襲いかかって来られれば、勝つ見込みがなくとも戦わないわけにはいかない。伽琵螺一角は針で応戦するしかないと、覚悟を決めていた。接近戦になれば、相手の関節を外すという応戦方法もあるが、得体の知れない生き物の形をしたモノにかかって来られれば、どうすればいいのか考えることになっただろう。戸惑いが命取りの隙すきを生んだに違いない。

「こっちに来なくて、助かりましたね……」

　手持ちの薬品で応戦するしかなかった薬師の宇う田だ川がわ治はる陽ひたちも、それぞれ握りしめていた薬品をしまう。自分の身を守るには、手持ちの物を使うしか方法はないが、薬物の使用は味方にも二次被害が出る可能性があった。




　夢でも見ていたように、助かったのはいいが、東条秀真や妖獣にやられて、ついさっきまで現実的な痛みに苛さいなまれていた者たちには、何となく納得できないものが残った。

　陰陽寮にいた術者たちは、陰陽博士五行衆の指示に従って東条秀真の襲撃による破損物の後片付けを開始する。速すみやかに撤退されて、一人として間に合わなかったが、陰陽寮が東条秀真という名の術者の襲撃を受けているとの知らせを受け、陰陽寮に駆けつけてくれた者たち（若い術者たちは東条秀真のことを知らないまま、駆けつけた。東条秀真を知る年長者は、それなりに覚悟を決めて来てくれた）を労ねぎらい、御お常つね御ご殿てんに下がった陰陽頭・久遠景光は思う。

　妖獣や法具を強奪し、混乱に陥おとしいれるという目的は本当だろうが――――。

（今日のこの襲撃は、陰陽寮の力を探るために違いない）

　東条秀真にとって、現在の陰陽寮が脅威となるかならないか。

「八重垣雄飛の無事を伏せたのも、金剛院の力を隠したのも、武庫川右京に何か考えがあってのことか……」

　分裂体を形成した陰陽頭の呪符の発動は、この呪符を書いた武庫川右京によって予あらかじめ計算されていた。あんなに都合のいいことが、偶然に起こるはずはない。本体と同じ力で術を使った分裂体を呆あつ気けなく殺され、死んだことにして東条秀真を刺激しないように一部始終を物陰から見守ることになった陰陽頭は、皆に怪我がなかったとわかっても、瞼まぶたの裏に焼きついた光景に後味の悪いものが残って仕方ない。

　陰陽頭を惨殺したと信じ、満足して陰陽寮を去った東条秀真に、陰陽頭は溜め息を吐く。本当に陰陽頭が亡くなったのだとすれば、陰陽寮にとって大事である。陰陽博士五行衆は、すぐに次の陰陽頭を指名して、陰陽頭の職務を引き継がせ、補佐しなくてはならない。きちんとした引き継ぎもない突然の交代は、様々な理由で急逝する陰陽頭もいないわけではなかったので、前代未聞というものではないが、かなりの混乱が伴うことが予想される。




「陰陽頭様、いつでも占いを行えます！」

　占いを得意とする巫女・幸か徳で井い紅べに緒おは、御常御殿に道具を持参して訪れ、陰陽頭に言った。

　雪辱戦をと、このままで済ませる気など皆かい無むの、勝気な巫女を御み簾すの向こうから見つめて、陰陽頭は薄く笑う。

「占いはいらぬ」

「陰陽頭様！」

　狼藉者を放ほうっておくつもりかと声を上げる紅緒を、兄・幸徳井白蛾はそっと押し止とどめる。

「……何か、お心当たりがおありなのですか？」

　ひたと見み据すえる眼まな差ざしが、御簾を通しても痛いぐらいだ。陰陽頭は、幸徳井白蛾に続いてやって来ていた八重垣雄飛や如月鹿鳴の姿を見て、頷く。

「奴……、東条秀真はおそらく、不二に向かった。あそこには、ほぼ剝き出しになった大地の血脈がある。東条秀真の狙いは、大地の血脈に間違いなかろう」




　大地の血脈。土地の生命線とも言える、気の流れ。その流れのある場所にストレスがかかると、その付近一帯に地震が起こったりする、土地にとっての重要ポイントだ。




「……大地の血脈に、どんな用事が……？」

　解せないと幸徳井紅緒は眉を顰める。あれは大きすぎて、人間が手に入れられるような力ではない。荒くれた大河に、人間が手を出そうとしているようなものだ。その大河からは、水を汲くむことすら困難である。この大河に舟で乗り出そうとしたり、向こう岸に渡ろうというのも、流れが急すぎてとんでもない。圧倒的な力は、利用することも、ほんの少し手に入れることも無理だ。人に制御できるものではない。

「破壊、もしくは、決壊――――」

「馬鹿な！」

　硬い声で呟いた陰陽頭に、幸徳井白蛾は思わず声を上げる。紅緒も兄に賛同した。

「そんなことを企たくらんで、生きて帰れるはずがありませんわ！」

　まったく、理解不能。

　当然の反応をする幸徳井兄妹に、陰陽頭・久遠景光は薄く笑った。

「それで構わぬのだよ、東条秀真という男にとっては。そうであろう？」

　話を振られて、八重垣雄飛は重々しく頷うなずく。

「はい……。間違いありません」




　今にして思えば――――、東条秀真の行動はいつでもそうだった。自ら死地に飛び込んでいくように、危険な真似をして、依頼をこなしていた。東条秀真と組むように指示を受け、行動を共にしていた式神使いは、一月もしないうちに発狂した。その姿があまりにも酷かったので、以後人事を行っている陰陽博士五行衆から指名を受けても、東条秀真と組むことを辞じ退たいする者が相あい次ついだ。陰陽寮に所属する術者としては珍しいことに、東条秀真は単独で依頼を受けるようになってしまった。

　今日の陰陽寮襲撃にしても、そうだ。結果として、襲撃は成功したが、術者の本拠地に戦いを挑むなんて、まったく無謀な行動だ。今回は成功したが、現金剛院・幸徳井白蛾、如月鹿鳴の二人は、東条秀真と対峙していない。先の金剛院・幸か徳で井い藍らん月げつも、いなかった。素行に問題ありだが、実力は金剛院をも凌しのぐだろう優秀な術師、武庫川右京もいない。この五人が力を合わせれば、いかに東条秀真であっても、分が悪かったに違いない。襲撃したつもりが、返り討ちに遭う危険は東条秀真には十分にあった。




「そんな……」

　ことは常識で考えてあるはずないと言いかけた幸徳井紅緒は、武庫川右京のことを思い出して、はっと息を呑む。東条秀真の息子である武庫川右京は、何を考えているのかわからない、騒動好きの迷惑極まりない男ではないか。あのような行為が大人になってからも続いているとするならば、東条秀真の馬鹿げた行動も、十分にあり得る。

　まともではないのだ……。禁止されればされるほど、やってみたくなる――――。




　右京に呪符を届けるために、陰陽寮に到着した桃もも枝えだ綱つな紀きは、襲われていると聞いた陰陽寮が、事後であることを見て、ひとまずほっとした。損そん壊かいは大きいようだが、負傷者は見えない。戦うためでなくても、持ってきた呪符は必要だろう。

（えーと、右京さんは……）

　陰陽寮には何度か足を運んだことがあるが、綱紀は一人歩きができるほど、慣れてはいない。こういうときには、誰か人に頼ったほうがいい。

「あのー、すみません。金剛院の幸徳井白蛾様は、どちらにいらっしゃるでしょう？」

　絶佳庵の武庫川右京の居場所は、幸徳井白蛾に聞けばたいていわかる。右京はろくでもないことをやっている可能性大なので、綱紀は右京を実力行使で容よう赦しやなく止めてくれる人と一緒に行動したい。

　綱紀に呼び止められた若い術師は、金剛院への用事がある者だと思って、恭うやうやしく綱紀に一礼した。

「金剛院様は、御殿の陰陽頭様の元にいらっしゃるでしょう。ただいま御案内いたします」

　最高位の術師への用事と、仰々しく応対され、綱紀は内心申し訳なく思いながらも、黙って案内されていった。

　案内を引き受けてくれた術師は、途中で金剛院のことを知っている者を見つけて声を掛け、確認しながら、綱紀を陰陽頭のいる御殿まで案内した。御常御殿の前まで綱紀を連れてきた術師は、これ以上は恐れ多いのでと一礼し、中に入らず立ち去った。

（うわー、どうしよっかな☆）

　金剛院の幸徳井白蛾と如月鹿鳴とは面識があるので、声を掛けて話をすることはできるが、陰陽寮で一番偉い人である陰陽頭のいる御常御殿に、ずかずかと踏み込んでいくだけの身の程を弁わきまえない礼儀知らずな豪ごう胆たんさは、綱紀にはない。

（ちょっと出てきてくれないかな。右京さん、いないかな……）

　綱紀は、御常御殿の外から、様子を窺うかがう。背後から誰かが来るのに気づいた綱紀は、急いで柱の陰に隠れる。




　足音も賑にぎ々にぎしくやって来た陰陽博士五行衆の一人、出で羽わ忠ただ清きよが御常御殿に上がる。

「こちらに、武庫川右京はおりませぬか!?」

　絶佳庵に電話して伝言を残し、呼び戻したはずなのに、一向に姿が見えない。封縛師である右京には、頼みたいことがたくさんあるというのに――――！




「出羽忠清よ、武庫川右京は陰陽寮にはおらぬ」




　静かに告げた陰陽頭の声は、御常御殿の外で様子を窺っていた綱紀にも聞こえた。

（え……？）

　綱紀は目を丸くする。陰陽寮にいないとすれば、いったい何ど処こへ行ったのだろう。何だかあちこち壊れている様子の陰陽寮は、右京が余計なことをして引っかき回したくて堪たまらなくなるような、素敵な乱雑具合であるのに。

　好奇心に負けて、そーっと覗いた御常御殿の中には、絶佳庵を右京の後に出たはずの、幸徳井藍月の姿もなかった。




「武庫川右京は、不二山にある大地の血脈を目指した東条秀真のところにいる」

　陰陽頭は厳かに言った。

「それこそが、亡き封縛の巫女・葉隠咲良の遺志。武庫川右京は、東条秀真を倒すために、この世に生まれた者である」

　そう考えたならば、すべての事象の辻つじ褄つまが合う――――。










　　　　符ノ七　武庫川右京、雪原ニ死ス







　ざあっと音を立てて、雪が舞い上がった。白く霞かすむ視界に躊躇ためらうことなく、武む庫こ川がわ右う京きようは身を翻ひるがえし、呪じゆ言ごんを唱える。

「南なう莫まく三さん曼まん多だ　縛ば曰さ羅ら赧だん　憾かん！」

　呪力を満たし、大きく打ち振った数じゆ珠ずのラリエットが、東とう条じよう秀ほつ真まの氷の剣と激突する。

　ガツッと重い衝撃を受け止め、右京と東条秀真はお互いに弾はじかれるように再び距離を取る。

　舞い上げた風かざ花ばなをなよやかに揺れる天てん女によの羽は衣ごろもの形に纏まとい、宙を滑すべるように退しりぞいた東条秀真の手にあるのは、凍こごえる大気中の冷気を凝ぎよう結けつさせて形成した氷の剣。不純物の含まれないそれは恐ろしく硬く、そして柔軟に撓しなり、自在に長さを変える。

（抜けば珠たま散ちる氷の刃やいばなんて言葉があるけど）

　本物の氷の刃から散ったのは、珠どころか、十分な殺さつ傷しよう力りよくのある冷気と氷片だ。

　激突の衝撃で刃は毀こぼれするように飛び散った鋭い氷のかけらに掠かすめられ、ざっくりと斬り裂けた頰から滴したたる血を手の甲で拭い、右京は笑う。

（強いなぁ）

　素直な称賛だ。東条秀真という術師には、まだまだ底知れない力がある。




　隠し持っていた妖獣を解き放った東条秀真は、それを右京に向かわせるのではなく、己の手で惨殺し、その穢けがれを身の内に溜め込んでさらに力を増した。手段など問わない。東条秀真が欲するのは、破壊に至る純粋な力だ。自分が破滅するか、自分以外のものが破滅するか、常にそのどちらかでしかない。過去、信じられないという目で東条秀真を見つめながら、大勢の者たちが死んでいった。彼らは東条秀真に対して間違った認識をしていたから、そうなったのにすぎない。誰も、東条秀真にとって大切ではなかった。

　東条秀真は、自身でさえ大切ではない。

　ヒトでありながら、東条秀真はその領域に縛られない。常識も道徳も、東条秀真の前にはまったく無力だ。




　女性であり、非情に徹しきれない部分のある葉は隠がくれ咲さく良らであったなら――――、偽いつわりで懐かい柔じゆうし、隙すきを窺うかがうこともできただろう。体力や呪力を温存し、油断したときに一気に叩き潰すという方法もとれた。己の甘さがわかっていたから、葉隠咲良は武庫川右京に後を託したのだ。葉隠咲良と同じ顔をした、武庫川右京というこの男は――――、葉隠咲良ならば一歩退いて様子を見ようとするところを、ずかずかと踏み込んで掻かき乱す。神経を逆撫でする行為に、見せかけだけを整えた東条秀真の化けの皮は、剝はげ落ちるしかない。

「南なう莫まく　三さん曼まん多だ　没ぼ駄だ南なむ　訖き利りく訶か　莎そわ訶か！」

　印を結び、呪言を唱えた東条秀真が握っていた氷の剣の刃が、五倍に広がる。

「鑠ば吃き羅ら也や　莎そわ訶か！」

　吹雪のように雪を舞い上げ、氷の羽衣を強固な氷の鎧よろいに変えた東条秀真は、武将を馬ごと薙なぎ払えるだろう大剣の形となった氷の刃を、右京に向かって振り下ろす。

「摩ま諭ゆ吉き羅ら帝てい　莎そわ訶か！」

　呪力を満たした数珠のラリエットを両手に握り、氷の刃を受けた右京は勢いを殺しきれず、後ろに吹っ飛ぶ。氷の刃から飛び散った鋭い破片に襲われて、右京の両腕から血が繁し吹ぶく。ぼたたっと音を立てて、白雪を真紅に染めた雫しずくを見た東条秀真の前で、右京は心底楽しそうに笑った。

「ふ、くく……！」

　傷つきながら笑み崩れてゆく右京を、東条秀真は睨み付ける。

（何だ!?　こいつ……）

　圧倒しているはずなのに、思いのままに陥おとしいれられているような感触。どこかが傷つく度に、右京の攻撃力が増してゆくのを、東条秀真は感じる。

　武庫川右京は余裕があるから笑うわけではない。むしろ、その逆だ。右京の攻撃力が増しているのは、防御に回していた呪力を少しずつ攻撃に振り分け変えているからだ。攻撃は最大の防御也なり。東条秀真に力負けして、防御力が低くなっている右京は、顔色ひとつ変えずに平気な振りをしているが、冷気を完全に遮しや断だんできていない。冷たいを通り越して、雪を踏んでいる足の感覚が、末端から鈍くなってきている。このまま長引けば、凍とう傷しようで足の指は確実になくなるに違いない。

（ぜんっぜん、勝てる気がしないや）

　追い込まれ、痛くて辛つらければ辛いほど、愉快で心地よくて堪たまらず、右京は顔が緩む。問題なのは、傷よりも気力。攻撃力が弱まれば、東条秀真は敏感にそれを察知するだろう。優位に立ったという手応えは、東条秀真に塩を送るようなものだ。どこかがどうにかなって、立ち上がれなくなるまでは、右京は空から元げん気きだろうと力いっぱい振り絞る。

「唵おん　鉢はん娜た摩ま　震しん多た摩ま尼に　人じん縛ば羅ら　虎こ吽うん！」

　腕から流れ落ちる自分の血を数じゆ珠ずに塗り付け、傷さえも力に転化して、右京はラリエットを大きく打ち振る。




　轟ごう！




　雪原を抉えぐる勢いで渦巻いた強風が、東条秀真に襲いかかる。氷の大剣を片手で握った東条秀真は、一振りでそれを斬り捨てた。

　衝突する呪力の衝撃で火花が散り、衝撃を受け止め損そこねた右京が吹っ飛ぶ。陰陽寮の術者が束になっても敵わなかった東条秀真に対して、かなりいい勝負ではあるが……。

（やっぱり、力が足りないな）

　できればもう少し、鬼を取り込んで力に変えておきたかった。武庫川右京は葉隠咲良が東条秀真を写して作った存在だが、『子ども』であると認識されていたことから、右京が貰いうけることのできた力は、東条秀真の半分で確定してしまった。純粋な力勝負で劣っている右京は、鬼を取り入れることで呪力の増強を図ったが、強すぎる穢れの毒は、取り入れた後も右京を蝕むしばみ、腐らせようとした。油断すると身体の組そ成せいが崩くずれ、右京は人外のモノへと転じる危険を強く感じる。未来に向かって伸びる道の左右がどんどん削けずられて、地獄の深しん淵えんが近づいている。闇やみへと引きずり堕おとそうとするモノたちの手が、牙きばが、見えないところで右京に迫っている。

　どくん……！

　吹っ飛ぶ右京の心臓が、不自然に大きく鼓動した。

（やば……）

　息が詰まる。一瞬、脳が酸欠になり、視界がブラックアウトした。苦しいのが気持ちいい。




「気ぃ抜いてんじゃねぇ！」




　雪原を黒い影が疾はしり、剝き出しの岩がん壁ぺきに向かって吹っ飛んでいた右京を、恐ろしい勢いでさらに吹っ飛ばした。

「がふ！」

　容赦のない蹴りを受け、石のように吹っ飛んだ右京は、頭から雪原に突っ込み、派手に雪飛沫を上げる。蹴られた衝撃で目の前に火花が散り、視界は黒から白に変わった。




（何だ……!?）

　怒ど鳴なり声と共に現れた突然の乱入者に、東条秀真は武庫川右京の仲間が駆けつけたのかと思ったのだが、それはあまりにも手荒な登場だった。右京は岩壁への激突こそ免まぬがれたものの、とても助けられたという状態ではない。油断なく警戒しながら、東条秀真は右京たちから距離をとる。




　純白の雪にくっきりと映える、忍にん者じやのような黒くろ装しよう束ぞくの男は、狩かり衣ぎぬの腰の辺りを摑み、上半身を雪にめり込ませていた右京を、乱暴に引きずり出した。

　右京はへらりと笑う。












「やあ、壱いち葉ようさん」

「ぶっ殺すぞ」

「いや～」

　斬り裂かれた両腕から血を滴り落としながら笑う右京を、殺意に満ちた目で見つめ、壱葉は無造作に捨てた。




　東条秀真は氷の剣を用いて早はや九く字じを切る。

「唵おん　怯きよ皤ば弭み唎り佉きや　怯きよ皤ば伽か弭み唎り佉きや　那な羅ら阿あ姥ろう腎じん穣によう……」

　東条秀真から放出され、練り上げられてゆく呪力に、雪が舞い上がる。




　聞こえた呪言に、右京は急いで懐から呪符を取り出す。放出されている呪力が結界となり、東条秀真の術を妨さまたげることはできない。右京は青い瞳で真まっ直すぐに東条秀真を見み据すえ、数珠のラリエットに呪力を満たす。

　黒装束の忍者の姿は、右京の呪力が巻き起こす風花に紛れるようにどこかに消え失せた。

「唵おん　杜と那な杜と那な　摩ま他た摩ま他た　可か駄た可か駄た　訶か耶や掲き唎り婆ば　鳴吽柿うんうんばつた　莎そわ訶か！」




「……阿あ姥ろう皤ば訶か　阿あ佉きや殊しゆ姥ろう佉きや　婆ば伽か提てい　時じ那な筏は囉ら[image: ]そく　莎そわ訶か！」




　右京と東条秀真が同時に詠唱し終えた呪言。

　渦巻いた呪力が二つの巨大な竜巻と化して、激突する。雪原の雪は舞い上げられ、強烈な吹雪となって荒れ狂う。激突した二つの呪力の竜巻は、雷撃を放って雪原を穿うがつ。

　激しく激突する呪力による震動に、斜面に降り積んでいた雪が、右京たちのいる場所に向かって雪な崩だれ落ちた。恐ろしい勢いで襲いかかった雪崩なだれは、しかし竜巻の形を模した呪力に衝突し、弾け飛ぶ。




　防御力を、極限まで削けずったけれど――――。

（力負け、する……！）

　光輝く数珠のラリエットを浮かべた右京の前で、輝いていた呪符の端が燃え始める。




　均きん衡こうを崩したのは。




　〈――――！　――――！　――！　――――！　――――！〉




　音を伴わない弦の響きだった。




　絶対浄化の鳴めい弦げん！




（何っ!?）

　ぎょっと東条秀真は目を剝く。




　どす黒い殺意をこめた東条秀真の呪力が、光となって解ほどけてゆく――――！




　ぶわり、勢力を強めた右京の呪力の竜巻が、弱まった東条秀真の呪力を打ち砕いた。

　呪力の竜巻に取り巻かれ、吹っ飛ばされる東条秀真の握っていた氷の大剣が折れ、氷の鎧が砕け散る。




　呪力に影響はないものの、浄化の波動を浴びて、強烈な脱力感に襲われた右京は、雪原にがくりと膝ひざをつく。




「右京さん！」

　ギター（のような物）を持ち、綱つな紀きは右京に駆け寄る。

「……綱紀、くん……」

　信じられないという目をする右京に、綱紀は軽く舌打ちする。

（野郎……！　やっぱり俺を切り捨ててやがった……！）

　関係の終わった者として、もう綱紀に何の期待もしていなかったから、右京は驚いている。




　陰おん陽みよう寮りようで右京が不ふ二じ山さんに向かったと知ったとき、綱紀は正直なところ、行こうかどうしようか迷った。美み琴ことから預かった呪符を渡すだけなら、陰陽寮の術者の誰かだとか、法ほう具ぐ師しの式しき部ぶ北ほく斗とのような人物に頼んでもよかった。だが、もしも。綱紀にまだ、右京に対してできることがあるのなら。給料の精算も終わり、アシスタントとしての仕事をしなくてもよくなった綱紀だが、支給されていた軽減の呪符は回収されないままだった。黒装束姿の壱葉が、右京をぶっ飛ばして気合を入れ直させるために右京の危機的状況にどこからともなく颯さつ爽そうと現れるのは、この軽減の呪符を使って移動しているからだ。帰りのことも考えて、駄目でもともとという気分で、綱紀は行けるところまで行ってみようと不二山に向かった。呪符に導かれるように綱紀が難なく右京のところに辿り着けたのは、切り捨てたふりをしながらも右京が綱紀を必要としているからだ。




「美琴さんからの預かり物です！」

　顔を上げた右京に、綱紀は懐ふところから出した呪符を押しつけるように渡した。

「無駄遣いしないでくださいよ！　陰陽寮を守るために使うように持ってきたんですから！」

「はいはい」

　怖い顔をする綱紀に笑いながら、右京は呪符をしまう。




（な、んだ……!?　今のは……！）

　呪力を掻き消され、右京の呪力が作り出した竜巻に吹っ飛ばされた東条秀真は、我が身に起こったことが俄にわかに信じられない。耳に届いたのは、音なき響き。あれほど強固に練り上げた呪力が、鳴弦如ごときで雲うん散さん霧む消しようするなんて。




「いい態ざまだな、東条秀真」




　落ち着いた静かな声に、無様に雪原に叩きつけられた東条秀真は、弾かれるように身を起こす。

（この声は――――！）

「……幸か徳で井い藍らん月げつ……！」

　醜しゆう態たいを一番晒さらしたくない男の気配に、振り向いた東条秀真は、二十二年の歳月を経た呪じゆ禁ごん師しの姿を見た。

　かつて穏やかな光を湛たたえていた瞳は、不二の山肌を覆う白雪よりも冷たく凍え、研ぎ澄まされた刃のような険けんがある。由緒正しく優秀な血を受け継ぎ、強さを誇る優雅な獅子しを思わせた男は、手負いの獣と化していた。葉隠咲良を失うことによって、幸徳井藍月は東条秀真の敵となった。自分の命を使って、葉隠咲良は東条秀真への敵を作り上げた。

　共闘するためには、葉隠咲良の容姿を残したほうが、幸徳井藍月の士気は上がるだろうが。




「ふ、ふ……、はははははは！」

　声高に笑う東条秀真の身が、瘴しよう気きに満ちた冥くらい呪力を纏まとう。




（あぁ、そうだ。この男だ）

　苦い思いで、幸徳井藍月は東条秀真を見つめる。かつて、声を上げて笑う姿など誰も見たことのなかった寡黙な術者は、その本質を見せなかっただけだ。東条秀真は、見せてはならない己を知っている。

　あらゆる術を駆使してどんなに行方を探ろうとも、幸徳井藍月は東条秀真の痕跡ひとつ見つけられなかったが、二十二年前とまったく変わらない若々しい姿をした東条秀真を目にして、その理由を察した。葉隠咲良によって成された、時を超える術。自然の摂理を捩ねじ曲げる封縛の力は、術者本人の身にもかなりの負担をかける。自殺しようとしたのではなく、葉隠咲良の身体は引き裂けた。忘れ形見である武庫川右京の存在があったからこそ、幸徳井藍月が心に負った傷はいつまでも癒えることなく、葉隠咲良のことを忘れることなくいられた。




　幸徳井藍月が到着したことに気づいた武庫川右京は、東条秀真の笑い声を耳にし、くすっと笑う。

「わざわざこんなところまで来てくれて嬉しいよ[image: ]　綱紀くん」

（げ☆！）

　労ねぎらいの言葉を掛けられて、綱紀は飛び退のくように右京から離れた。

「つれないなー、綱紀くんってば[image: ]」

　にこぉ[image: ]　と笑った右京の手にある物に、綱紀は目を剝く。

　御お護まもり袋――――！

「テメェ……！」




　冷気を捕らえ、くるりと回した東条秀真の手に、氷の大剣が握られる。

「貴様に見せたいものがあった！」

　ずっと、ずっと、その瞬間を思い描いて、愉ゆ悦えつに浸っていた――――。




　東条秀真は瘴気に穢けがれた氷の大剣で、勢いよく雪原を斬り裂いた。

　隠れていたクレバスが現れるように奔はしった亀裂は、右京と綱紀の足元を浚さらった。




「えっ……!?」

　綱紀の懐の呪符が、東条秀真の放った瘴気に触れて、じゅっと音を立てて燃え尽きた。

「あー、マズイなぁ。それ」

　呑のん気きに微笑む右京に、綱紀は全身の産うぶ毛げが逆立つのを感じた。

　落ちる――――！




　声を掛ける間もなかった。




　右京と綱紀を呑み込んだ亀裂は、恐ろしい勢いで激突し、口を閉じた。

　がちりと閉じたその中に挟まれれば、身動きどころか、潰れてしまう――。




　驚愕する幸徳井藍月に、東条秀真は笑う。

　幸徳井藍月の目の前で、葉隠咲良を惨殺できたら、どんなにいい気分だっただろう。葉隠咲良はもう故人となってしまい、どうやっても手を出すことができないが、同じ顔の武庫川右京であっても、東条秀真は構わない。




「貴、様……！」

　ぎりっと歯嚙みした幸徳井藍月の顔を見て、東条秀真は声を上げて笑う。

　剝き出しになった憎悪。

　その顔が、見たかった――――！




　絶佳庵で、焼け落ちた桜の木の残骸の片づけを手伝っていた蘆あし屋や鈴すず音ねは、姉・美み琴ことの手から木の枝が落ちる音を聞き、振り返る。

「お姉ちゃん！」

　悲鳴のような鈴音の声に、手を擦り抜けて落ちた枝を見つめていた美琴は、薄く笑う。

（時間、かな……。今までありがとう、右京くん）




　美琴の身体は半分透き通り、物を摑むことができなくなっていた。




（ごめん、鈴音）

　せめて鈴音が高校を卒業するまで、側にいてやりたかった。

　美琴はそう言ったつもりだが、声はもう音にならなかった。




「やだやだやだ！　お姉ちゃんっ！」

　揺らいで消えそうになる美琴を摑み止めようと、鈴音は手を伸ばすが、鈴音の手は美琴を擦り抜け、空を摑む。触れられない――――。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃんっ！」

　早さ乙女おとめ神社には、今誰もいない。視線が外れた一瞬に、美琴が消え失せてしまいそうで、鈴音は泣きながら美琴を見つめる。




　五年前、美琴は通り魔に襲われて死にかけていたところを、通り掛かった右京の術によって助けられた。封縛によって強引に右京と美琴の生活拠点を近づけなければ継続できなかった、大掛かりな術。奇跡を可能とする封縛の術であっても、死んだ人間を生き返らせることはできないが、死にそうな人間の命を永らえることは可能だ。死ぬはずだった人間を生かし続ける、安定を欠くその術には、いつ崩壊してもおかしくない危うさがあった。美琴の命は、右京の命が繋つないでいる。右京の術が終わったとき、美琴も本来の運命に戻る。この時間に存在するはずのない美琴は、消える――――。




　絶佳庵の前に止まったタクシーから、高校の制服姿の蘆屋家の三女・鼓こ幸ゆきが降りる。巫み女ことして活動しているために、出席日数の足りない鼓幸は、補習授業を受けていたのだが、嫌なものを感じて急いで帰ってきたのだ。危ういところで、間に合った。

「美琴姉っ！」

　大きな声で美琴を呼んだ鼓幸の声に、悲痛な泣き声で鈴音が応こたえる。

「ここっ！　鼓幸お姉ちゃん！　美琴お姉ちゃんが……っ！」

「わかってる！」

　数分前から感じていた嫌なものは、はっきりと鼓幸に認識された。

（どうして今までわからなかったんだろう……!?）

　同じ屋根の下で寝食を共にしていたのに――――。

　絶佳庵に駆け込んだ鼓幸は、鞄から取り出した玉たま串ぐしを持つ手を大きく振る。

「生いく魂たま、足たる魂たま、玉たま留とまる魂たま！　国くに常とこ立たちの命みこと！」




（さすが、鼓幸）

　美琴は鼓幸を見つめ、微笑む。高校生ながらも陰陽寮から実力を認められている巫女である鼓幸は、ちゃんと駆けつけてくれた。




「ひふみよいむなやこともちろらねしきるゆゐつわぬそをたはくめかうおゑにさりへてのますあせえほれけ！」




　どんどん希薄になっていた美琴の姿に、質量が戻る。透け感はあるが、揺らぎが止まった。鈴音の手が、美琴に触れる。禊みそぎの力が有効であることを見て、鼓幸は祝詞のりとを続ける。




「澳おき津つ鏡かがみ、辺へ津つ鏡かがみ、八や握つかの剣つるぎ、生いく玉たま、足たる玉たま、道ち反がえしの玉たま、死まかる反がえし玉のたま、蛇へびの比ひ礼れ、蜂はちの比ひ礼れ、品くさぐさの物ものの比ひ礼れ、布ふ瑠る部べ由ゆ良ら由ゆ良ら止と布ふ瑠る部べ！」




「（ごめんね、鈴音）」

　美琴の声が聞こえ、鈴音は泣きながら美琴にしがみつく。

「お姉ちゃん！　行っちゃヤダ！　何やってんだよぉ、右京ぉっ……！」












　ぎゅっとしがみついて右京の名を呼んだ鈴音の髪を撫でながら、美琴は静かに目を伏せる。

（……やっぱり、わかってたのね）




　早乙女神社への帰り道、ある道だけは、鈴音は絶対に通らない。

　そこは美琴が通り魔に襲われた道。

　あの日から、鈴音はピアノ教室に通うのをやめた。

　ピアノ教室へ行った鈴音を迎むかえに行くことがなければ、美琴は通り魔に襲われることはなかった――――。

（鈴音のせいじゃないのよ）

　あの道を選んだのは、美琴だ。嫌な予感がするから通るなと鼓幸に忠告されていたのに、雨で暗くて、鈴音を早く迎えに行きたくて、忠告に従わなかった。一番悪いのは通り魔だが、美琴に何の落ち度もなかったわけではない。いい子にして迎えを待っていた鈴音が気に病むことは、何もないのだ。




　集中し、鼓幸は祝詞を続けて美琴を引き止める。

（武庫川右京……！）

　こんな常識外はずれの事態は、鈴音の言うとおり、あの女顔の封縛師の仕し業わざに違いない。

「高たか天まが原はらに神かむ留づまり坐ます　神かむ漏ろ岐ぎ神かむ漏ろ美み之の命みこと以もちて　皇すめ御み祖おや神かむ伊い邪ざ那な岐ぎ之の命みこと筑つく紫し日ひ向むかの橘たちばなの小お門ど之の阿あ波わ岐ぎ原はらに身み滌そぎ祓はらひ給たまふ時ときに生あれ坐ませる祓はらえ戸ど之の大おおみ神かみ等たち……」




　消えそうな命を鼓幸に繋ぎ止められながら、美琴はどこかにいる銀の髪の封縛師を思う。

（がんばって、右京くん――――！）










　　　　符ノ八　ヒガン







「あーっはっはっははははは！」

「東条ぉっ！」

　幸か徳で井い藍らん月げつは刀を鞘さやから抜き放ち、印を結ぶ。武む庫こ川がわ右う京きようは陰おん陽みよう寮りようでもトップクラスの術者だ。鳴めい弦げん以外何もできない桃もも枝えだ綱つな紀きが一緒だったとしても、簡単にやられるとは思えない。たとえそれが、脱出不可能と見える絶望的状況であっても――――！

「縛ば曰さ羅ら　夜叉やしや　吽うん！　打ち砕け！　毘びち紐ゆう丸まる！」

　光を吸引する勢いで振り上げられた藍月の刀が、巨大に膨れ上がる清らかな呪力に輝きながら、東とう条じよう秀ほつ真まに襲いかかる。




「阿あ密み哩り帝てい　吽うん發ぱつ吒た！」

　呪言とともに大きく打ち振られた東条秀真の氷の剣が、がっきりと藍月の刃を受け止める。自在に増減する氷の剣は、にいと東条秀真が笑みを浮かべたと同時に、五本に分かれて広がり、四つの切っ先が幸徳井藍月に襲いかかる。




　氷の刃はもう一押しで砕くだけるかに見えたが、それはひょっとすると東条秀真の策かもしれない。もう少しと見せかけて、迫り来る四つの氷の剣の切っ先で刺し貫つらぬこうと考えているかもしれない。

（くそ……！）

　相あい討うちでも東条秀真を倒せれば幸徳井藍月には本望だが、同時に負傷して、もしも東条秀真のほうが軽傷であれば、二撃目を放つのは東条秀真が先だ。防戦に回った藍月は、無駄に命を落とす可能性が大きい。

「唵おん　縛ば曰さ羅ら　庾ゆ駄た！」

　藍月は氷の剣を打ち砕くのを諦あきらめ、毘紐丸から一気に放出した呪力の勢いで東条秀真を撥はね飛ばし、襲い掛かろうとする四つの切っ先を斬り捨てる。

　藍月が斬り飛ばした氷の剣の切っ先は――――。




　不ふ二じの山肌の下、代々の陰おん陽みよう頭のかみが守ってきた大地の血脈に、次々に突き刺さった。




（しまっ……！）

　深々と突き刺さってゆく氷の剣に、ぎょっと目を見開く藍月に、氷の剣を握った東条秀真が雪原を蹴って襲いかかる。

　東条秀真には、守りたいものなど何もない。壊滅させられれば、それでいい。崩壊の混乱の中から脱出することすら、東条秀真は考えていない。

「唵おん　弩ど弩ど　摩ま哩り　迦きや晒き帝てい　莎そわ訶か！　吹ふ雪ぶけ　白雪！」

　呪言とともに振り上げられた幸徳井藍月の刀は、凄まじい勢いで荒れ狂う猛吹雪を生み出して東条秀真の視界を奪い、吹き飛ばす。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　幸徳井藍月は毘紐丸の切っ先で九字を切り、呪言を唱える。

「唵おん　枳き里り枳き里り　縛ば曰さ羅ら　縛ば曰さ哩り　部ぶ律りつ　満まん駄だ満まん駄だ　吽うん發ぱつ吒た！　目覚めしもの　むずかることなかれ　静かなる揺り籠かご　健すこやかなる時の守まもり人びととなって　穏やかに守護せよ！」

　幸徳井藍月の刀が、大地の血脈の真上にするりと沈み込む。凍った硬い地面に、抵抗もなく滑らかに切っ先を入れたそれは、東条秀真が起こした事態を止める力。大地の血脈の乱れに鳴めい動どうしかけた不二山は、まるで息を呑むように動きを止める。

　呪じゆ禁ごん師しである幸徳井藍月は、攻撃に秀でていて、防御は自分向きではないと思っているが、金こん剛ごう院いんの称号で陰陽寮の術者として活動していた実力は本物だ。氷の剣によって封印を断ち切られ、眠りを覚まされた大地の血脈は、目覚め始めた部位を柔らかな花びらで丸ごと包み込まれるように、結界で覆われる。




　由緒正しい呪禁師、幸徳井家で受け継がれてきた宝刀毘紐丸は、刃の中程までを大地に沈めた。この刀が結界の核だ。

　幸徳井藍月は大地の血脈を抑えるため、結界を支えていて動けない。

「いい態ざまだな、幸徳井藍月！」

　先程と同じ言葉をかけ返し、邪気に塗まみれた魔物のような顔で笑った東条秀真は、氷の剣を掲げて雪原を蹴る。幸徳井藍月は刀を法具として用い、術を行う。刀を使わなくとも術は行えるが、法具なしでは、大きな術は安定を欠き、うまく使えない。東条秀真の攻撃に応じるならば、刀を抜いて、大地の血脈を放り出さねば、命に係かかわる。しかしそれでは、大地の血脈が活性化して収拾がつかなくなる状態を、容認することになる――――！

（勝った……！）

　結界ごと藍月を分断せんと、氷の刃を振り下ろそうとする東条秀真に向かって。

　漆黒の影が疾はしった。

　剝むき出しの生々しい殺気――――！　獲物でありながら敵。恐竜時代の肉食獣が襲いかかるような、圧あつや熱を感じるほどの凄まじい殺気をぶつけられ、ぞっと全身の産うぶ毛げが逆立った。

（何!?）

　ぎょっと振り向いた東条秀真は、氷の剣を打ち振って、漆黒の影に立ち向かう。

　呪力で満たしたはずの氷の刃に、大型トラックと激突したかのような物凄い衝撃があった。




（あの者は……）

　幸徳井藍月は、風のように現れて東条秀真を襲った、漆黒の影の主を驚いて見つめる。

　あの男とは、絶佳庵で一度言葉を交わしたことがある。あの時は眼鏡をかけていて、文学青年というおとなしい雰囲気の、穏やかで知的な青年だった。だが、今の彼からは、肌にこびりついた血と病んだ心の臭いがする。殺さつ戮りくを厭いとわない、暴力的で危険な男ではなかったはずなのに……。

　多重人格を思わせる鮮やかな変へん貌ぼうに、幸徳井藍月ははっとする。

（！　封縛か！）

　武庫川右京の用いる封縛の力ならば、人として現代で社会生活を営めない殺戮者であっても、裏返した本性を誰にも気づかれることなく、周囲に順応していくことができる。




　思い切り拳こぶしを叩きこんだ壱いち葉ようの眼前で、氷の剣が砕け散る。一撃でダイヤモンドダストと化してしまった氷の剣に、東条秀真は目を剝く。

（馬鹿な!?）

　男からは、攻撃に転化される呪力をまったく感じない。呪力で形成した氷の刃は、鋼はがねよりも強く、そして水のように柔軟だ。たかが拳による攻撃で、こんなふうに粉々になるはずはないのに。

　驚愕する東条秀真の顔面に、男の拳がぶち当たる。氷の剣を粉砕しても威力の衰おとろえなど見えない、鋼鉄のような拳を食らって、東条秀真は雪原にぶっ飛んだ。雪ゆき塗まみれになって転がった東条秀真を、執しつ拗ように黒装束の男が追う。

（殺される!?）

　飛び退のいた東条秀真のいた場所に、男の拳がめり込んだ。拳の衝撃で雪原が揺れ、爆発するような雪柱が上がる。大きく距離を取り、体勢を立て直した東条秀真は、呪力で再度作り上げた氷の剣を握る。唸うなりを上げて襲い掛かった男の蹴りを、氷の剣で受け流す。強烈な蹴りに、びりびりと腕が痺しびれた。

（何だ!?　この男……!?）

　追い払おうとしても、追い払えない。

「南なう莫まく三さん曼まん多だ　縛ば曰さ羅ら赧だん　憾かん！」

　襲い掛かってくる男を呪力で斬り捨てようと、東条秀真は氷の剣を打ち振る。




　壱葉に向かって放たれた絶対零度の呪力を込めた一撃は、しかし黒装束の上、身につけていた防具に阻はばまれ、ダイヤモンドダストとなって消えた。




（呪文字か……！）

　効果なしの攻撃に、東条秀真は臍ほぞを噬かむ。

　名のある法具師の手による物なのだろう防具には、防御力を強化するための呪文字が刻まれている。そしてかなり強力な護符も所持しているのに違いない――――！




　呪力対呪力、少なからず守るものがある者が相手ならば、戦いそのものを楽しむ捨て身の東条秀真に分があった。だが壱葉は、戦うことのできる強い相手を求め、挑んでいるだけだ。壱葉は武闘という狂気の血に蝕むしばまれている。誰かと戦い完全敗北しない限り、滾たぎるこの血は止まらない。まだ強い者に挑んでいける理性が残っているうちに、壱葉はすべてを終わらせたいと願っている。壱葉が倒すつもりだった武庫川右京は、東条秀真の術によって、クレバスに呑まれ、閉じた岩壁に挟まれて消えた。右京に勝った者を、壱葉は倒したい。斃たおされたい。ただそれだけだ。

　呪力による攻撃は、壱葉に対して効果を発揮しない。東条秀真は純粋な力勝負で壱葉を打ち負かさねばならない。呪文字の刻まれた防具は、消耗品だ。強力な護符も消耗品だ。そして東条秀真の呪力も、体力とともに確実に消費される。

（厄介な……！）

　目を付けられれば最後。雌し雄ゆうを決するまで、壱葉は退ひかない。




　大地の血脈を結界で支え続けながら、幸徳井藍月は壱葉相手に苦戦する東条秀真を見つめる。力対力の単純な決闘になってしまったが、それはこれまでなぜかしら優遇されてきた東条秀真には、経験のないことだった。挑まれる心当たりなど東条秀真にはなくても、壱葉にとっては唯一無二だ。誤魔化しはきかない。逃げれば追う。感情の見えない殺戮者の目で追ってくる壱葉は、鬼気迫っていて恐ろしい。

（東条の呪力と体力が尽きるのが先か、彼の防具が壊れ護符が尽きるのが先か……）

　術者でもない男相手に、東条秀真がこんなにも苦戦を強いられることになるとは、幸徳井藍月も予想もしなかった。

（……あぁ、だから……）

　武庫川右京の門下に壱葉はいたのだと、幸徳井藍月は理解する。

　彼はここに来るべくして来た者の一人だ。

（――――いささか卑ひ怯きようではあるが）

　体力を削っておいてもらえれば、東条秀真が使うことのできる呪力も減る。幸徳井藍月は大地の血脈に結界を施したまま、刀なしで東条秀真と対決できるかもしれない。







　――――綱つな紀きやぁ……、綱紀……。




　誰かに呼ばれたような気がして、桃枝綱紀はぱかりと目を開ける。

　気持ちよく澄んだ青空が見えた。

（あれ……、俺……）

　不二山に行ったと聞いた右京を追いかけて、冬真っ只中の不二山に登って、雪原で決闘していた右京を見つけて……。

　しかし、綱紀の周りには緑の草が生い茂り、花がたくさん咲き乱れている。

（こんな、花畑……）

　冷気も何も感じない場所なんて、あるはずがない。




「やぁ、目が覚めたんだ、綱紀くん」




「右京さん!?」

　能天気な右京の声が聞こえ、反射で綱紀は飛び起きる。

　武庫川右京は綱紀から少し離れた場所に座り、花畑の花を摘んで首飾りを作っていた。綱紀が目を開けるまでに結構な時間があったのか、銀色の頭の上には、先に作ったらしい色鮮やかな花冠が載のっている。……違和感なく似合いすぎているところが、なんだかコワイ。












「何やってんですか……、ってか、ここ何処ですか!?」

「んんー？　まぁあれだよ、誰でもよく知ってるトコだよ」

「東条、秀真と藍月さんは……？」

　因縁の対決となっていたはず。綱紀はきょろきょろと見回すが、二人の姿はどこにも見えず、綺麗なお花畑が一面に続いている。少し離れた場所に、川が流れているのが見えた。

「壱葉さんなんかも、もうすぐ来るかもしれないねぇ」

　のんびり答えながら、右京は摘み取った花を編む。

「もうすぐ、って、どっちから来るんですか？」

「さあ？」

　笑って右京は首を傾げる。美麗な容姿に花冠、お花畑で寛くつろいでいる姿は、とっても様になるのだが☆

「さあ、って、何ですか、それは！」

　わけがわからないと声を上げる綱紀を無視し、こんなものでいいかと、右京は花の首飾りを仕上げる。

「ウェルカム[image: ]　綱紀くん！」

「いらねーよ！」

　ハワイでもらうレイのように、首にかけられようとした花の首飾りを、綱紀は思いっきり断りながら受け取り、右京の首にかけた。

「ありゃりゃ」

「自分でやってろ！」




　――――綱紀ー……！




　どこか遠くから名前を呼ぶ声が小さく聞こえた。

「え？」

　聞き覚えのある懐かしい声に、はっと綱紀は顔を上げる。

（えーと……）

　誰だっただろう。柔らかい響きの、年配の女の人の声だ。

「さて。行こうか！」

　どこから誰が呼ぶのだろうと、耳を澄ます綱紀の腕をとり、右京が立ち上がる。

「ちょっ……！」

「さぁさぁさぁ」

　もう一度呼ばれたような気がしたが、声は遠く小さくて、間近にいる右京の声に掻き消された。右京は声を気にしている綱紀を強引に引っ張り、綱紀は仕方なく腰を上げる。

「どこに行くんですか!?」

「んー、あっち」

　さくさくと右京は綱紀を引っ張って花畑を進む。

（川？）

　橋のようなものは見えない。とても綺麗な流れのようだ。それほど深くないらしく、歩いて渡っている者の姿も見える。人間がまったくいない場所ではないようだ。




　――――綱紀ー……。




　少し進んだことで、さっきより声がはっきり聞こえ、綱紀ははっとする。

「……お婆ちゃん？」

　どこだろうと見回した綱紀は、遙はるか彼方かなたの川の向こう岸にいる、祖母の姿を見つける。

「！　何やってんだよ……！」

　高齢の祖母は足腰が弱くなっていて、散歩の途中で疲れて動けなくなり、道端に座り込んで誰かが通り掛かるのを待っていることが度々あった。携帯電話を持たせていても、田舎いなかである綱紀の故郷はあちらこちらが圏外で、家人に助けを求められないことも多かった。

「うわわ、綱紀くん……！」

　右京の手を振り解ほどいて駆けだそうとした綱紀の手を、右京は摑んで止める。

「そっちじゃないない」

「うるさいな！　ちょっと待てよ！」

　いつからそこにいるのかわからないが、祖母はきっと心細い思いをして、待っているのだ。早く行ってあげないと――――。




　――――綱紀ー、こっちに来ちゃあ駄目だよぉ……！　お前は、帰るんだよー……！




　川の向こう岸にいる祖母は、一生懸命に綱紀に呼びかけている。

　何か危ないことになっているのだろうか。

（俺一人で帰れるわけないだろ！）

　憤ふん慨がいし、右京を引きずる勢いで駆けだした綱紀は、数歩進んでから、はっとする。

　祖母は――――。

（一昨年の冬に、死んだんだ……）

　肺炎をこじらせて入院して、間もなくのことだった。優しい祖母によく可愛がってもらった綱紀は、とても寂しい思いをした。たくさん泣いた。

「……お婆ちゃん……」




　――――綱紀ー……！　お戻りー……！




　川向こうから、生前と変わらぬ姿で一生懸命呼びかけている祖母の姿。

　ひょっとすると、この川は☆！　思い至って、綱紀は顔を引きつらせる。

（三さん途ずの川!?）

　別名を葬そう頭ず河か。

　臨死体験をして生き返った者の証言によると、川のこちら側には綺麗なお花畑があるらしい。川の向こうは死者の国で、一度川を渡ったら、その人は死んでしまうと聞いている。




「う、右京さん……」

「ん？」

　お花畑で立ち止まった綱紀を、右京はこちらの川岸に一本生えている木のあるほうに向かって引っ張る。

「ちょっと待ってください！　あっち行っちゃ駄目なんじゃないですか!?」

　お散歩を続けたくない飼い犬のように、綱紀は足を突っ張って抵抗するが、綱紀の足元の地面が抉れる勢いで、右京はぐいぐいと強引に引っ張って進む。

「えぇー？　そんなことないよー？」

「いえ！　駄目です！　行っちゃいけません！　って！　行きたいならあんた一人で行けよっ！　俺を引っ張るなーっ！」

　お婆ちゃんも、来ちゃ駄目だ戻れと言ってくれているのに！

「綱紀くんが来てくれないと、困るんだよー」

「俺を巻き込むなぁっ！」

「そんな、いまさら[image: ]」

「いまさらも糞くそもあるかーっ！」




　――――綱紀ー……。




　川向こうで、困惑した顔で祖母も見つめている。

（これは絶対、死んでも死に切れねー！）

　祖母は綱紀思いだが、できもしないことを強要することはなかった。祖母が戻れと言っているのだから、きっと綱紀は戻ることができるのだ。その証拠に、どうしてもあの川に行きたいという気分ではない。

　見み目め麗うるわしい女顔のどこにこんな力があるのか、右京は引っ張っている綱紀の足で地面を掘り返しながら、川かわ縁べりに生えている一本の木に向かってざくざく進む。




　木の生えているところは渡し場になっているらしく、小さな桟さん橋ばしがあり、一いつ艘そうの小舟が杭に繋がれていた。木の下に、小柄な老婆がいる。老婆は右京と綱紀を見て言った。

「着ている物を、全部お脱ぎ」

（奪だつ衣え婆ば！）

　お寺の地獄絵図に描かれていたのを、綱紀は見たことがある。衣服の重さで、生前の罪の重さが量れるらしい。脱いだ衣服は奪衣婆から衣え領りよう樹じゆの上にいる懸けん衣え翁おうに渡され、懸衣翁はこれを衣領樹の枝に掛けて、枝が重みでどう撓しなるか、枝の高低で罪の軽重を見るのだ。




　奪衣婆に、くすくすと右京は笑う。

「ね～ぇ、お婆ちゃん[image: ]　この人、だぁれだ？」

　両肩を摑まれ、いきなり奪衣婆の前に突き出された綱紀は、仰ぎよう天てんする。

「なっ、ななな、何するんですかっ!?」




　声を引っ繰り返した綱紀は、右京と前後の位置を入れ替わろうとするのだが、こういうときに憎らしい右京は、うまく立ち回って、綱紀を前に押しやる。




　右京の言葉になぜだか耳を傾けた、老ろう眼がんらしい奪衣婆は（……老眼、なんだろう。もうずいぶん長く、この職に就ついているようだし）むうと眉を顰ひそめ、顎あごを前に突き出すような格好で目を細めて綱紀をしげしげと見つめ――――、ぎょっと目を見開いた。

「ややや……！　これは『綱つな』！」

（げ☆！）

　奪衣婆の声に、綱紀は顔を引きつらせる。

　叫んだ奪衣婆の声に、木の上にいた懸衣翁も仰天した。

「なんと！　『綱』とな！」




　奪衣婆は鬼おに婆ばば。懸衣翁も当然、鬼おにである。

　そして綱紀は、鬼の仇きゆう敵てきである渡わた辺なべの綱つなの子孫だった。

（あ、御護り……！）

　着替えたときに、忘れずにきちんと懐に入れていたはず……！　ばたばたと手を動かして御護りを探す綱紀に、にんまりと右京は微笑む。

　綱紀の御護りは雪原で呪符を渡したときに、右京に掏す摸り取られていた。今の綱紀は、鬼おに避よけの御護りを持っていないのだ――――！




「こぉこぉで逢ったが、百年目ぇ……！」

　歌か舞ぶ伎き役者のような節をつけて言った奪衣婆が、化け猫のファイティングポーズのような体勢をとった。我も参戦せんと、墜落するように懸衣翁も木から下りる。何千何百年か知らないが、ずっと樹上にいた懸衣翁は、すっかり足腰が弱り……というか、足の機能が退化してしまっているらしく、まともに立ち上がることすらできなかった。

（うわー、嫌だなぁ☆）

　鬼であっても、二人とも見るからによぼよぼの御老体だ（懸衣翁に至っては、這はって手を伸ばしているような悲壮な状態である）。わかったから、どうか無理しないでくださいと言いたい気分で、渋い顔になった綱紀の前に、嬉き々きとして右京が出る。

「綱紀くんは僕の後ろに！」

「さっきまでと態度違うぞ、てめー！」

　怒鳴る綱紀に振り返りもせず、右京は首に掛けていた数じゆ珠ずのラリエットを外す。見覚えのある右京の動きに、綱紀は急いで右京から距離を取って後ろに下がった。懐から取り出した呪符の束ごと、新体操で使うリボンのように、右京は数珠を大きく打ち振る。軽やかに動かされた数珠のラリエットが、一珠ずつ呪符を伴ってぐるりと右京の周りを囲み、回りながら宙に浮く。

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　両手で印を結んだ右京の身体から、呪力が金色に輝く陽かげ炎ろうとなって立ちのぼり、着物の裾や髪を揺らした。

「地獄に生まれし鬼を律りつす！」

「あんた、ここどこだかわかってるか!?　なんか間違ってないか!?」

　鬼がいて、当たり前の場所なんですが！

　綱紀の主張を右京は綺麗にスルーし、数珠とともに回っていた呪符の中から、一枚の呪符を選んで指さす。選ばれた一枚の呪符だけが右京の指先の前でぴたりと静止して光り輝き、残りの呪符は仕掛けでもあるかのように、右京の懐に戻る。

「封縛！」

　飛び掛かろうとした奪衣婆と懸衣翁は、金に弾けて輝いた呪符の光に包まれて呑み込まれ、周囲を巡るように取り囲んだ数珠によって、収縮を促うながされた。

　奪衣婆と懸衣翁であったモノは、封縛されて禍まが々まがしい真紅に輝く、ピンポン玉ぐらいの大きさの宝玉となる。

「さすが、本場！　けっこういいじゃん[image: ]」

　現世で捕まえる鬼よりも活いきがいいと満足し、右京は掌に受けたその宝玉を、ぐちゅりと握り潰す。




　奪衣婆と懸衣翁、封縛完了[image: ]




（ありえねー！）

　綱紀は両手で頭を抱えて苦く悶もんする。お花の冠と首飾りをした女顔の術師に、いくら爺じじ婆ばばとはいえ三途の川の番人が、あっさりやられてしまうだなんて！




　三途の川を渡っていた亡もう者じやたちが、この一部始終に目を丸くして騒ぎ立て、その声を聞きつけた獄ごく卒そつが、恐ろしい声で怒鳴る。




「「何事かぁっ！」」




　ぐおんと大気を切り裂いて飛んできた金棒が、三途の川に突っ込み、恐ろしい水柱が上がった。あおりを受けて、川を渡っていた小舟が転覆し、徒歩で川を越えようとしていた亡者が溺おぼれる。




　現れたのは、牛頭人身と馬頭人身の異形のモノ――――！




　有名どころの獄卒、牛ご頭ず馬め頭ず御登場！




「うっわ[image: ]　らっきー[image: ]」

　見上げるばかりに大きな鬼に、目をきらきらと輝かせて歓喜する右京に、綱紀は生きた心地もなく叫ぶ（既に死んでいる身なのかもしれないが）。

「どーすんだよ!?　なんてことしてんだよ、あんたって人はっ！」










　　　　符ノ九　正しき流れ







　しがみつく鈴すず音ねと鼓こ幸ゆきの祝詞のりとで現げん世せに引き止められている美み琴ことは、半分透けている身体からだに、ぞくりと悪お寒かんが走るのを感じる。

「……お姉ちゃん？」

　震えが伝わり、鈴音は眉を顰ひそめて美琴を見つめる。半分天に召されているような、こんな状態でも寒けを感じることがあるのだろうか。

「（な、何でもないわ。大丈夫……）」

　美琴は顔を引きつらせながらも笑みを浮かべて、心配しないよう妹たちに言う。

　右京の封縛の術は信頼しているが、美琴は自分にとって都合のいいことばかりを考えていたわけではない。これはロスタイムのようなものだ。通り魔による事件は起こってしまったのだし、いつ消えても、それはそれで仕方ないかなと諦めていたのだが。

（何かしら……。今、ものすっごく、死にたくない気分だわ……☆）

　……あの世の入口で、とんでもないことが起こっているのだから、当然である。




　陰おん陽みよう寮りようから選抜された術師を率いて、不二山ふじさんに向かった金こん剛ごう院いん・幸か徳で井い白はく蛾がは、黒装束の男と戦っている東とう条じよう秀ほつ真まの姿に、目を瞬しばたたいた。

「これは……」




　雪原で繰り広げられているのは、純粋な死闘。力と力の激突だ。格闘家ではない東条秀真は、呪力で運動能力を補助し、攻撃力と防御力を増強させて、相手を叩き潰そうとしている。東条秀真はかなりの呪力を用いているが、黒装束の男は呪力封じの力を持つ防具を身につけているらしく、東条秀真の呪力のほとんどが無効化されている。無駄な呪力を大量放出しているが、そうでもしなければ互ご角かくに戦えないのだから、止やめるわけにはいかない。手を抜けば、東条秀真は確実に葬り去られる。何かに必死になることは、これまでの東条秀真の生き方に反するが、現実に痛い思いをするのは嫌だし、幸か徳で井い藍らん月げつの目の前で無ぶ様ざまな格好を晒さらすのは真まっ平ぴらだ。雪を投げつけて視界を妨げ、攻撃を加えようとしても、黒装束の男はそんなものに関係なく的確に襲ってくる。小細工は一切通じないし、逃げることもできない。黒装束の男、壱いち葉ようは良心も迷いもない完璧な殺さつ戮りく者しやであり、自滅志願者だ。どちらかが死ぬまで、この対決は終わらない――――。




（糞くそ……！）

　まったく意のままにならない状況に、東条秀真は焦じれる。到着したのは襲撃した陰陽寮で見かけた、東条秀真にとっては取るに足らない実力の術者たちのようだが、黒装束の男の相手をしている限り、まったく余裕がない。遠巻きに見物されるのも、ちょっかいをかけられるのも腹立たしい。




（この、瘴しよう気き……！）

　霊れい峰ほう不二の一角にどんよりと淀よどむ瘴気に、防御印を切って幸徳井白蛾は思わず息を詰める。妖獣たちの放つモノもあるが、どちらかというとこれは、どす黒い悪意と傷つけたいという思いが、吐と瀉しや物のように撒まき散らされた結果だ。

「臨りん、兵ぴよう、闘とう、者しや、皆かい、陣じん、裂れつ、在ざい、前ぜん！　悪あく魔ま降ごう伏ぶく、怨おん敵てき退たい散さん、七しち難なん即そく滅めつ、七しち復ふく速そく生しよ秘うひ！」

　幸徳井白蛾は呪言を唱えて刀で穢けがれを斬り、付近の浄化を行う。雪の下に身を潜めていた妖獣が、浄化の力を嫌って飛び出し、遠くに逃げる。

（ちっ……！）

　東条秀真が持ち込んだのだろう、霊峰に巣す喰くう害虫のようなあれらのモノたちも、すべて見つけ出し、浄化して滅しておかなければならない。登山コースから遠く離れたこのあたりは、霊的に浄化されていた場所だったので、不浄のモノたちが徘はい徊かいできるのは、東条秀真が瘴気を撒き散らした場所だけだ。

「唵おん　訶訶訶か　微み三さん摩ま曳えい　莎そわ訶か！　白雪にそぐわぬモノたちよ　姿を現し　粉雪の如ごとく散れ！」

　白蛾の刀が空を斬り裂き、放たれた呪力を浴びた雪原から、妖獣が弾はじき出されて破裂し、浄化されて無に帰る。

　結けつ界かい師し・如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいは、結界を施して大地の血脈を鎮しずめている幸徳井藍月の術を引き継ぐため、小こ柄づかに呪符を結わえた物を数十本投げて雪原に突き立て、場を区切った。

「藍月様、交代いたします！」

「ここはどうぞ、我々に」

　前金剛院の結界師・八や重え垣がき雄ゆう飛ひも、如月鹿鳴とともに結界術を引き受ける。




（八重垣!?）

　黒装束に身を包んだ壱葉の蹴りを氷の剣で受けながら、東条秀真は目を剝むく。

　八重垣雄飛は、襲撃した葛かつら城ぎ邸で火ひ達磨だるまにし、再起不能であるはずなのに――――！




　驚愕する東条秀真の気配を感じ、くすりと八重垣雄飛は笑みを浮かべる。そう。東条秀真は気づくだろう。自分が思っていたように、事態が進んでいないことに。陰陽寮襲撃後に不二山に向かったことから、東条秀真の企みは露ろ顕けんしていた。各地における気の乱れは常に観測されていて、陰陽寮では迅じん速そくにその対処に当たっている。氷の剣で直接に刺激を受けて活性化させられた大地の血脈のことも、もちろん陰陽寮に知られている。東条秀真は大地の血脈を管理する責務を負っている陰おん陽みよう頭のかみを殺したつもりだが、東条秀真が手に掛けたのは右京の呪符が作り出した影だったので、本物の陰陽頭は掠かすり傷ひとつ負うことなく生きている。陰陽寮に残った陰陽頭は、きちんとした手順を踏み、細かな決まりを守りながら、東条秀真によって傷つけられた大地の血脈を修復し、強固な封印を行っている。幸徳井藍月が施ほどこした結界が必要なのは、被害が広がるのをここで完全に食い止めるためではなく、陰陽頭の作業の負担を減らすためだ。




　印を結び、呪符を用いて結界を引き継ぎながら、如月鹿鳴と八重垣雄飛は同行した結界師たちに指示を送り、大地の血脈を守る以外の意味をこめて、瘴気によって穢されたこの付近一帯を大きく結界で守らせる。雪崩なだれも山崩れも、結界内だけで食い止める。

「藍月様！」

「あぁ……！」

　八重垣雄飛に、もういいと合図を送られ、幸徳井藍月は雪原に突き立てていた愛刀・毘紐丸の柄つかを摑み、静かに引き抜く。結界は無事、如月鹿鳴たちに引き継がれた。

　これで、東条秀真と刃やいばを交えることができる――――！




「東条ぉっ！」




　怒号とともに、刀を振りかざした幸徳井藍月が東条秀真に斬りかかる。

「！」

　氷の剣で黒装束の男の蹴りを受け止めた東条秀真は、自分に向かってくる幸徳井藍月の姿に、ぎりっと歯を食いしばる。

　二対一で死闘を続けるかと思われた黒装束の男は。

　東条秀真に斬りかかる幸徳井藍月に気づくと、すっと身を退いた。

（何だ!?）

　自分ルールで動いている壱葉は、東条秀真の理解の域を超えていた。だが、呪力の効果が薄く、ひたすらに反射神経を用もちいる力勝負を続けねばならない壱葉よりも、呪禁師の幸徳井藍月のほうが、東条秀真には楽だ。

　激突した呪力が爆発し、轟音とともに光が炸さく裂れつする。激突した呪力で雪原の雪を猛吹雪のように渦巻かせ乱舞させながら斬り結んだ東条秀真と幸徳井藍月は、ぎりぎりと鍔つば迫ぜり合あいをして、睨にらみ合い、反発するように勢いよく離れる。

（ふん）

　東条秀真は術者として、己の身体にかなりの穢れを溜め込んでいる。その東条秀真に勝利するということは、幸徳井藍月が東条秀真の溜め込んだすべての穢れに塗まみれるということだ。

　傷ひとつない姿で現れるはずのなかった八重垣雄飛や、陰陽寮で見かけたときよりも実力があるらしい術者の出現は、東条秀真にとってまったく予想外だったが、奥の手がないわけではない。




　東条秀真は壱葉との戦いで軽く肩で息をしていたが、それでも倍の年齢差というのは、顕著に体力に現れる。壱葉が東条秀真の体力を削ってくれたおかげで、幸徳井藍月にとってはどうにか互角というところだ。さっきの一撃に、渾こん身しんの力と呪力を込めたつもりだが、圧倒するにはまだ足りないか。

（次にまみえる機会はない――――！）

　幸徳井藍月は刀を握る手を呪力で満たす。今日、この場で決着をつける。絶対に逃がすわけにはいかない。

（この男は、災いの種を蒔まく）

　行く先々で人に不幸を与え続ける。過去がそうであったように、この先もそうあり続ける。

　今ここで、朽ち果てさせなければならない――――！

「唵おん　瑟ひつ至ち利り　迦か羅ら嚕ろ跛ば吽うん欠けん婆そ莎わ賀か！　吹ふ雪ぶけ　白雪！」

　心根と同じ汚れなき白雪を舞い上げ、毘紐丸を構えた幸徳井藍月が東条秀真に向かう。




　向かい来る幸徳井藍月に、東条秀真は笑う。

（あぁ、やっぱり俺はお前が大嫌いだ）

　たとえ修羅の道を歩もうと、魂まで藍月を穢せるものはない。魂が穢せないならば。

　東条秀真は懐ふところにしまっていた革袋を放り投げ、氷の剣で斬り裂く。斬り裂かれた袋から飛び散った赤黒い液体が、氷の剣の切っ先の軌跡によって、東条秀真の周りの雪原に暗赤色の楕だ円えんを描く。




　東条秀真に近づく幸徳井藍月の連れた吹雪が、雪原の赤黒い楕円の区域に触れた。

　ビキッ……！

　火花とともに響いた嫌な音に、毘紐丸を握ったまま幸徳井藍月は足を止める。触れてはいけない――――！




　革袋に入っていたのは、濃い怨えん嗟さに染まった哀かなしい人間の血。これまでに東条秀真が手に掛けてきた者が、この世に存在した証あかし。毘紐丸で強引に侵入し、道を開くということは、無念の思いを抱いて斃たおれた者の屍しかばねを、踏み越えていくのと同じことになる。

（これは……悪魔のコレクションだ……）

　しかしこれを越えて近づき、東条秀真を倒さなければ、救われない哀れな者たちは後を絶たない。

「東条……！」

　ぎりっと力を込めて、幸徳井藍月は刀を握る。




　氷の刃で己の左ひだり掌てを傷つけ、東条秀真は溢れ出る己の血を真紅の刀に変えて抜き出し、その禍まが々まがしくも赤い切っ先で、宙に印を切る。




「羅ら羯かつ嚕ろ麼ま　制せい吒た迦か　吽吽うん　發ぱつ吒た　南なん！　唵おん　阿あ古こ羅ら　賛さん拏ど　含がん！　我が前に　開け　地獄門！」




　東条秀真が真紅の刀で斬りつけた雪原に、びしりと亀裂が走る。どこからか溢れ出た瘴気で、血の結界の内が暗く淀よどむ。




　ゴ……。

　ゴゴ……。




　地響きに似た音を立てて空間を軋きしませ、亀裂の入った雪原が口を開ける。




「唵おん　弩ど弩ど　摩ま哩り　迦きや哂き帝てい　莎そわ訶か！　穢れを纏まといし　まつろわぬモノよ！　地獄から現れいでよ！」




　ぽっかりと口を開けゆく底知れぬ真っ暗な穴を斬り裂くように、東条秀真は真紅の剣を投げ入れる。これは血の盟約。




　グガアァ……ォ……！




「南なう莫まく三さん曼まん多だ　縛ば曰さ羅ら――――」

　八重垣雄飛から投げ渡された呪符を用い、浄化の印で真紅の円陣を斬ろうとした幸徳井藍月の刀は、穴の底から逬ほとばしった雷撃に妨げられた。雷撃が掠かすめた呪符が、炎を上げて消滅する。

「くっ……！」

「藍月様！　こちらの刀をお使いください！」

　八重垣雄飛は今がその時と、式神使いに命じて幸徳井藍月に刀を運ばせる。毘紐丸を鞘に収めた藍月は、刀を銜くわえて飛んできた白い鳥から刀を受け取る。

（外げ道どう丸まるか）

　穢れを食らう化け刀。相当の実力を持つ術者しか御しきれないが、藍月ならば扱える。すらりと藍月が抜き放った刀は、歓喜するように熱を発した。




「あははははははははは！」

　高らかに笑う穢れた男の血に誘われて、渦巻く闇の底、地獄から闇色の柱が噴出する。

「すべてを破壊だ！　破壊しろぉっ！」

　狂気の声に応えるように、闇色の柱から黒い影が飛び出した。

「「わーっははははははははははは！」」

　真っ正面から飛び掛かってきた、真っ黒い瘴気に塗れたモノを、幸徳井藍月は外道丸で、がっきりと受け止める。

「南な莫も　三さん曼まん多だ　没ぼ駄だ南なむ……」

　眦まなじりを決し、重く伸のしかかるモノを斬り捨てて浄化せんと、呪言を唱えていた幸徳井藍月は、纏いつく靄もやのような漆黒の瘴気の向こうに見えた姿に、仰天する。

「武む庫こ川がわ右う京きよう!?」




　地獄の穴から飛び出てきたのは、銀の髪に青い瞳の封縛師だ。




　噴出した闇色の柱が撒き散らす瘴気に歓喜して現れ出る妖獣を斬り捨てていた白蛾は、藍月の声に驚いて振り向く。

　トゲ付きの極太の金棒を藍月の外道丸と交えているモノは、間違いなく☆！

「き、貴様！　何をやっているかぁっ！」

　白蛾の怒号に、勝ち誇る悪代官のような笑いを止めた右京は、ぱちぱちと瞬く。

「あれぇ？」












「おのれ、人外！」

　白蛾の握る刀から、光り輝く呪力の塊が放たれる。大慌てで藍月の前から飛び退いた右京は、飛来する呪力を金棒で叩き落とす。

「うわわ、危ない危ない」

　砕いた呪力の破片を浴びて、右京の花冠と首飾りが切れて、雪の上に落ちた。殺伐とした状況と、春の香りのする色鮮やかな花は、あまりにそぐわない。




　右京にくっついて地獄に繋がる穴から外に出てきた桃もも枝えだ綱つな紀きは、雪原に落下し、その冷たさに安堵する。

「も、戻ってきた……！」

　あの世との境のお花畑の常とこ春はるの国は快適だったが、こっちの酷こつ寒かんの地の方がいい。

　確かに地獄の穴から出てきた綱紀を目撃した如月鹿鳴は、顔を引きつらす。

「桃枝、さん……」

　呟き声のような呼びかけに、鹿鳴に顔を向けた綱紀は、地獄に仏とばかりに顔を輝かす。

「如月さん……！　すみません！　護符ください！　御護り落としちゃって……！　って、何で鼻摘つまんでんですか!?」

「す、すびばせん、こっち寄らだいでぐだたい……！　護符、すぐ書きばすかだ……！」

　臭い移りしたかのように、地獄の瘴気が色濃く身体に纏いついた綱紀は、霊的感覚の鋭い鹿鳴には、恐ろしい悪臭を放っているように感じられる。渡辺綱の子孫である綱紀は、鬼の仇敵であり、鬼を呼び寄せる存在だ。鬼避けの護符がなければ、鬼が寄ってくるので、護符は必携である。鹿鳴にも、それはよくわかっている。この付近は今、結界を施してあるが、護符はさっさと身につけておいたほうがいい。




　地獄から鬼を召喚したつもりだった東条秀真は、飛び出てきた武庫川右京に、唖あ然ぜんとする。しかも、せっかく開いた地獄門は、（厄介払いしたかのように）速やかに閉じていく。

「な、んだ!?」

　一体、何がどうなっている!?　




「すぐ死ね！　今死ね！　もう死ね！」

　刀で斬り捨てんと襲い掛かる白蛾の攻撃を、右京はのらりくらりと身体を動かしてかわす。

「いやーん、金剛院サマったら、過激～[image: ]」

「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」

　祓はらいの呪力で満たした刀の一撃を受け、金棒が粉こな微み塵じんになった。

「うわわ！」

　銀の髪を靡なびかせ、右京はくるりと身を翻ひるがえして、白蛾の刀から逃のがれる。

　かけらも残さずなくなった右京の金棒（鬼から奪った☆）に、綱紀はほとほと嫌気がさす。

「右京さん！　どーすんだよ、あんた！　二度と死ねねーぞ！」

　そして綱紀も（きっと連帯責任で？）地獄の嫌われ者☆

　白蛾に連れられて不二山に来た巫かんなぎが、急いで綱紀に駆け寄り、玉串と祝詞で瘴気を祓う。ようやくまともに呼吸できるようになった鹿鳴は、書き上げた護符を渡して綱紀に尋ねる。

「な、何があったんですか？」

「――――地獄を見てきた……」




　げっそりと言い切って、綱紀は思い出すのも嫌だと、口を噤つぐんだ。比ひ喩ゆ表現でなく、実際に地獄を見る羽目になるとは、思ってもいなかった。鬼の本場で、右京は近寄ってくる鬼を手当たり次第に封縛しまくり、異常事態を察知した閻えん魔ま庁ちようから次々に獄卒が送られてきた。地獄荒らしの罪で、封縛しきれない数の獄卒に追いかけられたところに、お釈しや迦か様が天国から垂らした蜘く蛛もの糸のような光を見つけ、飛び込んだら現世に飛び出たのである。




「この、死に損ないがぁっ！」

　氷の剣を握った東条秀真が、鬼のような形相で右京に斬りかかる。首から外した数珠のラリエットを、右京は鞭むちのように使って氷の剣を打ち払った。退たい魔まの法具であるはずの数珠から、恐ろしい濃度の瘴気が放出され、氷の剣が一瞬にして漆黒に染まる。その黒は、氷の剣を握っていた東条秀真の指までも浸食する。

　地獄を闊かつ歩ぽしてきた右京は、そのことによって東条秀真より穢れた。その穢れようは、まさしく半端ではない。それもすべて、東条秀真のおかげだ。

　地獄の瘴気は、東条秀真に吸着される。

「っ！」

　東条秀真は氷の剣が浸食されると同時に、反射的に柄を手放したが、しかしその手は瞬く間にどす黒く変色した。

「あーっははははははは！」

　慌てる東条秀真の姿に右京が高笑いする。その笑い声を聞き、藍月たちは思った。

（――――親子だ……）

　嫌なところが、とてもよく似ている――――。

　まつろわぬモノとして、地獄から右京を呼び出したのは東条秀真だ。まつろわぬモノなのだから、当然、誰の言うこともきかない。……武庫川右京には毎度のことだが。

　地獄から持ち帰ったばかりの生々しく濃い瘴気に冒され、どんどん感覚を無くしてゆく両手に東条秀真は唇を嚙む。このままでは――――。

「……くそぉおっ！」

　獣のように吠えた東条秀真は、感覚を無くしていた両手の指を執念で組み合わせ、右足でその掌を踏むようにして、己の両腕を――――。




　肩口から引き千ち切ぎった！




　生身を裂く、その壮絶な痛みに、東条秀真は獣のような叫び声をあげる。

　目の前で行われた凄絶なシーンに、白蛾たちは驚いて目を瞠り、息を呑む。

　幸徳井藍月は外道丸を構え、東条秀真の背後に回り込む。

（東条……！）

　優れた術者である藍月の目には、そうして己で両腕を引き千切っても、東条秀真が地獄の瘴気の浸食を免まぬがれられなかったことが見えていた。一思いに――――！

「ガ……っ！」

　振り下ろした藍月の斬ざん首しゆの刀を、振り返った東条秀真は歯で止めた。僅わずかに切れた口の両端から血を垂らし、火のような瞳で睨み据える東条秀真は、介かい錯しやくなど真っ平だと、全身で藍月を拒絶していた。印を結ぶ腕を失い、呪言を唱える口を塞ふさがれていながら、足を――――。

「残念」

　綺麗な顔で悪魔のように微笑んだ右京の数珠が、びしりと東条秀真の脚を打った。

　反へん閇ぱいを試みようとしていた東条秀真は、がくりと膝を折って雪原に座り込む。……いや、瘴気に穢れていた手を踏みつけたことで、すでに東条秀真の右足は瘴気に冒され、ぼろぼろになっていた。瘴気で炭化したように真っ黒に変色した東条秀真の右足が、雪原に転がる。

　幸徳井藍月は、東条秀真に嚙みしめられたままの外道丸がどんどん重くなるのを感じる。

（これは――――！）

　外道丸が、東条秀真の穢れを食っている――――！

　力の抜ける感覚に、東条秀真は焦れる。何とかして……。




「誰も巻き込めない」




　くすっと右京は笑った。あどけないほど綺麗な笑みは、しかし深く積もった雪より冷たい。

「なぜならば、東条秀真は、この時間に『存在しない』人間だから」

　右京は新体操のリボンのように大きく数珠のラリエットを振り動かし、輪にして宙に浮かべ、懐から呪符を取り出す。ばっと投げられた呪符は、光り輝きながら、数珠のラリエットとともに右京の周りを回る。

「常識で考えましょう。『人が時間を超えることなど、ありえない』」

　超常現象レポートで見ることはあっても、現実でそんな体験をした人間に逢う機会など皆無だ。

「二十二年前のあの日以降、東条秀真はこの世のどこにもいなかった。誰も姿を見ていない。誰の記憶にも残っていない。この世の何も、東条秀真の手によって動かされてはいない。従って――――。東条秀真という人間は、生きられるわけがない。『生きているはずがない』」

　数万年後に発見される氷漬けになったナウマンゾウのように、かつての姿を留めるためには、水に落ちて凍りつくという絶対条件がある。誰も存在を証明することもできず、何にも影響を与えなかった者は、その時点で世界に『存在しない』ことになるのだ。




「唵おん　蘇そ婆ば儞に蘇そ婆ば　吽うん蘖きや哩り訶か拏だ　蘖きや哩り訶か拏だ吽うん蘖きや哩り訶か拏だ　波は耶や吽うん　阿あ那だ野や斛こく婆は誐が　梵ぼん縛ば曰さ羅ら　吽うん泮はつ吒た！　流れのままに　真の姿を示せ！」

　数珠とともに回っていた呪符の中から、右京は一枚の呪符を指さす。選ばれた呪符は光り輝きながら右京の指先の前で静止し、他の呪符は右京の狩衣の懐に戻る。命あるもののようにふわりと宙を飛んだ数珠は、刀を銜えたまま雪原に座り込む東条秀真と幸徳井藍月の周りを巡る。




「封縛！」















　それは、幸徳井藍月にあって東条秀真になかったもの。

　二十二年の年月が、一気に東条秀真に襲い掛かった。

　若々しい青年の姿だった東条秀真の姿は、瞬く間に干からび、塵ちりとなって消えた。

　二十二年後の世界は、異端である東条秀真を受け入れることはなかった。




　東条秀真が溜めこんだすべての穢れを吸い尽くし、鉛なまりの塊のように重量を増した外道丸に、幸徳井藍月は雪原にふらりと膝をつく。

「叔父上！」

「藍月様！」

　藍月に駆け寄った白蛾が外道丸を鞘に収め、八重垣雄飛がその肩を支えた。




（終わった、かな……）

　右京の目の前が霞かすむ。

「右京さん！」

　名を呼んだ綱紀の声が、遠く聞こえた――――。










　　　　符ノ十　現世は夢







　この世に心残りがあるとすれば、存在を安定させられなかった蘆あし屋や美み琴ことの術。




　武む庫こ川がわ右う京きようが地獄から舞い戻ったおかげで、蘆屋美琴は消滅を免まぬがれた。すっかり落ち着いた頃に帰宅した笙しよう子こは、美琴にべったりの鈴すず音ねを見てくすくすと笑う。

「あらあら。鈴音ちゃん、甘えん坊さんね」

「……絶ぜつ佳か庵あんであった小ぼ火やが、怖かったらしくて」

　消滅しかけたなどと、笙子に知らせるわけにいかず、美琴は納得してもらえそうな適当なことを言っておく。鈴音はべそをかいた顔で口を噤つぐみ、笙子に何も話さなかった。

「美琴お姉ちゃん……」

「疲れた？　少し休む？」

　問い掛けた美琴に、精神的に疲ひ弊へいしていたらしい鈴音は素直に頷うなずく。自分の部屋に連れていってもらった鈴音は、美琴の手をしっかり握りしめて、気を失うように眠りに就いた。

　虫の知らせで迅速に行動した鼓こ幸ゆきは、結局わけのわからないままに終わってしまった事態に憤ふん慨がいする。

（何よ、あれ……！　どうせまた、あの疫やく病びよう神がみが美琴姉に何かやったんだわ！）

　さっきまで生きて普通に行動していた人間が、突然に消滅しそうになるなんて話は聞いたことがない。こういう理不尽なことには、必ず武庫川右京が関係していると相場が決まっている。陰おん陽みよう寮りように向かった右京をとっちめるため、鼓幸は陰陽寮に向かう。

（陰陽寮も、もう落ち着いてるはずよね）

　気配に敏感な鼓幸は、不穏なものが陰陽寮から不ふ二じ山さんの方角に向かったことを察知していた。蘆屋鼓幸は高校生ながらも陰陽寮に所属している巫み女こだが、早乙女神社の四姉妹の一人で蘆屋家の三女だ。陰陽寮と姉の一大事を天てん秤びんにかけたなら、鼓幸には姉のほうが大切だ。陰陽寮には鼓幸の他にも術者がいて事態を何とかできるだろうが、陰陽寮の他の術者が姉の窮きゆう地ちを察知して駆けつけてくれることはない。鼓幸は陰陽寮からの式神などの使いや呼出しの電話を受けないように、忌き避ひ結界を施し携帯電話の電源は落としていた。美琴の件が落ち着くのとほぼ同じくして、不二山の方向で感じていた嫌なものも消えた。右京は陰陽寮にいるような気がする。陰陽寮より姉をとった薄情者だが、事後であれ、陰陽寮に顔を出しておこうと鼓幸は思う。鼓幸なりの優先順位という事情があったからだが、まるっきり無視よりはいいだろう。

　あまり目立ちたくなかったので、巫女の装束に着替えた鼓幸は、タクシーで陰陽寮に行く。門の前に、警備を担当している術者がいつものように立っていて、陰陽寮の機能は損なわれていないとわかり、鼓幸はほっとした。が。




　どーん！　どがらがらぐしゃ！　ぎゃー！




　地響きを起こすような轟音と大勢の悲鳴が、陰陽寮の奥――――おそらくは陰おん陽みよう頭のかみのいる御殿のある辺りから聞こえ、そこから小型のキノコ雲のようなものが盛り上がるのを見て、タクシーを降りて門の中に入った鼓幸は顔を引きつらせる。

「……あの疫病神……！」

　事務室にいた職員が、物音に驚いて外に飛び出し、キノコ雲を見て大慌てで事務室の中に戻った。何が起こったのか、急いで状況確認をしているのに違いない。鼓幸はやれやれと溜め息をつき、騒動が起こっているらしい場所に向かう。




　東とう条じよう秀ほつ真まの襲撃時においても、ほぼ損壊を免れていた紫し宸しん殿でんは、屋根と壁がなくなり、焼け焦げた柱と床の残骸のみという、無惨な姿になっていた。

「――――武ぅ庫ぉ川右ぅ京ぉぉ……！」

　どちらが前か後ろかわからないような煤すすだらけの顔で、陰陽頭・久遠くおん景かげ光みつは怒鳴った。

「貴様、何を食っとるかぁーっ！」

「嫌だもう、右京ちゃんってば、すっごいモノ出しちゃってー！」

　床にオネエ座りで煤に塗れながら、信じられなーいと伽か琵び螺ら一いつ角かくが身を捩よじる。

「いやあ[image: ]」

　半死人のような状態で陰陽寮に運びこまれ、ついさっきまでぐったりと横たわっていたくせに、飄ひよう々ひようと上半身を起こし照れ笑いして頭を掻く右京を、陰陽頭は怒鳴りつける。

「誰も褒ほめとらん！」

　興奮して煤けながらも真っ赤な顔になっているだろう陰陽頭に、陰おん陽みよう博士はかせ五ご行ぎよう衆しゆう・出で羽わ忠ただ清きよはおろおろする。

「陰陽頭様、大声をお出しになられますと血圧が……！」

「ええい、煩うるさいっ！」

　八や重え垣がき雄ゆう飛ひが前庭一帯を含む広い領域を、その中の紫宸殿の建物の領域を如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいが受け持って、二人で支える二重結界。結界に神経を集中させる如月鹿鳴を庇うように刀を握りながら、幸か徳で井い白はく蛾がは背を向けたまま右京に命じる。

「――――武庫川右京……！　立てるか？　いや、立て……！」

　東条秀真を倒し、不二山で昏倒した武庫川右京は、式神使いの式神によって搬送されて陰陽寮に戻ってきた。陰陽寮に留まっていた霊れい能のう鍼しん灸きゆう師しの伽琵螺一角が急きゆう遽きよ呼ばれ、右京を触しよく診しんして腹部の膨ぼう満まん感かんを指摘し、マッサージを行った。伽琵螺一角によってマッサージを受けた右京から、溺れた人間が水を吐き出すように、紫宸殿を吹っ飛ばして二体の鬼が現れた。しかもその鬼は、牛頭人身馬頭人身――――。鬼のなかでもかなりの有名どころの獄卒である。こんなモノを身の内に取り込んでいたならば、具合が悪くなって当然である。

「……桃もも枝えださん、護符持ってますよね？」

　鬼の仇きゆう敵てきである渡辺綱わたなべのつなの子孫である綱つな紀きは、護符や御護りを所持して受け継いだ血を察知されないようにしていないと、鬼に変なスイッチが入って、好戦的になってしまう。縋すがるような目で如月鹿鳴に尋ねられ、結界内の前庭で金棒を振り回して暴れている牛ご頭ず馬め頭ずを見ながら、桃枝綱紀は大きく頷く。

「持ってます。御護りとかも、全部見つけてもらいましたから！」

　地割れに呑み込まれ挟まれて、なくしてしまった（潰れてしまった）と思われていた物だが、不二山に来てくれた術者が雪の下や物陰に隠れていた妖獣を見つけ出して退治したときに、なぜだか見つかった。……閉じた岩壁に挟まって、生きている人間など普通はいるはずがないのだから、綱紀や右京が生還している以上、なくしたと思われた物品も見つからなければならないのだろう。わかるようなわからないような理屈だが。

　綱紀のギター（のような物）を見て、ぽんと陰陽頭は手を打つ。

「おぉ！　そうじゃ！　小僧！　鳴めい弦げんをやってみせい！　退治できねば食われるぞ！」

「ええっ!?」

「陰陽頭様からのお言葉じゃ！　（誰も期待などしとらんのだから）つべこべ言わずに、やればよいのじゃ！」

　出羽忠清の言葉に、心の声も一緒に聞こえた気がして、綱紀はしぶしぶギター（のような物）をケースから取り出す。

「……僣せん越えつながら……」

　鳴弦を行うらしい綱紀を見て、愛刀・毘紐丸を握りながら幸か徳で井い藍らん月げつは言う。

「白蛾、右京、出られるか？」

　効率よく滅するか封印するには、呪禁師の白蛾が牛頭馬頭の動きを止め、右京が封縛すればいい。藍月は結界師の術に負担をかけないようにして、二人を二重結界の内から、ひとつ外の結界内に送り出す役だ。

「はい。いつでも出られます」

「あれを封縛したら、報奨金って、幾いくらぐらいかなぁ」

　それはもう、かなりの大物だからして[image: ]　呑のん気きに微笑ほほえむ右京に、陰陽頭は怒ど鳴なった。

「己おのれで吐き出しておいて、何を言うかぁっ！」

　地獄で仕入れてきたモノだけに、周囲に撒まき散らす毒も前代未聞である。物音に驚いて駆けつけた術者たちが、八重垣雄飛の結界術を助け、強化するために、呪符などの道具を集めて、作業を行っている。紫宸殿の前庭は、金棒を振り回して暴れている牛頭馬頭の全身から臭い立つような強烈な瘴気で、土も空気も病み腐り始めている。

（よくもこんなモノを腹の中に入れていられたものだ……）

　人外と右京のことを遠慮なく罵ののしる白蛾の言葉を思い出し、二重結界内の一同はげんなりする。もっと強烈な毒を溜め込んでいるから、大食いの店で調子に乗ったときのような膨満感程度で済んだのに違いない。

「んじゃ、まあ、行きますか」

　にこりと微笑んで、右京は腰を上げる。




　封縛の術を使う、銀の髪の術師。罵られたり流血沙汰が大好きで、窮きゆう地ちに陥おちいれば陥るほど楽しそうで、調子がでて。賛辞されると脱力して。美女顔の変な男で、信じると馬鹿を見るから、疑ってかかればちょうどいい具合で。甘いものが苦手で、金銭にルーズで。

（だけど――――）

　綱紀は、白蛾と二人、牛頭馬頭に挑む右京を見つめながら、ギター（のような物）の弦に触れる。

（術者としての力は、本物だ）

　最強の術者であると、陰陽寮の誰もが認めている。




　数珠のラリエットに呪力をこめて、新体操のリボンのように打ち振りながら、くすりと右京は微笑む。

（『お父さん』を倒した後、用済みの僕は、消えちゃうかなぁと思ったんだけどな）

　出生云うん々ぬん以前の段階で、自分の存在が『正しくない』ことは右京にはわかっていた。しかし、どうやら二十二年の歳月は、右京を世界を構成するモノの数に含めてしまったようだ。

　容姿と能力と性格と行動で強烈な印象を残しながらも、人々の記憶からいつしか抜け落ちてしまうように、右京が画策していたにも拘かかわらず。




「世界を形作っているものは、因いん縁ねん因いん果がの法則と人の記憶。人はなりたい自分になろうとすることはできるけれど、認めるのは他人。大勢に認知されて後、確固たる『本物』になる」

　誰も知らない、見たこともないものは、どれだけ望んでも形にならない。結果を出すためには、何かしら行動しなければならない――――。




「唵おん　鉢はん娜た摩ま　震しん多た摩ま尼に　人じん縛ば羅ら　虎こ吽うん！　酷寒の地で凍こおれるが如く！」

「封縛！」

　刀を用いて印を切り、呪言を唱えて牛頭馬頭の動きを止めた白蛾に続き、右京の放った呪符が牛頭馬頭の前で眩まばゆく光り輝き、呪力で満たされた数珠のラリエットが宙で円を描きながら収縮する。

　地獄にいるべき鬼たちは、現世に存在していてはいけないモノだから――――。




　牛頭馬頭を陰陽寮に持ち込むことになってしまったことや、単独で不二山に向かったことなど、右京に対して文句をつけたいことは山ほどあったが、瀕死の重傷を負った八重垣雄飛を救ったのは右京だし、右京が何もしていなければ、陰陽頭は東条秀真に殺され、大地の血脈を封印し直すことも困難だっただろう。必要な呪符は支給して、只ただ働きさせることで、不ふ問もんに付すということになった。




　牛頭馬頭の瘴気によって穢された土地を浄化する作業を手伝った蘆屋鼓幸は、右京を待ち伏せしてとっちめる。

「あんた、美琴姉に何やったのよ!?」

　怖い顔をする鼓幸に、右京は微笑む。

「鈴音ちゃんってさぁ、『過か去こ見みの巫女』だったんだねぇ」

「え？」

　思ってもいなかった話題を振られ、鼓幸は目をぱちくりさせる。

（あの子が『過去見の巫女』？）

　自分から特に何か言ってくるわけでもないので、鈴音について鼓幸は、まるっきり霊感の類のない美琴よりは、いくらか敏感なところがある子ぐらいにしか思っていなかった。




（美琴さんにかけた術が、安定しないわけだ）

　五年前のあの雨の日、美琴が通り魔に襲われたことを知っているのは、現場に居合わせた右京と壱葉だけだと思っていた。美琴の記憶から、鈴音に覗かれて知られていたのは、計算外だ。認めたくない出来事だから、鈴音は自分の胸の中だけに留めたが、それが鈴音の記憶にあったので、美琴にかけた封縛の術は不安定になったのだ。時を飛び越えてしまった東条秀真と違い、五年の歳月を存在して過ごしたのだから、人々の記憶に支えられて、術者である右京が死んでも、美琴が本来の時間に従って消滅することなどありえないのに。

　鈴音の抱く喪失への恐怖心が、皮肉なことに美琴の存在を揺るがせた。




「見なくていいものからは、目を逸そらしてほしいな～」

「……とんでもないものを露出したら、承知しないわよ！」

　いたいけな女子中学生に悪影響を及ぼすようなら、元から撃げき滅めつすることを宣言した鼓幸に、折れるほどの勢いで脳天に玉たま串ぐしを振り下ろされ、右京は両手を挙げて降参する。

「見せませんってば[image: ]」

　悪夢として封印させてもらわなければ。




　目を離すと余計なことをする危険人物である右京は、右京にしかできないことが終わると、厄やつ介かい払いされるように陰陽寮から追い出された。右京の監視を命じられた綱紀は、右京と一緒に絶佳庵に戻る。

「……はぁ……」

　結局、綱紀の鳴弦は不発だった。最後の最後に、役立たずの証明をしたようなものだ。

　空すいている電車の中でドアに凭もたれながら溜め息を吐つく綱紀に、くすくすと右京は笑う。

「いいんだよ、綱紀くんは鳴弦なんてできなくたってさ～」

「……それはそうですけど、ね……」

（最後ぐらいは、ちょっとぐらいいい格好したかったなー……）

　男の花道というか、何というか。成功したならば、絶大な浄化の力があると、絶賛されていたわけだし。

（やっぱ、弦、張り替えようかなー……）

　ちゃんとした楽器として、まっとうな使い方をしたほうがいいのかもしれない。

「綱紀くんにはさぁ、綱紀くんにしかできないことがあるし～[image: ]」

　へらりと笑う右京から、綱紀は急いで距離を取る。綱紀にしかできないことと言えば、鬼関係のことだ。電車の中で鬼を引っ張り出されては、堪らない。

「許容量を超えたんだから、ぶっ倒れたんですよ！　そこんとこ、わかってますか!?」

「はいはい[image: ]」

「『はい』は一回って、いつも美琴さんが言ってます！」

　名前を出したことで、ふと綱紀は思い出す。

「……右京さんの無駄遣いって、庭石の他に何があったんですか？」

　そういうものがごろごろしていれば目につくと思うのだが。金を持たせると散財するとは美琴に聞いているが、右京は飲酒するわけでも、博ばく打ちをするわけでもない。

「あ？　んー、あれね。――――壱葉さんの防具だよ」

　右京を追いかけてきてくれる壱葉は、瘴気に満ちた危険な場所にも、躊ちゆう躇ちよなく踏み込む。支給している呪符だけでは、壱葉の身を守ることができないので、防具作り専門の職人に特注の呪文字入りの防具をつけてもらっている。メンテナンスと強化のために、かなりの額が投資されている。五年という歳月をかけてじっくり馴染ませ、強化の限りを尽くした防具は、あの東条秀真さえ手を焼く物となっていた。計上されない必要経費だ。




「おかえりなさい、右京さん、綱紀くん」

　そして壱葉は、いつものように絶佳庵の庭掃除をしながら、にこやかに二人を迎えた。

　違っているのは、ここにあの万年桜の木がなくなってしまったことだ。

「美琴さんと鈴音ちゃん、お隣にいるかな？」

　右京は壱葉の近くにいた潮しお路じさんに尋ねる。

　ちりん……。

　鈴の音を響かせた潮路さんは、軽やかに塀へいを越えて、お隣の早乙女神社の敷地に入った。絶佳庵の男連中は出入り厳禁で、電話をかけるのもダメだが、黒猫の潮路さんだけは別格扱いで歓待されている。

　一眠りして落ち着いた鈴音は、美琴の手をしっかり握り、笙しよう子こに持っていくように言われたお茶菓子の大福を持って絶佳庵にやって来た。

　座敷に入った美琴は、元気に戻ってきた二人の姿に、ほっとする。

「おかえりなさい、右京くん。綱紀くん、お使いどうもありがとう。助かったわ」

「いえ」

　行ったせいで、死んだお婆ちゃんに逢えましたと報告することもできず、綱紀は笑う。右京の前に座った美琴は、はいと右京に手を出す。

「残りの呪符。返して」

「え、っと、あれはー、もともと僕のじゃないのかな～？」

「無駄遣い禁止！」

　断固として言い切って、美琴は右京の懐に遠慮なく手を突っ込む。

「あーれー！」

「勝手に倒れて妙な声出さない！」

　押し倒したわけでもないのに寝転がった右京の頭に、拳げん骨こつを一発お見舞いして美琴は右京の呪符入れを引っ張り出し、その中から高額呪符だけを取り出して、残りを呪符入れに戻す。

「……結構使ったわね」

　ちっと舌打ちする美琴の姿に、綱紀は財布から万札を抜き取る闇やみ金きん融ゆうの取立て屋の幻まぼろしを見た。じーっと見ている綱紀の視線に、美琴が振り向く。

「何？」

「い、いえ！　何でもないですっ！」

「あ、美琴さん、一枚だけちょうだい」

　袱ふく紗さに呪符を包もうとした美琴は、起き上がった右京に言われて一枚、呪符を渡す。

「無駄遣いしないのよ」

「んー、必要経費？　これは、鈴音ちゃんに[image: ]」

　にこりと右京に微笑みかけられ、鈴音は反射的に美琴の後ろに隠れる。何だか元気のない鈴音の様子に、おやと綱紀は首を傾かしげる。

「どうかした？　鈴音ちゃん」

　鈴音はいつも元気で、潑はつ剌らつとして無邪気だった。何かに脅おびえているような様子の鈴音に、綱紀は心配になる。

「どうもしないもん……！」

　明らかに不機嫌という顔で鈴音は、頰を膨らませる。

　右京は、くすくすと笑った。

「噓つきー[image: ]」

　手を伸ばした右京は、鈴音の額に呪符を貼り付ける。




「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう！」




　鈴音の額に貼られた呪符が金色に光り輝いて、光の粒となって消える。

「ちょ、ちょっと右京くん!?」

「お家うちに帰って、ゆっくりお休み。『悪い夢』はもう見ないから」

　あれは、もうどこにもない――――。

　右京の言葉に、ゆっくりと目を閉じて頷うなずいた鈴音は、すっと立ち上がると、目を瞑つむったまま座敷を出て行った。

「ど、うしたんですか……？」

　わけがわからず驚いている綱紀は放置して、右京は美琴をまっすぐに見つめる。

「鈴音ちゃん、知ってたよね？」

　確認する右京に、美琴は頷く。

「知ってたみたい。話してくれなかったけど」

　何となく、美琴もそうではないかなとわかっていて、黙っていた。信じたくなくて、傷つけたくなくて。言葉に出すと、真実として固定されてしまいそうで、怖かった――――。

　壱葉がお茶を運んできて、皆でお茶をして五分ぐらいしてから、家に戻った鈴音が、元気に縁側から訪問し、いつものように上がりこんできた。

「今日頑張った右京には、一番大きい大福、あーん[image: ]」

「はが☆」

　拳骨サイズの大福を鈴音に口に突っ込まれ（まったく悪気なし☆）、甘いものが苦手な右京は滂ぼう沱だと涙しながら撃沈した。

（よかった。鈴音ちゃん、元気になって）

　綱紀は、見慣れた絶佳庵での光景に、ほっとする。

（俺がいなくなっても、ずっとこんな風でいてくれたらいいな）

　右京の存在も、美琴が元気でここにいることも、壱葉が穏やかに微笑んでいることも、すべて都合よく整えられた偽いつわりに過ぎないのだけれど――――、綱紀にとっては、ただひとつの真実だ。




　お茶をしてから、アポロンミュージックの松まつ波なみ久ひさ司しから、携帯に留守番電話でメッセージが入っていたのを聞いた綱紀は、早々に荷物を纏まとめて挨あい拶さつし、掃除や洗濯をして、翌日には絶佳庵を出ていった。




　綱紀が去って、絶佳庵は以前と同じ人数に戻った。

　美琴は膝に潮路さんを乗せて撫なでながら、溜め息を吐く。

「何だか、寂しくなっちゃったわね」

「そぉだねー。見通しいいねぇ」

　次の仕事の依頼者を座敷で待ちながら呟いた美琴に、縁側で足をぶらぶらさせて座りながら、右京が同意する。確かに、万年桜がなくなって、庭はすっきりしてしまったけれど。

「――――綱紀くん。もう飛行機に乗ったかしら」

　あれから、ちょうど一週間だ。

「あー、お土産みやげ頼み忘れたね」

「米国饅まん頭じゆうなんてないわよ」

「いやいや、煎せん餅べいがいいな～」

「煎餅もありません」

　綱紀の声に驚いて振り返った右京は、茶菓子を買いに出た壱葉と一緒に帰ってきたらしい綱紀の姿にきょとんとする。声を聞きつけた美琴も座敷から出て、廊下を歩いてくる綱紀を見る。

「え？　アメリカに行くの、今日じゃなかった？」

「今日、の、はずでした……！」

　ちょっとむっとした顔をして、綱紀は座敷に入って腰を下ろす。

「アメリカ行きの飛行機に乗るためには、『パスポート』って物がいるんですよ……！」

　生まれてこの方、飛行機に乗ったこともなかった綱紀は、パスポートを持っていなかった。

　綱紀の言葉に、美琴は顔を引きつらせる。

「そ、れは……。困ったわね」

「えぇ。困りましたよ……！」

　むくれながら、綱紀はギターケースを置いてボストンバッグを開き、実家から持ってきた野菜の包みや漬物の包みを次々と出す。田舎いなか土産が絶佳庵での宿代である。

　意味のわからない右京は、不機嫌そうな綱紀に首を傾げる。

「パスポート、もらってくればいいんじゃないかな？」

「手続き中です！」

　パスポートの発行は、住民票を置いている都道府県で手続きしなければならないし、発行までに一週間ほどかかる。綱紀は上京してきたものの、住民票は実家のままだ。――――残念ながら、今日のフライトには間に合わなかった。

「今日は、空港まで行って、松波先輩を見送ってきました。パスポートができたって、家にハガキが届いたら、戻ってパスポートもらってきます……！」

　なるほどと、美琴は納得する。

「で、それからアメリカに行くの？」

「いえ……。連絡待ちです」

「いつになるかねぇ？」

　くすくすと右京は笑う。悪い人ではないのだが、仕事に集中すると、松波は放置癖が出るという、困ったところがある。

「絶対、余計なことすんなよっ！」

　泣きの入る綱紀に、にんまりと右京は笑う。

「うん、しないよ[image: ]」

　爽さわやかな笑顔が、胡う散さん臭くささに溢れている。

「綱紀くん、ちょっと暇なら、バイトする？　これから依頼人が来るんだけど」

　美琴の誘いに、綱紀は微笑んで頷く。泊めてもらうにも、そのほうが気楽だ。

「はい。よろしくお願いします」

「じゃ、急いで着替えてきて。部屋は前と同じところを使ってね。着物とかは、同じところに置いてあるから」

　綱紀は台所に寄って土産を壱葉に渡し、急いで荷物を置いて着替えに行く。




「それで、今日はどのようなご依頼ですか？　どうぞ遠慮なく御相談ください。人間でも記憶でも、お客様のお望みのままに、封じさせていただきます」

　それは、望んだ夢を現実に変換する力。




　鈴を鳴らしながら絶佳庵の庭を散歩していた潮路さんは、焼け焦げた桜の木の残骸から、青い葉が顔を見せているのに、細い声で鳴いた。


















　　　　休　符







「封縛でできないことって、なぁんだ？」

　打ち上げまでの待ち時間に、ナゾナゾのように右う京きように問われ、綱つな紀きはきょとんとする。

「あるんですか？　そんなこと」

　あったことさえなかったことにできる封縛の術は、究極の奥の手だと、綱紀は思う。

「あえて制限をかけていること、と言ったほうがいいのではないか？」

　刀を鞘から抜いた白はく蛾がは、おもむろにそれを右京に向かって振り下ろす。真っ二つになってくれればいいのに、脳天にぶち当たる直前で、右京はその刃を両りよう掌てのひらで挟んで止めた。

「はっくんの刀も、そーだよねー☆」

「残念なことにな……！」

　ぎりぎりぎり……！

「ちょ……！　幸か徳で井いさん！」

　何だかとっても、物凄ーく本気っぽいんですけどっ！

　止めようとした綱紀の目の前で、力勝負に負けた右京の手の間から、刀の刃が落ちる。




　ゴン☆！




「っつぁー！」

　目から火花が散った右京は、両手で頭を抱えてしゃがみこむ。

「――ちっ」

　白蛾は、ややお下品な調子で忌いま々いましげに舌打ちし、右京の頭を殴おう打だした刀を振った。

　流血騒ぎ（きっとそんな可愛いモノではない☆）にならずにすんで、綱紀はほっとする。

「……なぁんだ……☆　模も擬ぎ刀とうだったんですか」

　それにしてはよくできてるなーと、綱紀は白蛾の刀に指を伸ばす。鹿ろく鳴めいは首を傾かしげる。

「真剣ですよ？」

　ちょいと触れた瞬間、さくっ☆と指先が切れ、綱紀は驚いて飛とび退のく。

「痛い痛い痛い☆！」

「……当たり前です」

　小さな傷口から出たちょっぴりの血に大騒ぎしている綱紀に、鹿鳴は溜め息をつき、バンソウコウを渡す。

「傷口をぴったり合わせるようにして固定すると、すぐに塞がって治りますよ」

「あ、りがとう……！」

　鋭利な刃物での綺麗な切り口は、くっつきやすい。神経の集まっている指先の怪我は、小さくてもけっこう痛い。綱紀は涙目になりながら、指先の傷にバンソウコウを貼った。




「白蛾様、お焚たき上げでも燃えない方は、斬っても斬れないと思います」

　武庫川右京という男は、燃え盛るお焚き上げの炎に突っ込んでも、火傷ひとつしなかった輩である。地獄からも嫌われたというのだから、業ごうの深さは半端ではない。

「できないことでも、やってみなければ気がすまないのが人というものだ」

「はい。出すぎたことを申しました」

　鹿鳴は恭うやうやしく頭を下げ、白蛾は優雅に刀を鞘さやにしまう。

（って☆　それで、真剣振り回していーのかよ☆）←いけません☆

　ツッコミたかったが、長いものには巻かれておきたい主義なので、綱紀は口を噤つぐんだ。




　幸徳井白蛾の刀は、業や悪縁を断ち切る刀であり、人を殺める為の武器ではない。だから、白蛾が右京に向けて振り下ろしても、右京の身体を切り刻むことはなかった。

（あ……！）

　綱紀は、閃ひらめいたものに、はっとして顔を上げる。

　奇跡をも可能とする封縛の術にできないことは――。

「――命を、奪うこと……！」

「あたり[image: ]」

　刀で殴打された頭を撫でながら、くすくすと右京は笑う。

「因いん縁ねん因いん果がはあるけど、どんな術も、基本は『誰かを幸せにする力』でなくちゃね」

「術者は、依頼者や報酬のない状態で、術を行ってはならない」

　右京の言葉に続けて、白蛾は術者の心得を口にした。

　たとえ建たて前まえであっても、陰陽寮では術者が私利私欲の為に術を用いるのを禁じている。

「ねぇ、綱紀くん、神様は気まぐれで不公平だよね」

　その典型的な者が、東条秀真という男だった。彼は自分から望まなくても、必ず優遇され、不自由なくいられるようになっていた。

「それでも、いくつかの『絶対の法則』が、世界には存在する。神様に優遇されていても、絶対の法則の前に例外はない。浦島太郎に玉手箱が必要だったようにね」

　他人に彼を認めさせるため、その時代に留まる為に必要不可欠なアイテム――。

「封縛が見せるものは、いつだって、都合よく捻ねじ曲げた『偽いつわり』だけれど、それが『人の為』になるなら、もしかすると、真実よりもいいんじゃないかな」

　優しくて綺麗な噓は、誰を傷つけることもない――。




「今回も、睦む月つきムンク先生のイラスト、素敵でしたね」

　鹿鳴はうっとりと思い出し、白蛾は頷いてから苦笑する。

「呪言部分は、相変わらず印刷屋さんと校こう閲えつさん泣かせだったな」

「自業自得だけどさー、あれは書いた星香先生も泣いてたよ～。しかも多かったしね～[image: ]」

「笑い事じゃねーだろ」

　大変お手間かけました☆

「年末進行で、編集さんも泣いてたし～[image: ]」

「へらへら笑ってないで、右京さん！　頭下げて！」

　エンターブレインさん、ありがとうございました[image: ]

「ってか、ここまで読んでくれてる人も、すごいよねー」

「感心するんじゃなくて、感謝しろよ！」

　読者の皆さん、ありがとう[image: ]




「右京くーん！　打ち上げの準備できたわよー！　綱紀くん、御お護まもり忘れずにねー！」




　ノックして控え室のドアを開けた美琴は、大きな声で言って、次の控え室の扉をノックする。半開きになったままのドアから、打ち上げに参加する者たちが、廊下をわらわらと歩いているのが見える。

（御護りって☆）

「なかったら、すぐに書きますよ？　桃もも枝えださん」

「いえ、あります。……というか、あの、ひょっとして、今日の打ち上げって……」

　恐る恐る尋ねた綱紀に、右京はいそいそと数珠のラリエットを首にかけながら笑う。

「出演者、全員参加だよ～[image: ]」

　当然、鬼も☆

「いやー、楽しみだなー[image: ]」

　綱紀の襟えり首くびを摑つかみ、嬉々として控え室を出て行く右京の後ろで、白蛾は刀を握り、鹿鳴は蒼あおくなりながら手持ちの呪符の数を数えた。








二○○七年十二月十七日　流　星香　打ち上げって、鍋パーティーだったりして[image: ]







著者

流 星香

Seika Nagare




９月28日生まれ、天秤座、Ｂ型。大阪生まれ大阪育ちの、大阪在住大阪人。お祭り騒ぎ大好きな、明るく正しい子どもの味方である[image: ]

戦国時代ファンタジーでデビュー。ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表していて、西洋風、現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富である。

お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子からたくさんの元気をもらっている[image: ]







イラスト

睦月 ムンク

Munk Mutsuki




京都市在住。

新年いかがお過ごしでしょう。

封縛師はいよいよ最終巻ですが、その分イラストで詰め込ませて頂きました。カバー裏もぜひ見てください（笑）。

そして流先生、お疲れ様です！




【ウェブサイト】

http://munku.sunnyday.jp/







※電子版にはカバー裏がついておりません。
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